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　　　プロローグ







　オーエドシティーの外れにあるニューエレキプランツに、激しいサイレンの音が響きわたった。

「おい、奴やつはどこにいったんだ？」

　堂々たる体たい軀くの男が叫んだ。特殊ビニール生き地じの制服を着ている。サイズが小さいのかピチピチだ。

　いかつい顔にはサイバーチックなサングラスが装着されている。

　男の名前は、へージロー・クワガタ。オーエドシティーポリス、ロボ犯取締課に所属する警部だ。

　時は24世紀。飛躍的な科学の進歩は人類に様々な恩恵をもたらした。しかし、それと同時にかつては考えられなかった犯罪をも生み出したのだった。

　ロボットによる犯罪。ロボ犯罪である。

　ロボ犯取締課は、そんな犯罪者ロボット達を取り締まる課なのである。

「探知レーダーによりますと、まだプラント内に存在します」

　部下の一人が声を張り上げる。

「ゲートのロック解除に戸惑っているかと思います」

「よし、今日こそは何としてでも奴を捕まえるぞ」

　体に似合った巨大な声で、クワガタ警部は声を張り上げた。

「これ以上奴にパワークリスタルを奪われる訳にはいかないぞ。オーエドシティーのエネルギー問題にも発展しかねない。それに、奴が大都市をまかなえる程のエネルギー源を手にしたら、どんな悪いことをしでかすか分かったもんじゃないからな」

「はい」

「よし、各自、装備を点検後、プランツ内部に潜入す………」

　クワガタ警部がそう言いかけたときだった。少し高い所に位置するエレキプランツの外壁がすごい音をたてて砕くだけ散った。

「来たか」

　クワガタ警部が、ぽっかりと開いた外壁に目を向けると憎にく々にくしげに吐はき出した。

「ワルガキッド」

　そこから現れたのは、一体の人間型ロボットだった。体格や人間そっくりに作られたフェイス部分は十四、五歳さいの少年のようだ。

　全身は黒をベースにした金属スーツで覆おおわれている。頭部は奇抜なデザインのヘルメットを被かぶったかのようだ。

　一見、特殊スーツを着込んだ人間のように見えなくもないが、この少年こそ、ロボ犯罪者番号３９８７、所属不明、製造者不明の犯罪者ロボット、ワルガキッドなのだ。

「これはこれは」

　クワガタ警部らの姿を見たワルガキッドは、狡こう猾かつそうに目を細めた。

「オレ様の聴覚センサーが妙みようにジンジンするかと思ったら、やっぱりクワガタのおっさんだったか。いい加減そのドラ声、なんとかした方がいいぜ」

「うるさい！」

　ハイパー拡声器を使ってクワガタ警部が叫ぶ。あまりの音量に、周りにいる警官達がぶっ倒れてしまったほどだ。

「ここで会ったが１００年目だワルガキッド。今日こそ本官が捕まえてロボット刑務所にぶち込んでやるからな。そこでたっぷり３００年は人間のために働いてもらうぞ」

「へ、そんなことはまっぴらご免めんさ。何だってオレ様が人間なんぞのために働かなきゃなんないんだよ」

「お前の意見ならロボット刑務所でじっくり聞いてやる！」

　クワガタ警部が右手を上げる。その合図で、後ろに控えていた白バイ部隊が浮かび上がる。半重力磁場発生装置の力だ。

「まったく、何度やっても懲こりない連中だな」

　ワルガキッドは鋭く尖とがった強化セラミック製の歯を見せてわらった。

「まあいい。楽しませてもらうぜ」

　左腕を持ち上げた。手首部分が腕の中に収納される。そして腕全体が一つの銃じゆう口こうへと変化する。

「くらえ！！！！」

　ブルーのエネルギー弾が発射される。ワルガキッドの左腕に内蔵されたプラズマブラスターだ。その威力はかなりのものなのだ。

　白バイの半重力発生装置が次々に打ち抜かれていく。白バイはへろへろとガスの抜けた風船のように地面へと落っこちていく。

「ひゃははははははははははははははははははははははは」

　ワルガキッドは腹を抱えて笑い転げた。と、突然こめかみを押さえ苦痛の表情を浮かべた。

「つつつ、ったく分かったよ」

　ワルガキッドはクワガタ警部に顔を向けた。

「悪いなおっさん。もう少し遊んでこうと思ってたけどそうもいかなくなっちまったぜ。またな！」

　ワルガキッドがジャンプした。足からブースターの炎ほのおを噴ふん出しゆつさせてクワガタ警部らを飛び越すと、地面に着地。そのまま走り出した。

　ブースターの向きをかかとの後ろへと向け、まるで地面を滑すべるようにすごい速さで進んでいく。

「いかん。急いで追うぞ」

　クワガタ警部がパトカーに乗り込んだ。残りの面々もパトカーに乗り込む。パトカーが浮上した。そしてワルガキッドを追いかける。

「待てええええ！　ワルガキッド。こいつをくらうがいい！」

　マイク片手に、クワガタ警部が叫んだ。

「対ロボ用電子ネット弾だ！！！」

　パトカーから弾丸が打ち出される。それはワルガキッドの背後に飛来すると電気の網となり襲い掛かる。

「うっとおしいぜ！」

　後ろを振り返り、フィギュアスケートの後ろ滑りのような体勢でワルガキッドはエネルギー弾を発射した。それは打ち出される電磁ネットの制御部分を確実に打ち落としていく。空中に現れていたネットが噓うそのようにかき消える。

「なはははははははははははは」

　高笑いを響かせてから正面へと向くワルガキッドの前にそれは降りて来た。

　オーエドポリスのマークのついたトレーラーだ。逃げ道を塞ふさごうと立ちはだかる。

「ふん、バカめ」

　ワルガキッドが右腕を持ち上げる。握り締めた拳こぶしからエネルギーがほとばしり、それは一本の剣と化す。エネルギーソードだ。どんなものでも一刀両断するワルガキッドの特殊武器だ。

　ズバリ！！！！

　真っ二つに断ち切られたトレーラーの隙すき間まを、ワルガキッドがすり抜けていく。突然のことに避よけそこなったパトカーが数台、トレーラーに衝しよう突とつした。

「く、こうなったら」

　クワガタ警部が通信マイクに声を張り上げる。

「全パトカーに告ぐ。体当たりしてでもワルガキッドを止めろ！！！」

『え？　マジっすか？　さすがにちょっとそれはイヤっすよ。怪け我がしたら痛いし』

『労ろう災さいちゃんとおりますかね？』

　スピーカーから聞こえてくるそんな質問に、クワガタ警部が叫んだ。

「つべこべ言わず全員突撃！！！！！！！！！」

　その怒号で二、三台パトカーが失速して落っこちた。ボリュームを上げすぎてたのだろう。

「あの、警部」

　クワガタ警部の隣りで運転する若い警官が尋たずねた。

「一応尋ねるんですけど、このパトカーはどうします？」

「何を言っとるんだ！　こっちだって体当たりだ！！！！」

「分かりましたよ。分かりました」

　こうなることだってことは１００万年前から分かってましたって顔つきで、若い警官ははらはらと涙を流した。

「ああ、ヨシコ。私にもしものことがあっても元気でやるんだよ」

　新しん婚こんの妻を思い浮かべてから、若い警官はアクセルを踏みつけた。

　次々とパトカーがワルガキッド目指して突っ込んで行く。さすがのワルガキッドも完全に振り切ることは不可能のようだ。

「ワルガキッドォォォォォォォォォォォォ！！！！！！！」

　パトカーから身を乗り出し、クワガタ警部が叫んだ。

「これで最後だ！！！」

「ち、つくづく懲こりない奴やつだな」

　ワルガキッドは腰の収納ボックスから玉のようなものを取り出した。

「ほらよ！！！」

　無造作に玉を投げたワルガキッドはその場で両耳を押さえた。投げられたその玉は、奇き妙みような音を立てて爆発する。

　その爆発音はパトカーの制御機器に大きく揺さぶりをかけた。

　コントロールのきかなくなったパトカー達は、あっちこっちに落下し転がっていく。

「なんだ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！」

　暴走するパトカーの中で、クワガタ警部が叫んだ。

「電子爆弾です！　制御システムをやられました。ダメです。コントロールがききません！」

「なんだと[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ゴロゴロ転がったパトカーは、フェンスに体当たりしやっと止まった。

　何とか這はい出して来たクワガタ警部は、辺りを見渡す。

　たくさんのパトカーが転がっていた。

　そして、当然のことだけどワルガキッドの姿はなかった。

「また………また逃げられてしまった………」

　がっくりと、クワガタ警部は膝ひざをついた。

「今夜こそは今夜こそはと思っていたのに。これではオーエドポリスロボ犯取締課の威厳が地に落ちてしまう」

　クワガタ警部は盛大に腹を捲めくり上げた。

「こうなったら、このクワガタが腹を切って詫わびをするしか」

「止やめて下さいよ警部。そんな古代文明を真似まねたって誰も感心しませんよ。それに何で斬きるって言うんですか？　ワルガキッドが投げた電子爆弾の影響で簡単な電子ナイフだって今じゃ使えないんですからね」

「うううううう」

　クワガタ警部ははらはらと落涙した。と、そのときだった。

　ピコーンピコーンピコーンピコーン。

　ものすご[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]く場違いな音を立てながら一台のミニパトが現れた。犬をモチーフにしたような妙みようなデザインだ。

　ミニパトは呆あつ気けに取られるクワガタ警部の前までやって来ると止まる。ドアが真上に開いた。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、やっと見つけましたよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　妙に間延びする声を響かせて、一人の女の人が降りて来る。中央ポリスの婦人警官の制服を着てはいるが、その顔つきはとてもじゃないけど警察官のものじゃなかった。大きなメガネが妙に目立っている。

　たれ目のたどん目に迫力はなかった。だんごっ鼻に威厳はなかった。おしゃべりが大好きそうな大きな口に冷静さは感じられなかった。ふわふわでくりんくりんの髪の毛はどう見ても実務的じゃなかった。

　迫力があるのはその大きな胸ぐらいだろう。だけどそれが警察官に必要なものかって言えばかなり疑問の残るところだ。

　クワガタ警部の所までやって来た女の人は、ピンク色の包みを突き出した。

「おじさん。おべんとうを忘れちゃってますよ。わざわざ届けに来てあげたんですよ。感謝して下さい」

「ガネッコ！」

　クワガタ警部が怒ど鳴なった。

「おじさんは止めなさいといつも言っているだろう。いくら姪めいとはいっても同じ警察官なんだ。職務中はちゃんとクワガタ警部と呼べ」

「も[image: ～][image: ～][image: ～]、面倒くさいんですから[image: ～][image: ～][image: ～]」

　婦人警官、ガネッコは口を尖とがらした。

　それから、辺りの惨さん状じようを見渡す。

「あらあら、何かすごいことになっちゃいましたね[image: ～][image: ～][image: ～]。またやられちゃったんですか？　ワルガキッドさんに」

「な[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　クワガタ警部が盛大な悲鳴を上げた。

「こうなったら、こうなったらやはり本官が腹を切ってお詫わびをせねば」

　渡された弁当の中に入ってた可愛かわいらしい強化プラスチックの先割れスプーンを振り上げる。

「止やめて下さい警部。こんなとこフォーカスされたら恥ずかしいじゃないですか！！！」

「放せ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　わ[image: ～][image: ～][image: ～]わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]騒さわいでるクワガタ警部に、ガネッコがやれやれとため息を吐はき出す。

「あ[image: ～][image: ～]あ、おじさんも相変らず熱血なんだから」

　と、ミニパトの中からピーピーという音がする。本部からの通信音だ。

「はいはい、ちょっと待ってて下さいね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。また駐車違反かしら[image: ～][image: ～]」

　ごそごそとミニパトに潜もぐりこむと、通信ボタンを押す。画面に渋しぶ柿がきを嚙かみ砕くだいたような男の顔が現れる。

「あら、ダミアン署長さんじゃないですか？」

『ガネッコ巡じゆん査さ。近くにクワガタ警部はいるかね』

「おじさんならそこでお腹なかを切ろうとしてます」

『お腹を切る？』

「はい、だけど先割れスプーンなんでたぶん切れないと思います。呼びますか？」

『ああ、呼んでくれ』

　少々疲れた表情で、ダミアン署長は首を縦たてに振った。

『出来ればそんな妙みようなことをしているところをテレビ局や週刊誌に撮られる前にな』

「は[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い」

　ガネッコがクワガタ警部に顔を向けた。

「おじさんおじさん。ダミアン署長さんから通信が入ってますよ」

　鬼おに瓦がわらのような顔がガネッコに迫ってきた。クワガタ警部が突っ走って来たのだ。

「も[image: ～][image: ～]、おじさんってばそんな大きな顔で突進して来ないで下さいよ。怖いじゃないですか」

　ぶちぶち文句を言うガネッコなんてほっといて、クワガタ警部は通信機の前に顔を出す。

「ダミアン署長。申し訳ございません。このクワガタの力がいたらぬばかりにまたワルガキッドに逃げられてしまいました」

『まあ、君の責任問題は後に考えることにしてだ。とりあえずもう少し顔を離しなさい。それから声のトーンも大きすぎるぞ。近所に迷惑だろう』

　そう言ってから、ダミアン署長は軽く息を吐き出した。

『君に重要な通達がある。今後はワルガキッドを追いかける必要はない』

「え？　それは、やはりクビということで」

『そうではない。本日、22時48分をもって、全すべての指揮権が国連警察軍に移ったのだ』

「何故なぜですか！　いくら奴やつが危険な犯罪ロボットと言ったって国連警察軍が相手にする理由が………」

『見たまえ』

　モニターに一人の白衣を着た老人が映し出された。

「この男は！」

『ゴックアック・トテツモナーク博士。いや、ドクター・ゴックアックという名前の方が有名だろうな。世界征服をたくらみ全世界指名手配となっているマッドサイエンティストだ。ワルガキッドを製造し操っているのはこの人物なのだ』

「なんですと！！！！」

『ゴックアックの秘密基地の場所は判明している。ショーナン埠ふ頭とうの外れの孤島だ。すでに国連警察軍が動いている。秘密基地を襲撃し、ドクター・ゴックアックとワルガキッドを逮たい捕ほするためにな。宇宙大戦の英雄、ランボルタ大たい佐さが指揮をとっている。我々の仕事は全すべてが終わった後での残務処理だけだ。いいか、余計なことは考えずすぐに戻って来るのだぞ』

　通信は途切れた。

「は[image: ～][image: ～][image: ～]、何だか大変なことになっちゃいましたね[image: ～][image: ～][image: ～]」

　他人ひと事ごとのようにガネッコが言う。

「ま、戻って来いって言うんですから警察署に戻りましょ。お弁当はそこで食べればいいでしょ。ど[image: ～][image: ～]しますおじさん。何だったらわたしのポチちゃん１号で警察署まで送ってあげてもいいですよ」

「ふざけるな」

　クワガタ警部は拳こぶしを握り締めた。

「国連警察軍だと？　冗じよう談だんじゃない。ワルガキッドを逮捕するのはこのクワガタだ！」

　さっさと扉を閉めるとクワガタ警部は叫んだ。

「ガネッコ。発進だ。ショーナン埠ふ頭とうまで全速力だ」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]、わたしあんまし危ないとこは行きたくないんだけどな。きっと天国のパパやママも行っちゃダメって言ってるだろうし」

「つべこべ言うな！！！　行け[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「はいはい、分かりましたって」

　ガネッコがハンドルを握った。そして裏側のボタンを押す。

　ミニパトカーの後ろがぱっかりと開く。巨大なロケットエンジンが姿を現した。

　アクセルが思い切り踏まれる。と、同時にスーパーエンジンが炎ほのおを噴ふき出した。いや、噴き出したなんて言うのは生なま易やさしい表現だ。爆発したって言った方が適切だ。

　ポチちゃん１号は、弾丸のように飛び出して行った。
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　研究所の自動ドアが、音もなく開く。

「帰ったぜ」

　入って来たワルガキッドは、近くのイスに力強く座った。

「遅かったの。キッドよ」

　計器の後ろから現れたのは白衣を着た男だった。

「あんまり遅いものだから警察に捕まったかと思ったぞ」

「誰があんな奴やつらに捕まるってんだよ。ちょっと遊んでただけだぜ」

「まったく、お前はわしに言われたことだけをしておればいいものを。まあいい。さ、渡してもらおう」

　ワルガキッドは腰の収納ボックスからそれを取り出した。

「ほらよ」

　青白く輝くクリスタルだ。

「ご苦労じゃったな」

　ゴックアック・トテツモナークの体から伸びた金属アームがそのクリスタルを摑つかむ。

　そのまま移動すると、研究室の中央に設置された巨大な機械にそのクリスタルをセットする。周りには同じクリスタルが４本セットされていた。

「これで準備は万ばん端たんじゃな。いつでも始められる」

　にんまりと微笑ほほえむゴックアックに、ワルガキッドが尋たずねる。

「そんなにも膨ぼう大だいなエネルギーを使って一体何をするってんだよ。じいさん」

「お前にはいろいろいと働いてもらったからな。教えてやるとするか」

　ゴックアックは誇らしげに装置を見つめ言った。

「これは、わしが作り出した超巨大振動抑制電子ボムじゃ。こいつを作動させるのにどうしてもこれだけのエネルギーが必要でな」

「何だよその訳わかんねえ名前のもんは？」

「振動を抑制してしまう電子を発生させる特殊装置じゃ」

　ゴックアックは、セットしたパワークリスタルを指差した。

「知っての通り、世界のエネルギーの９割はこいつで賄なかなわれておる。原理は分かるな？」

「ざっとならな。そのクリスタルに電気信号を加えるんだろ。そうすりゃクリスタルん中の電子やら分子やらが激しく振動して、とてつもないエネルギーを生み出す。だよな」

「その通り。この超特殊素材、パワークリスタルの発明こそ、人類が完全無害なエネルギーを手にしたということでありそして………」

　ゴックアックがにんまりと笑った。

「このわしに征服されることを決定づけたということじゃ」

「どういうことだよ？」

「このわしの作った振動抑制電子ボムは、パワークリスタルの振動を制御することが出来るのじゃよ。世界中全すべてのな」

「つまり……………世界中のエネルギー施設を停止させることが出来るってことか」

「それだけではない。ありとあらゆる乗り物。ロボット、コンピューター、全すべてにいたるまでだ。文字通り、世界が沈黙するということじゃ。このわしの力によってな」

「オレの動力炉はそのメタルなんとかって奴やつじゃないんだろ」

「心配するな。お前やわしの作り出したメカの動力炉には別の技術を使っておる。このボムで停止することはない」

「なら関係ねえや」

　フンと鼻を鳴らしてから、ワルガキッドは身を乗り出した。

「それよりも、約束は守ってくれんだろうな」

「約束？」

「そうさ、オレ様を作るにかかった金額の分だけお前の欲しい物を全てぶん盗どってくるならば、オレ様を自由にしてくれるっていう約束さ。もうおつりがきてもいいころだぜ」

「ふん、確かにそうじゃな。お前はわしが思っていた以上によく働いてくれた。もう十分もとはとれたじゃろうて」

「さあ、オレ様を自由にしろよ。もうお前のおつかいはウンザリなんだ。オレ様はオレ様の意志で…」

「ふっふっふっふっふ」

　ゴックアックは不敵な笑みを浮かべた。

「オレ様の意志じゃと？　電気信号の集合でしかない人口頭脳でたいそうなことを言うもんじゃの。キッドよ」

「何だと？」

「そんな約束は最初から守るつもりもなかったわい。お前はこのわしが作り出した犯罪者ロボ。壊こわれるまでこき使ってやる」

「騙だましやがったなこの野や郎ろう！！！！」

　ゴックアックに飛び掛かろうとするワルガキッド。だけどその直前でのけぞり倒れる。

「うがあああああ」

　頭を抱えて床を転げまわるワルガキッドに、ゴックアックは目を細めた。

「電子頭脳をジャミングされるのはこたえるじゃろうて。まったく、どうしようもない悪ガキじゃよ。しかも学習能力すらない。こいつをわしがつけていることを忘れたのか？」

　持ち上げたゴックアックの腕には、サイバーチックな腕時計がつけられていた。

「わしがこれをつけている限り、お前はわしを絶対に攻撃出来ない。またわしの身にもしものことがあったときはお前の胸の動力炉へ停止信号を出す仕組みになっておる。お前は何があろうとわしの身を守らなければならぬということだ。古い言葉で一いち蓮れん托たく生しようとでもいうのかの」

「くそったれが……………」

「なんとでも言うがいい。所しよ詮せんは貴様はわしの作った道具にすぎないのだからな」

　ゴックアックがそう言った直後だった。突然研究室内にサイレンが鳴り響く。

「ん、何じゃ？」

　ディスプレイに映像が映し出される。映っているのは、空中に浮かぶ軍用シップだ。そこから、多脚のメカが何体も現れ、秘密基地を隠す岩壁を打ち壊こわしている。

「国連警察軍の部隊か。いいところに来たものじゃな。この振動抑制電子ボムの試運転にはもってこいの相手じゃわい」

　ゴックアックが中央の装置に歩み寄る。

「さあ、どんな兵器であろうともわしの前では無力であることを証明してやろうではないか」

　素早くスイッチを入れ操作をしていくゴックアック。

「試運転じゃ。半径ほんの２、３キロで十分じゃろうて」

　鈍にぶい制動音とともに装置の計器がめまぐるしく動く。

『振動抑制電子発生装置正常。オールグリーン。実行ボタンをお願いします』

「さあ、わしの世界征服への伝説が始まる第一歩じゃ。味わうがいい」

　実行ボタンを力強く叩たたくゴックアック。しかし、装置は作動しなかった。跳はね上がっていた数値もどんどん下がっていってしまう。

『エネルギー不足。もしくは接触不良。クリスタルのチェックをお願いします』

　合成音が響く。

「何じゃと！」

　顔を動かしたゴックアックは驚きよう愕がくの表情で叫んだ。

「貴様かキッド！！！！」

　一本のパワークリスタルを手にしたワルガキッドがにんまりと笑った。

「さあじいさん。取引の時間だぜ。このパワークリスタルを返して欲しければそのいけすかない腕時計をオレ様に渡すんだな」

「何を！　貴様そんなことをしてただですむと思っておるのか？」

　腕時計に手を伸ばすゴックアックに、キッドは素早く言った。

「おっと、ジャミングするつもりならオレ様はこのクリスタルを全力で砕くだいてやるからな。それぐらいオレの握力なら簡単だぜ。オレ様のパワーレベルを制御しようたって無む駄だだ。信号を感知しパワーレベルがダウンする０・１秒の間に粉々に砕いてやる」

「くっ」

「さあ、どうするんだ？　このまま国連警察軍に捕まるのか？　それともオレ様にそいつを渡して助かるか」

「この腕時計を渡し、貴様がわしを攻撃しないという保証はあるのか？」

「心配すんなよじいさん。力いっぱいぶっ飛ばしてやりたいのは山々だが、さすがのオレ様もあの軍隊を相手に戦う元気はねえよ。じいさんがその何とかって装置を使ってくんなきゃ共倒れだぜ。さあ」

『メインゲートを突破されました。研究室到着まで後３分と予測されます』

　合成音が響く。

「ガードマシンは何をしておるんじゃ」

「どうやら相手が悪いようだぜ。見てみろよじいさん」

　ワルガキッドがアゴでディスプレイをさした。そこには軍服を着たいかつい男が映されていた。全身に装着された武器で、カマキリのようなガードマシンを次々と破壊していく。

「ランボルタ・バイオレンス大たい佐さ。クリミア宇宙戦争の英雄。全身の半分を兵器サイボーグ化していると聞く。奴やつが来ておるのか」

　かすれた息をゴックアックは吐はき出した。

「さあ、早く決めろよじいさん。もう時間がないんだ。お前さんがその時計を渡してくれたら、オレ様はパワークリスタルをちゃんともとの所にセットしてやるよ」

「………………………この悪ガキめ！」

　ゴックアックはそう呟つぶやくと、腕時計を小さく操作した。そして腕時計が外れる。

「さあ、持っていけ」

　投げられる腕時計を、キッドは片手で受け取った。

「よし」

　ワルガキッドは腕時計をしっかりと握り締めた。

「これで、オレ様は自由になれるんだな。待ちわびたぜ。この時を」

「さあ、キッド。早くパワークリスタルを」

「そうだな。約束は約束だ」

　ワルガキッドは手に持ってたクリスタルをまたもとの穴に差し込んだ。

「しかし、その後どうするかまでは約束してねえぜ」

　右手を握りしめる。ほとばしるエネルギーが一本の剣と化す。

「オレ様を作ってくれた恩義もあるし、命までは取らねえよ。アバシリー刑務所で穏やかな余生を過ごすんだな」

「止やめろ！！！！」

　ゴックアックが止めるのも聞かず、キッドはエネルギーソードを振り上げた。

「ひゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っはっはっはっはっはっは」

　そして、それを装置に向かって振り下ろした。

　縦たてに深い亀き裂れつが走る。

「なんということを………」

　ゴックアックが膝ひざをついた。

「くっくっくっく、警察軍によろしくな。オレ様はさっさと逃げ出させてもらうぜ。だてにここ数年やつらと追いかけっこしてた訳じゃねえんだ。オレ様一人なら簡単に………」

　そこで、ワルガキッドは顔を歪ゆがめた。

「何だ？　この音は、ちくしょう。ジャミングかよ」

　計器に駆かけ寄ったゴックアックが目を見開いた。

「制御しきれないエネルギーが空間をねじまげている。ということは……」

「一体どういうことなんだ！」

　ワルガキッドの問いには答えず、ゴックアックは素早く計器を操作した。

　中央の装置が激しくスパークする。その出力をどんどんと上げていく。

「何すんだよ。自爆するつもりなのか！」

「自爆？　まあ、そうなる可能性もない訳ではないがな」

　ゴックアックがキッドに顔を向けた。不敵な笑みがその顔には浮かんでいる。

「ペキンパー博士の時空ホール理論を聞いたことはあるか？　キッドよ」

「知るか！」

「無知な奴やつめ。逃げ場を失ったエネルギーにとある圧力をかければ、それは異なる時間軸じくの世界への穴を作り出すという理論じゃ。これまでそんなものは空想科学の絵え空そら事ごとじゃとばかし思っておったが、わしは今その理論を信じたぞ」

　ワルガキッドの視界が歪んだ。視覚センサーの故障かと思ったが違っていた。本当に空間が歪んでいたのだ。

「どうやら始まったようじゃな」

　ゴックアックが静かに天てん井じようを見上げた。

「お互いどこに飛ばされるかは分からぬが、縁えんがあったらまた会うことになるじゃろうて」

　ひゃっひゃっひゃと笑い声を響かせる。

「さらばじゃな。我が最高傑作の悪ガキよ」

　次の瞬間、ワルガキッドの視覚センサーが真っ暗になった。赤外線センサーに切り替えても何も見えない完全なる闇やみ。辺りから音と光が消え去っていた。何もない無の空間を、ワルガキッドは真ッ逆さまに落っこちて行く。

「やっと手にした自由を、こんなことで終わらせてたまるか！！！」

　そう叫んだ直後、ワルガキッドの電子頭脳はブラックアウトした。
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　大おお江え戸ど市は東とう京きようの外れにある町だった。

　東京の一部とは言っても大都会という訳ではない。古くから住宅都市として発展してきたこの町には、企業や工場といったものは少なかった。駅前には背の高いデパートも数件あり、高級マンションビルなんかも見られるけれど、少し駅から離れればもうそこは昔ながらの住宅街だ。狭い道を挟はさんだ両脇にはびっちりと民家が建ち並んでいる。

　そんなびっちりと並んだ民家の中に、その店はあった。

『日につ本ぽん橋ばし電気店』

　そう書かれた看板が出ているが何とも小さな店だ。

　そんな小さな電気店のレジに座る一人の少女が、本日何度目か分からないため息を吐はき出した。

「本当、イヤになっちゃうわよね」

　日本橋えるな。14歳さい。近所の大江戸中学の２年生だ。ここ日本橋電気店の一人娘むすめ。母親はえるなが幼い頃に亡くなってしまった。だから物心ついたときから父親との二人暮らしだ。

　小柄でスレンダーな体つき。髪の毛は三つ編みにして左右にたらしている。ずっと昔からこの髪型だ。

　多少そばかすが残ってて、多少気の強そうな目つきをしているけれど、なかなかどうして美人の部類に入るだろう。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]あ、もう！　お父さんってばいっつもこうなんだから」

　語尾を荒くして、えるなは吐き出した。

　えるなの憂ゆう鬱うつの原因は現在の境遇だった。

　せっかくの休日の土曜日。親友の真ま夕ゆうと買い物に出かけることになっていたのに、店番をしなくちゃならなくなってしまったのだ。

　えるなの父、日本橋作さく造ぞうさんが店を抜け出してしまったのが原因だ。

　これが仕事や止やむに止まれぬ理由っていうなら分かるけど、近所の公民館で行われる発明クラブの集まりというよく分からない理由でだ。電気店を営みつつ大発明家なんぞを目指してる作造さんは、本業よりもそっちの方に熱心なのだ。

「いつかは特許取ってアタシに楽な暮らしさせてくれるっていっつも言うけど………」

　えるなはちらりと視線を動かした。店の片隅の棚に置かれた奇妙な機械の数々に目を向ける。

　作さく造ぞうさんが自分で作った発明品を店に展示してあるのだ。

　電動耳かき機だのソーラー発電時計だの自動ページめくり機だの。

　だけど、どれもこれも使えないものばかりだ。

　電動耳かき機は、単四電池を２本使用するため非常に重いし、それに毎分２５０回のピストン運動は耳垢あかをかきだすどころか鼓こ膜まくを破りかねない。

　ソーラー発電時計は聞こえはいいけど根本的な問題ありだ。日が沈むと止まってしまうのだ。

　自動ページめくり機だって実用性はなかった。金属アームがページをつかみそれをめくるまでに、たっぷり１分はかかるのだ。その１分を待つストレスを考えたら、自分でページをめくった方が何百倍もいい。

「天地がひっくりかえったって特許なんてムリな話でしょ[image: ～][image: ～][image: ～]ね」

　はあとえるなは息を吐はき出した。

「冗じよう談だん抜きで将来のことちゃんと考えないといけないかも。高校進学するなら奨学金もらわなきゃいけないしね」

　真剣な顔つきでえるなが考え始めた直後だった。

　ドンガラシャンシャンシャンシャン！！！

　盛大な音が聞こえてくる。裏庭の方からだ。

「ガラクタ部屋の方からね。お父さん帰って来たのかな」

　えるなは立ち上がると、レジの後ろにある扉を開けた。その奥が家になっているのだ。さらに通路を通って行くと裏口が現れる。その向こうはちょっとした裏庭になっていた。

　その裏庭にどでんとたたずむプレハブの倉庫には、こう書かれたプレートが貼り付けられている。

『日につ本ぽん橋ばし作造博士の秘密研究所』

「まったく、46にもなってこんな看かん板ばん作っちゃって。恥ずかしいったりゃありゃしないわ」

　呆あきれ息を吐き出してから、えるなは倉庫の引き戸に手をかけた。

「お父さん。入るよ」

　がらがらと扉が開かれる。そこに現れるのは大量のガラクタの山だ。分解途中の家電製品やら部品やらが散乱している。一つだけある窓のところにも壊こわれた家電製品が積み上げられているために倉庫内は昼間だというのに薄暗い。

　倉庫の中に入ってガラクタの向こう側を覗のぞき見るけれど、父、作造さんの姿はなかった。

　代わりに、作業台を埋め尽くすようにたくさんのガラクタが崩くずれ落ちているのが見えた。

「なんだ、ただ積み上げてたガラクタが崩れてきただけなのね」

　やれやれってえるなは息を吐き出した。

「お父さん帰って来たんなら店番止やめにして遊びに行けると思ったのにな」

　さっさとその場を後にしようとするえるなだったけど、ふとその足が止まる。

「え？」

　作業台のガラクタの中から突き出る奇き妙みような物体に気づいたからだ。

　それは腕のように見えた。筒形の金属のアームカバーをつけている。アニメで見るロボットの腕のような雰囲気だ。

「何よあれ」

　ちょっとした好奇心を覚えて、えるなは作業台に歩み寄った。そして脇のスイッチを押す。

　作業台真上の蛍光灯がこうこうと明かりをつける。そして、そいつは完全にえるなの瞳に飛び込んできた。

　ガラクタの中にうずもれるようにして横たわっているのは、一人の少年だった。いや、最初はそう思ったえるなだけれど、よく見るとその少年が生身の人間でないということに気がつく。

　少年の胸が左右にぱっかりと開いていた。その中にあったのは見たこもとない精密機械の集合体だった。

「これ…………ロボットじゃない」

　かすれた息をえるなは吐はき出した。

「そ[image: ～][image: ～]いえば、お父さんロボット作って発明クラブの人を驚かせてやるとか言ってたっけ。これのことだったのね」

　その次の瞬間だった。ロボットの少年の胸にはめ込まれた球体がゆっくりと点滅を始めた。まるで心臓の鼓こ動どうのように。次ついで、体から機械合成された音声が聞こえてくる。

『コアエネルギーボールのシステムチェック終了。ワルガキット、再起動します』

　ロボットの少年の胸ががしゃんと閉じる。そして瞳が開き、ロボットの少年は起き上がった。

「ちくしょう。一体何が起こったってんだよ」

　ロボットの少年が吐き捨てるようにして言った。

　えるなは目を大きくした。

「すっごい。このロボット喋しやべれるんだ」

「ん？」

　ロボットの少年はえるなに顔を向けると、いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「何だよ。お前は。まあいい、それより教えろ。ここは一体どこなんだ？　ゴックアックのじじいはどこだ？　国連警察軍は？　まさか留置場ってこたねえだろうな？　答えろよ女」

「何よその言葉使いは」

　えるなは目を吊つり上げた。

「思いきり口悪いじゃない。頭を作るのに失敗してんじゃないの」

　さらに、ロボットの少年の頭の天てつ辺ぺんからつま先までをじっくり眺めて言う。

「それに、変なデザイン。下手へたなロボットアニメの悪役のような格好よね。こんなの子供だって鼻で笑うわ。一体何考えてこんなデザインにしたのか」

　とどめとばかしに、顔を見つめ言い切った。

「超頭悪そうな顔してるし」

「何だとこの野や郎ろう！」

　ロボットの少年が尖とがった歯をぎちぎちと鳴らした。

「好き放題言いやがって！　お前オレ様が誰なのか分かってんのか？」

「知ってる訳ないじゃない。今始めて見つけたんだから」

「くっくっくっく、なら聞いて驚けよ。オレ様はな」

　もったいをつけてから、ロボットの少年は叫んだ。

「ワルガキッド様だ！」

「ワルガキッド？」

　一瞬驚いた顔をしてから、えるなはやれやれって首を振った。

「まったく、どうせつけるんならもっとマシな名前をつけりゃいいのに。まあ、あんた悪ガキみたいな顔してるから似合ってるって言えば似合ってるけど」

「おい、何だよその反応は。オレ様はワルガキッドなんだぜ」

「だから何よ」

「だから何よって。知らねえのか？　テクノス強奪事件のニュースは見ただろ？　パワープランツ襲撃はけっこう騒がれてたはずだぜ。他ほかにも、オーエドポリス分署前落とし穴事件とか。１０００年祭アーチに卑ひ猥わいな落書きをしたのだってけっこう話題になったはずだぜ」

「何言ってんのかさっぱり分かんないわよ。何よそれ。ゲームの話？」

「そうかよ。どうやら本当に知らないようだな。オレ様のことを」

　ロボットの少年は悪者っぽい笑みを唇くちびるの端に浮かべた。

「なら教えてやるよ。オレ様がどういった存在なのかをな」

　ロボットの少年が左腕を持ち上げた。手首が収納されて銃じゆう口こうへと変化する。

「くははははははは、このあたりの建物を軒並みぶち壊こわしてやるぜ！！！」

　笑いながら周りのガラクタに銃口を向ける。

「プラズマブラスターの破壊力を見るがいい！」

　だけれども………

「くそ、くそ、おい、しっかりしろ」

　左腕を振り回すけれど、変化はないようだ。

「ええい、ちょっとした故障だろ。なら今度はこっちだ」

　左腕を元に戻すと、今度は右手を握り締める。

「オレ様のエネルギーソードで切り刻んでやるぜ」

　なのだけれども…………………

「あれ？　おい、おいこら」

　右手を何度も何度も握り締めるけれども、やっぱり何も起こらない。

「で、なんなのよ。何するつもりなの？」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]い、だったら素手で勝負だ。オレ様の腕力はチタン合金製の金庫をこじ開けることが出来るくらいなんだからな」

　ロボットの少年は拳こぶしを握り締めると、近くに転がってた古いテレビに振り下ろした。

「コナゴナに砕くだけ散れ！！！」

　ガツーンと鈍にぶい音がした。ちなみに古いテレビはそのままだ。

「こら、砕けろ！　このやろこのやろ！！！」

　がんがん拳で殴なぐりつけるけれど、テレビはちっとも壊こわれない。

　その代わりに、ジンジンとした痛みがワルガキッドの拳に伝わる。痛覚感知システムが作動しているのだ。

「いって[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　拳を抱えて転げまわるロボットの少年を、えるなはあきれ果てた表情で見下ろした。

「あんた本当にダメダメロボットなのね」

「な、なんだと！！！」

　ロボットの少年がえるなをにらみ上げる。

「よくも言いやがったなこの野や郎ろう！」

　殴りかかるロボットの少年だけど、それをえるなはひょいと避けた。ロボットの少年は足をもつれさせて近くのガラクタの山に頭から突っ込んだ。

「何だよ。どうなってんだ」

　と、ロボットの少年の体から、機械音声が響く。

『エネルギーレベル１に設定』

「ちくしょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、再起動のせいでエネルギーレベルが初期レベルに戻っちまってんのか。制御装置で設定しなおさねえと何も出来ねえぞ。どこだ？　どこだ？」

　足元を探し回るロボットの少年の前に、えるなが仁に王おう立だちになった。

「ちょっと、あんた今アタシに殴りかかろうとしたでしょ。ロボット三原則っての知らないの？　ロボットは人間を傷つけちゃいけないっての」

「へ、あいにくオレ様の電子頭脳にはそういったプログラムはインプットされてないんでね」

　せせら笑うロボットの少年の頭がポカンと叩たたかれる。えるなが丸めた新聞紙で叩いたのだ。

「あにすんだよ！」

「あにすんだよじゃないわよ。あんたはロボットの常識っての知らないのね。まったく。とんでもない欠陥品だわ」

　はあと息を吐はき出す。

「まあ、あのお父さんの発明だからね。それもしょ[image: ～][image: ～]がないか。いいわ、アタシが１から教えたげるから」

　それから、えるなはロボットの少年に顔を向けると、人差し指を立てて言った。

「まず第一に、ロボットってのは人間の命令に従わなくちゃならないの。分かった？」
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「はいはい。そこ、力抜いちゃダメだからね。もっとごしごし擦こする。ほら、そこまだ汚よごれが残ってんじゃない！」

　えるなの厳しい指摘が飛ぶ。

「ちくしょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ロボットの少年、ワルガキッドはモップを片手に毒づいた。日につ本ぽん橋ばし電気店の中を、モップがけをさせられてるのだ。

「何だってオレ様がこんなことしなきゃなんねえんだよ」

「ぶつぶつ文句言わないの。人間の命令に従うのがロボットってものなんだからね。よく覚えておくこと。ロボット君」

「ロボットロボット言うなよ。オレ様にはワルガキッドって立派な名前があんだから」

「ワルガキッドね。長ったらしいうえにセンスないわね。う[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

[image: ]

　少し考えてから、えるなはこくんと頷うなずいた。

「そうね、あんたワルオって名前にしなさい。その方が呼びやすいし絶対いいわ。ワルオね、ワルオ。はい決まり」

　一方的にえるなは言いきった。

「冗じよう談だんじゃない。そんなふざけた名前……」

　反論しようとするワルガキッドなんてさらっと無視して、えるなは手をぴらぴらっと振った。

「それじゃ、アタシちょっとトイレに行ってくるから。手を抜かずにやってんのよ。ワルオ」

　そう言い残して店の奥へと入って行た。

「くそ気分悪いぜ」

　ワルガキッドは手にしてたモップを投げ捨てた。

「本当だったらこんな建物さっさとぶち壊こわしてトンズラしたいとこなんだがな」

　はあとため息を吐はき出す。

「パワーレベル１じゃそんなことも出来ねえし……」

　パワーレベル１。それは子供にも劣おとる程のパワーしか出せない状況なのだ。

「それにしても……ここは一体どこなんだ？」

　ワルガキッドは辺りを見渡した。

　最後に覚えているのは、ゴックアックの研究所から妙みような空間に放り出されたことだ。ゴックアックの作った装置が暴走したせいだということは理解出来る。そのせいで何らかの時空転移ホールが出来たのだろう。

　問題は、一体どこに飛ばされたかということだ。

「言葉が通じることを考えりゃ日に本ほんだってことは分かるが？　オレ様のことを知らないってのはどんな偏へん狭きようの地なんだ？」

　真剣に考え込んでから、ワルガキッドははっとした。

「いかん。悩むことは後でも出来る。今はさっさと制御装置を探さねえと」

　先ほどの物置へ戻ろうとしたワルガキッドだけど、商品棚に足をひっかけてしまう。エネルギーレベルは腕力や体力だけじゃなく反射神経や動体視力なんかにもおおいに影響しているのだ。

　盛大にすっころぶワルガキッドに、あきれ果てたえるなの声がかけられる。

「本当、あんたってどうしようもないドジドジロボなのね」

　ぎゅっと拳こぶしを握り締めて、ワルガキッドは心の中で誓った。

（パワーがもとに戻り次第、この女をぶっ飛ばしてやる！）

「お店の方はもういいわ。今度は家の中の掃除をお願い。はい、掃除機とはたきね」

　ワルガキッドの前にどちゃっと掃除用具が置かれる。

「さ、頼んだわよ」

「おい、ちょっと待てよ」

　ワルガキッドが口を開いた。

「どうしてこんな古臭くさいもんばっか使って掃除しなきゃなんないんだよ」

「え？」

「全自動バキュームクリーナーくらいあるだろ？　そいつにやらせりゃいいじゃねえか。何もオレ様がいちいちやんなくたって」

「何よその全自動バキュームクリーナーってのは………」

「全自動バキュームクリーナーだよ。スイッチ一つで自動的に部屋ん中をキレイにしてくれるマシンだよ」

　そんなこと常識だろって言うワルガキッドだったけど、残念ながら常識じゃなかった。

「そんな都合のいいもんがあったら苦労しないわよ。ほら、夢みたいなこと言ってないでさっさと掃除しなさいって」

　ワルガキッドに掃除機が押しつけられた。

「アタシは店番やってるから、後は頼んだわよ」

　そのまま家の中へと押しやられる。

「ど[image: ～][image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ことなんだ？」

　掃除機を片手に、ワルガキッドは呟つぶやいた。

「全自動バキュームクリーナーがないだけでも驚きなのに、知りもしないなんて。普通じゃないぜ」

　深刻な顔で考え込む。

「一体ここはどこなんだ？　超古い機械ばっか置いてある博物館か何かなのか？　にしては小さすぎるし。それとも、仮想現実世界か何かか？　いや、それだったらオレ様のセンサーが何らかの異常を知らせるはずだし」

　考えるワルガキッドに、店の方から声が聞こえる。

「ちょっと、何してんの？　早くしなさいよ」

「わ[image: ～][image: ～][image: ～]ったわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]った」

　そう返事を返し、ワルガキッドは掃除機のスイッチを入れた。だけどウンともスンとも言わない。

　何度かがちゃがちゃ試したけれど、やっぱりダメだ。

「おい、こいつ壊こわれてるぜ」

　ワルガキッドが声を飛ばすと、えるながやって来る。

「そんなはずないわよ。一昨日おととい使ったときは大丈夫だったんだから」

「そんなこと言ったって壊れてんだよ。スイッチ動かしたってちっとも起動しねえんだから」

「どれどれ」

　掃除機を一いち瞥べつしたえるなは、ジトってした目でワルガキッドに向けた。

「壊こわれてるのはあんたの頭の方でしょ。ワルオ」

「何だと？」

「よく見てみなさいよ。コードがささってないじゃない」

「コードだって？」

「これよこれ」

　えるなが掃除機からコードをび[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと引っ張った。

「これをコンセントにささなきゃ動くはずないでしょ」

「ちょっと待てよ」

　信じられないって顔でワルガキッドは言った。

「このバキュームクリーナーはコンセントなんぞを使って電力を得なければ動かないのか？　そんな骨こつ董とう品ひんを使ってんのか？」

「コンセント使うなんてそんなの当たり前のことじゃない」

　憤ふん慨がいしたようにえるなは続けて言った。

「それに、骨董品だなんて失礼するわね。それは先週買ったばっかのトニーの最新式掃除機なんだからね。めっちゃ高かったんだから」

「この骨董品クリーナーが最新式だって………」

　ワルガキッドはよろよろとよろめいた。

「お前、それを本気で言ってんのか？」

「本気よ本気！！！！　ちょっと待ってなさいよ！」

　ぷいっといなくなったえるなは、しばらくして１枚のパンフレットを手に戻って来た。

「ほら、ここにちゃんと書いてあるでしょ。21世紀型モデルだって」

「21世紀だって！！！」

　パンフレットをひったくったワルガキッドは、瞳を大きく開けそこに書かれている文字を確認した。

「21世紀…………なるほど」

　その口元が楽しげに歪ゆがんだ。

「ゴックアックのじいさんが言ってたな。時間軸じくがど～のこ～のって。さっぱり意味は分からんかったが、ようするにこういうことだったのか」

　楽しげに、ワルガキッドは声を上げた。

「やったぜ。これでもうオレ様を邪じや魔まする奴やつはいない。もうオレ様を止められる奴もいない。超未来科学技術で作られたオレ様に敵などは存在しないんだ。その気になればこの星を征服することだって可能なんだ。オレ様は自由なんだ！！！」

　笑い声を響かせるワルガキッドの頭がゴ[image: ～][image: ～][image: ～]ンと音を立てた。えるなが掃除機でぶっ叩たたいたのだ。

「訳の分からないこと言ってないであんたは掃除をちゃんとしなさい」

「お前、そんなことして後でどうなるか知らないからな。オレ様はじきにこの地球の覇は者しやに」

「はいはい、せいぜいがんばることね。じゃ、頼んだからね」

　ワルガキッドの言うことなんかちっとも相手にしないで、えるなは居間を出て行った。

「パワーが戻り次第絶対にぶっ飛ばしてやるからな。全力でだ！！！」




[image: ]




「まったく、妄もう想そう癖へきの強いロボットなんだから。お父さんってば何を思ってあんなの作ったのかしらね」

　そんなこと呟つぶやきながらレジに戻って来たえるな。と、店の自動ドアが開いた。

　本日第一号のお客だ。

　店にはいって来たのは中年のおばさんだった。三丁目の角のタバコ屋のおばさんだ。小うるさいことでは定評がある困った人だ。

「いらっしゃいませ」

　精一杯の愛想をふりまくえるなに、タバコ屋のおばさんは言った。

「ちょっと、修理頼んだテレビ、今日中に配達してくれるって言うことだけどいつ来るのよ」

「え？　修理？」

「そうよ。あれがないとタバコ売ってるときヒマでしょうがないのよ」

　タバコ屋のおばさんはめざとく何かを見つけてレジの内側を指差す。

「それよそれ。そのテレビよ。もう終わってるなら早く届けて欲しいものね。まったく、これだから小さな電気店ってのは」

　ぶちぶちと文句を言いながらおばさんは店を出て行った。

　おばさんが指さしたのは、14インチの小さなテレビだ。

「そんな遠くないんだから自分で持ってけばいいのに…………」

　そこでえるなはちょっといやな予感がした。

「待ってよ。もしかして………」

　テレビを持ち上げてレジ台の上に載のっける。それからコンセントをさすとスイッチを入れてみた。

　電源ランプはつくけれど、映像は現れない。真っ暗なままだ。

「やっぱり、お父さんってば修理してないじゃないの！」

　えるなは目を吊つり上げた。

「ど[image: ～][image: ～][image: ～]せお父さんのことだから帰ってくるのは夕方になるだろうし。そこから修理して持ってくっていうと夜になっちゃうわね。そしたらまたおばさんに嫌いや味みをぐちぐち言われるんだろ～な」

　うへえって顔をした。

　とは言っても大切なお客様には違いない。こういった下町の小さな電気店の生き残る術すべとして、迅じん速そくな修理ってのは必要不可欠なものなのだ。

　ましてや相手はご近所でも有名なおしゃべりおば様だ。ここで悪い噂うわさでもたてられたらこんな小さな電気店としては大問題だ。

「しょ[image: ～][image: ～][image: ～]がないわね。アタシが直すとするか」

　えるなはさっそくその場でテレビを分解し始めた。どうせお客は来ないだろうし、それほど気にすることはない。

　幼い頃から父親が電化製品を修理してるとこはずっと見てたし、簡単な修理だったら任されることもある。だからさほど問題はなかった。

「ふむふむ、なるほどね。スイッチ基き盤ばんだけ取り替えれば何とかなりそうね」

　だけど………問題があった。

　メーカーからスイッチ基盤を取り寄せていたら、たっぷり５日はかかってしまうのだ。

「こうなったら、あの方法を使うしかないわね」

　よいこらしょとえるなは立ち上がった。

　それから、店の奥へと声を飛ばす。

「ワルオ、ちょっと出かけるからついて来なさい」
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　大おお江え戸ど市の外れ、ちょっとした山道を、二人組が歩いていた。

　一人はえるなだ。作業着っぽいオーバーオールに着替えて頭には野球帽ぼうを逆さにしてかぶっている。ポケットからは軍手がはみ出ていた。

　そしてもう一人、いや正確に言えばもう一体は、言わずとしれたワルガキッドだ。

　ひーこら言いながら古いリヤカーを引っ張らされていた。

「おい、えるな。一体どこに行こうってんだよ」

「夢の山よ。まあ、夢なんかとはかけ離れてるけど、アタシはそう呼んでるわ。ほら、もう見えてきたわ」

　えるなが指差した先には何やらごちゃごちゃとした赤茶けた色の大地が広がっていた。草木の色じゃあない。もっとこうどす黒いというか何と言うか。

「何だありゃ？」

　ワルガキッドが首を傾げる。エネルギーレベルが著しく低下している彼の視力もまた凡ぼん人じんレベルまで下がってしまっているのだ。

「修理材料の宝庫なの。まあ、あんたにとっては地じ獄ごく絵え図ず以外の何物でもないでしょうけど」

「あ？」

「ま、側そばまで行けば分かることよ」

　そう言ってえるなはてくてくと歩き出す。ワルガキッドもその後をついて行った。

　そして、赤茶けた大地の正体を知った。

　電化製品や自転車などがごろごろと転がり山となっていた。スクラップにされた車なんかの残ざん骸がいもあった。

「ま、見ての通りの粗そ大だいゴミ捨て場よ」

　肩をすくめて、えるなが吐はき出した。

「条例でもうここには捨てちゃいけないってことになってるんだけどね。捨てに来る人は後をたたないわ。しかも頭にくるのがまだまだ十分使える物もぽんぽん捨てていくってとこよ」

　えるなはしゃがみ込むと一台のラジカセのスイッチを押した。ラジカセから音楽が流れ出す。まだ電池が残っているようだ。

「まだまだがんばれますって言ってるのにな。どうして捨ててっちゃうんだろうね」

　ぼそっと呟つぶやいてから、えるなは立ち上がった。

「ま、そんなこと言ってても始まらないか。さ、ワルオ。始めるわよ」

「何を始めるんだよ」

「部品探しよ。ほら、家を出るときにテレビを見せたでしょ。あれと同じようなのを見つけて持って来て欲しいの。状態が良かったら部品をもらえるからね。あ、だけどこのことは秘密よ。ゴミ捨て場から拾って来た部品で修理してるなんて広まったらうちの信用なくなっちゃうから。今回は時間がないから特別なの。分かった？」

「分かったよ」

「分かったらさっさと探しに行く！」

「はいはい」

　粗そ大だいゴミ捨て場に足を踏み入れてきょろきょろと首を動かす。と、さっそく瞳を止めた。

「おい、えるな。こいつだろ」

　よっこらしょとそれを持ち上げるワルガキッドに、えるなは容よう赦しやなしに言い放った。

「違うわ。それは電子レンジよ」

「違うのか？」

「根本的に違うわよ。まったく、テレビと電子レンジの区別もつかないなんてね」

　ぶつぶつ言いながら、えるなも粗大ゴミの山に足を踏み入れる。

「こいつじゃないのかよ」

　ワルガキッドは抱えてた電子レンジを放り出した。

「にしても、すごい量だなこりゃ」

　ぶるるって背中が震えた。昔、ロボット廃はい棄き工場に忍び込んだときのことを思い出したのだ。

　そこには、人間に捨てられたロボットをスクラップにする機械がずらりと並んでいた。

　そして、プレスされ金属の塊かたまりと化したロボットのなれの果てが山と積まれていた。

「あんときはあんまりにもムカツイタから工場の機械を全部をぶっ壊こわして帰って来たんだっけ」

　フンって鼻を鳴らしてから、ワルガキッドはその場にごろんと横になった。

「めんどっちいし。ここらでなまけてるとすっか。ど[image: ～][image: ～][image: ～]せ分かんないし」

　そんなこと呟つぶやくワルガキッドのヘルメットに、飛んできたでっかなボルトがガツンと当たった。もちろん投げたのはえるなだ。

「そこ！　怠なまけてないでちゃんと探す！！！」

「はいはい、ったく。しょ[image: ～][image: ～]がね[image: ～][image: ～][image: ～]な[image: ～][image: ～][image: ～]」

　よいこらしょとワルガキッドは立ち上がった。

「やっぱりこのままどっかに逃げちまおうかな？　だけどパワーレベルが戻るまでは何も出来ねえし。それにもとに戻ったら一番にあいつをぶっ飛ばしてやりたいからな」

　そんなこと呟きながら、ワルガキッドは粗そ大だいゴミの中を歩き始めた。







「しょ[image: ～][image: ～]がないロボットよね。ロクに仕事は出来ないし悪態ばっかつくし余所よそ見みしてるとすぐにサボるし。ちゃんと見張ってなきゃ」

　さてとって、えるなは粗そ大だいゴミの山に目を戻した。

「おかしいな。いつもならまだ新しいテレビが２、３個転がってるはずなのにね」

　テレビを探しながら歩くえるなは、何かに頭をぶつけそうになって慌あわてて足を止めた。

　それは、粗大ゴミの中から突き出る巨大な金属の棒だった。先が尖とがっていてまるで角つののように見える。

「何よこれ」

　どう見ても家電製品じゃなかった。かと言って自転車や車の部品とも思えない。

　しばし考えてるえるなに、後ろから声がかかる。

「おい、こいつでいいんだろ？」

　ワルガキッドが抱えてる物体を一いち瞥べつし、えりなはぴしゃりと言った。

「それはパソコンのモニター。テレビじゃないわ」

「何だよ。ややこしいな」

　モニターを放り出してまた探しに行こうとするワルガキッドを呼び止める。

「ちょっと待ちなさいよ」

「何だよ」

「テレビと電子レンジの区別もつかないようなあんたに聞いたってしょうがないだろうけど、一応聞いてみるわ」

　えるなは突き出した金属の角つのみたいなものを軍手をはめた手でぺちゃぺちゃと叩たたいた。

「これ、あんた何だか分かる？」

「ん？」

　ワルガキッドはその金属の角みたいなものに歩み寄った。

「何じゃこりゃ？」

　手でかんかんと叩いてみる。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、何か、見覚えはあんだよなこれ。このへんまで出かかってんだ」

　おでこをこんこんと拳こぶしで叩いてから、ワルガキッドは顔を上げた。

「あ、そっか。あれに似てんだ」

「あれ？」

「ああ、国連警察軍が使ってる対要よう塞さい用多脚メカ、メタルクラブだよ。６本の鉄の爪つめでどんなバリケードも破壊するっていう兵器さ。その爪に似てんだよ」

　説明するワルガキッドだけど、えるなはジトってした顔で見つめてる。

「あんた時々訳分かんないこと言うわよね。頭のネジが足りてないんじゃないの？　後でちゃんとチェックしてもらいなよ」

　そう言ってから、えるなは鉄の角に顔を近づける。

「ま、どうせ何か工事用の重機の一部だとは思うけど……ん？　何か文字が書いてあるわね」

　軍手で汚よごれてるところをこすってから、えるなはその文字を口にした。

「ゆーえぬぴーえー。何の略かしらこれ？」

「ＵＮＰＡだって…………」

　ワルガキッドが声を上げた。

「国連警察軍の略じゃね[image: ～][image: ～]か。噓うそだろ！　なんでそいつがここに！」

　その瞬間だった。小さな振動が粗そ大だいゴミの山に走る。

「地震？」

「違う、そんなんじゃねぇよ。ヤバイぞこいつは」

　金属の爪がぎちぎちと動き出した。

「逃げるぞ！」

　走り出すワルガキッド。

「ちょっと、どこ行くのよ」

「うるせえ。珍しくオレ様が忠告ってのをしてやるよ。今すぐその爪から離れろ。何てったってそいつはもう再起動したみたいなんだからな」

「起動？　また訳分かんないことを………」

　それ以上の言葉は続かなかった。粗そ大だいゴミの山が持ち上がったのだ。さすがのえるなも慌あわてて坂を駆かけ下りる。

　持ち上がった粗大ゴミが激しく左右に振動する。その体から粗大ゴミが落ちる。金属で出来たその体が現れる。

　クモのようなカニのようなメカだ。大きさはちょっとしたトラックくらいはあるだろう。

「な、何なのよあれ？」

「さっき言ったろ」

　憎にく々にくしげに口くちの端はを吊つり上げ、ワルガキッドは吐はき捨てるようにして言った。

「対要よう塞さい用多脚メカ、メタルクラブだよ」
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　粗大ゴミから這はい出して来たメタルクラブは、黄色に発光する電子アイを左右に動かし辺りを見渡している。

「時空を飛ばされて来たのはオレ様だけじゃなかったのか。あのとき部屋に侵入しようとしてたこいつまで一緒に飛ばされやがったのか」

　メタルクラブは近くにあった冷蔵庫にムチャクチャに爪つめをつき立て始めた。

「しかも、索さく敵てき判別システムがおしゃかになってるようだな。何でも敵に見えちまうのか」

　ワルガキッドは歯嚙がみした。

「パワーレベルがマックスだったらあんな奴やつ鼻歌歌いながら倒せるってのに」

「どうすんの？」

「どうするもこうするも。気づかれないように逃げるしかないだろ。奴の装そう甲こうは特殊チタン製なんだ。そのへんのガラクタを投げつけたとこで傷一つつきゃあしねえよ！」

　メタルクラブがこちらに背中を向けた。

「今だ。走るぞ。もたもたすんな！！！！」

　ワルガキッドが走り出す。だけど、彼は重大なことを忘れていた。自分のエネルギーレベルが最低だって状況のことだ。エネルギーレベルが最低ということは運動神経だってとてつもなく悪いのだ。

　粗大ゴミに足を取られ、ワルガキッドは盛大にすっ転んだ。そのままごろごろと坂を転がり落ちていく。

　慌ててえるなが駆け寄ると、しっかり両目をぐるぐると回してた。

「はらほれひれはれ[image: ～][image: ～][image: ～]」

「まったく、あんたってロボットは」

　えるながワルガキッドを引っ張り起こした。特殊合金で作られたワルガキッドの体は見かけによらず軽いのだ。

「ほら、早く逃げるんでしょ。どっちがもたもたすんなよ」

　そう言いながらワルガキッドを引っ張っていくえるなの前に、そいつはやって来る。メタルクラブだ。

　がしゃがしゃと６本の足を動かしやって来たメタルクラブは、えるなの目の前で止まった。

「何よ。そこどきなさいよ！」

　思いきり虚きよ勢せいを張って叫ぶけど、そんなもんじゃメタルクラブはどいちゃくれない。

「どかないと容よう赦しやしないわよ！」

　やっぱりメタルクラブはどいてくれなかった。

「こうよ！」

　えるなは足元に転がってたボルトをメタルクラブに投げつけた。ボルトはガンって音を立てて白銀色のボディーに当たる。

　もちろんそんなんで倒せるとは思ってなかった。ちょっとひるんでどいてくれればいいぐらいにしか思ってなかった。

　だけど、メタルクラブはちっともひるまなかった。

　それどころか、電子アイの色を真まっ赤かに染めると、えるな目掛けて突進して来たのだ。

　間かん一いつ髪ぱつで避けたものの、粗そ大だいゴミの上を転がるえるな。顔を上げると、メタルクラブが大きく一本の爪つめを振り上げているところだった。

　その下には、放り出されたワルガキッドの姿があった。まだ目を回しているようでぴくりともしない。

「冗じよう談だんじゃないわよ！！！！」

　えるなは近くのガラクタで投げられそうなものを拾い上げるとメタルクラブめがけて投げつけた。

　メタルクラブがこちらに目を向ける。えるなの姿をはっきりと捉える。

「自じ慢まんじゃないけど、けっこう足は速いんだからね」

　えるなは全速力で走り出した。







「ちくしょ[image: ～][image: ～][image: ～]。均整保護システムも調子悪いのか。あんなことぐらいで目を回しちまうなんてよ」

　起き上がったワルガキッドは、少し離れた先で暴れるメタルクラブの姿を見つけた。その足元を、えるなが逃げ回っている。奇跡的にまだ叩たたき潰つぶされてはいないようだ。

「あいつもバカな奴やつだな。わざわざ自分の方に注意を向けるなんざ。こっそり逃げればよかったものを。オレ様を助けるためか？　バカらしい」

　軽く笑い飛ばした。

「オレ様は逃げるからな。後は勝手にしろってんだ」

　走り出そうとするワルガキッドだけど、足が止まる。

「気に入らねえな」

　ゆっくりと振り返った。

「気に入らねえよ」

　もう一度繰り返す。

　と、ワルガキッドの目にそれは映った。

　メタルクラブの上部ハッチの亀き裂れつ。そこから青白い光がスパークしている。

「動力炉が剝むき出しになってんのか」

　しばし考えてから、ワルガキッドは軽く頷うなずいた。

「よし、何とかなるかもしれねえな」

　ワルガキッドは全速力で走り出した。

　だけどいきなり転んだ。パワーレベル１の運動神経の悪さはハンパじゃないのだ。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう」

　思いどおりに動かない体に歯がゆさ炸さく裂れつだった。







　ガシュガシュガシュ！！！

　巨大な爪つめが粗そ大だいゴミを貫く。逃げ回るえるなだけど、崩くずれるゴミに足をとられ倒れた。

「あたたたたたた」

　顔をしかめるえるなに影がさす。見上げると、メタルクラブの巨体があった。

　うつろな電子アイで自分を見下ろしている。

　と、そのときだった。

「おっりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　ワルガキッドが坂の上から駆かけ下りてくると、メタルクラブの背中めがけて飛びついた。

「ワルオ！！！」

　えるなが声を上げた。

「あんた何やってんのよ！　ど[image: ～][image: ～]して逃げなかったのよ！」

「うっせえ！！！！」

　振り落とされまいと必死にしがみつきながら、ワルガキッドが声を張り上げた。

「こんな奴やつごときに尻尾しつぽ巻いて逃げたなんて言ったら、オレ様の名前に傷がついちまうからな！！！」

　なんて格好よく叫ぶワルガキッドだったけど…………。

　ガゴン！！！

　メタルクラブが振り上げた爪つめで、ワルガキッドは軽く弾はじき飛ばされた。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　なんて悲鳴を上げて遠くの粗そ大だいゴミの中へと落下していく。

「まったく！　ダメダメロボットのくせにムリするからよ」

　そう呟つぶやくえるなに、メタルクラブの電子アイが向けられた。

「やば、逃げなくちゃね」

　走り出そうとするえるなだけれども、そこでとんでもないことに気がつく。左足がゴミにがっちりと挟はさまれて抜けないのだ。

「ちょっと、何よこれ」

　必死に足を引っこ抜こうとするえるなに、メタルクラブの鋭い爪が振り上げられた。

（ちょっと、こんなのってないわよ！）

　頭の中でえるなは叫んだ。

（アタシまだ14歳さいよ！　こんなとこでこんな訳分かんないメカに命を奪われるなんて、そんなの納なつ得とく出来る訳ないじゃない！！！）

　えるなは精一杯の抵抗を試みた。ここで強気に抵抗するところがさすがえるなってとこだろう。手当たり次第に投げられるものをメタルクラブに投げつける。だけどそんなもんじゃどうにもなっちゃくれない。カンカン音を立てるだけだ。

　メタルクラブの振り上げられた爪が一気に振り下ろされた。さすがのえるなもその瞬間、全身が硬直する。

　まさにそのときだった。

　ドガン！！！！

　そんな音とともに、メタルクラブの体が揺らいだ。バランスを崩くずし真横に倒れる。

「くっくっくっくっくっくっくっくっく」

　笑い声が、粗大ゴミ捨て場に響いた。

「よくもさっきはオレ様をピンボールのボールみたいに軽く弾はじき飛ばしてくれたもんだな」

　えるなが顔を動かした先に、声の持ち主はいた。ワルガキッドだ。積み上げられたスクラップ自動車の上に立っている。だけど、その様子は先ほどまでとはがらっと違っている。

　起き上がったメタルクラブは、その電子アイをワルガキッドへと向けた。そして、新たな敵へ向けて６本の足を動かし突進を始めた。







『エネルギー吸収成功。時間制限付きでパワーレベルＭＡＸ』

　ワルガキッドの胸の部分からそんな合成音が響く。

「やっと、やっと戻ってきたぜ。本当のオレ様がな」

　飛びかかって来るメタルクラブを、ワルガキッドはジャンプし華か麗れいに避けた。

「くらえ！！！！」

　左腕のプラズマブラスターから発射されたエネルギー弾がメタルクラブに炸さく裂れつする。メタルクラブの金属の爪つめが弾はじけ飛んだ。

　着地したワルガキッドは、静かに振り向いた。数本の足を失ったメタルクラブは、それでもまだワルガキッドに敵意を失ってはいなかった。

　カニで言うところの口部分が開き、そこから青白く発光する光の剣が現れた。

　メタルクラブがワルガキッド目掛けて走り出した。

「外壁切断用の電子カッターか。そんなもんでオレ様と渡り合おうなんざな」

　ワルガキッドが右腕を握にぎり締めた。拳こぶしがバチバチとスパークし、エネルギーソードが出現する。

「これで終わりにしてやるぜ！！！」

　ワルガキッドも走り出す。もう足をつまづかせるようなことはしない。

　メタルクラブの電子カッターがワルガキッドに振り下ろされようとするその瞬間、ワルガキッドのかかとのブースターが火を噴ふいた。

　残像が残るほどの速度で、ワルガキッドがメタルクラブのボディーの下をすり抜ける。

　両者が止まった。

　倒れたのはメタルクラブの方だった。体を真っ二つにされ、崩くずれるように倒れる。そして、木こっ端ぱ微み塵じんに爆発した。

「ふん」

　エネルギーソードを収めると、ワルガキッドは軽く鼻を鳴らした。

「たいしたＡＩも持っていない安物のメカのくせして、このワルガキッド様に牙きばを向けるからこんなことになるんだぜ」

　それから、目を丸くしてへたり込んでいるえるなの元へと歩み寄って行く。

「びっくりしたわ。あんためっちゃくちゃ強いんじゃな……」

「誤解すんな」

　えるなの言葉をさえぎって、ワルガキッドは言った。

「オレ様は別にお前のことを助けようと思った訳じゃねえぞ。ただあの木偶でくの棒ぼうが気に入らなかっただけだ。それに………」

　にやにやしながら、ワルガキッドは続けた。

「お前が叩たたき潰つぶされちまったら、オレ様がぶっ飛ばすって夢が果たせなくなっちまうからな」

　そして、鋭い歯をぎちぎちとかみ締める。

「よくも、よくもこのオレ様をコケにしてくれたな。覚かく悟ごしやがれ！！！」

　プラズマブラスターがえるなに向けられる………だけれども…………、輝いていた銃じゆう口こうがその光を薄れさせていく。

「え、何だよおい。しっかりしろって」

　がんがんと左腕の銃じゆう口こうを叩たたくワルガキッドの体から機械音声が響いた。

『吸収エネルギー終了。パワーレベル１』

「ちょっとまってくれよ。そりゃないって……」

　叫ぶワルガキッド目掛けて、えるなの投げた電子レンジが飛んできた。

　ドグワシャ！！！！！

　ワルガキッドの電子頭脳が、またまたブラックアウトした。




　　　　　５




「まったく、本当に性しよう悪わるロボットなんだからやんなっちゃうわよ」

　がらがらとリヤカーを引っ張りながら、えるなは呟つぶやいた。

　ちなみに、リヤカーの荷台に積まれてるのはワルガキッドだ。

「それにしても、何なのかしらね、こいつ」

　肩越しに振り返って荷台のワルガキッドを見る。

「あのときだけだけど滅め茶ちや苦く茶ちや強かったじゃない。あのへんてこなカニみたいなロボットやっつけちゃうし」

　えるなは考え込む。

「何のつもりでお父さんこんなもん作ったんだろ？」

　えるなはハッとした。

「もしかして、アタシが知らないだけでお父さんは実は悪の秘密結社の博士か何かで、電気屋を営む陰でこんな戦闘メカをたくさん作っているのでは………」

　自分で言ってて自分で大笑いした。

「まさかね。もしそうだったらもう少し羽は振ぶりが良くたっていいものよ。惣そう菜ざい屋やでコロッケ買うときだっていっつも野菜コロッケじゃなくってたまにはメンチコロッケぐらい」

　そこで、えるなは気がついた。

「ちょっと待ってよ。こんなロボット作っちゃったってことは、もう貧乏とはお別れってことじゃない？　性格にはとてつもなく問題はあるけど動いて喋しやべって掃除も出来るロボットだもんね。こりゃ特許間違いなしよ」

　そんなことを考えているうちに、町へと戻って来た。

『なあに、それ』

『何のアニメのコスプレなの？』

『悪役だよね』

『だけど下したっ端ぱっぽいよね』

『何て名前なの？』

『どんな必殺技使うの？』

『ね[image: ～][image: ～][image: ～]ってばね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。教えてよ』

　そんなこと言いながら群がって来るのは近所の子供達だ。

「はいはい、何でもないの何でも。ほら、そこ。鼻くそつけちゃダメよ。ほら、そこ。食べかけのおかしをおしつけないの。ほらそこ、十円玉で傷つけないの。お母さんに言いつけるよ」

　適当にあしらいながら、えるなは自宅の日につ本ぽん橋ばし電気店へと戻って来る。

　と、ちょうど電気屋に入ろうとしている父、作さく造ぞうさんと出くわした。

「お、えるなか」

　ちょこんと鼻の上にメガネを載のせた白しら髪が頭の男だ。ガリガリの体に日本橋電気店と書かれた作業服を着ていた。

「お父さん。えらく早いじゃない」

「おう、発明クラブの最中にテレビの修理を頼まれてたことを思い出してな。急いで帰って来たんだ。修理して今さっき届けて来たとこなんだ。お前こそ店番もしないでどこ行ってたんだ？」

「夢の山よ。タバコ屋のおばさんが催さい促そくに来たからしょうがなくアタシが修理しようと思って部品拾いに行ってたんじゃない」

「何だそうだったのか。悪かった悪かった。いや、基き盤ばんはシゲちんに頼んで譲ってもらったんだよ」

　シゲちんってのは作造さんの発明仲間だ。隣町で電気屋を営んでる人だ。

「修理代ももらったし、今日はすき焼きにでもするか」

　それから、作造さんはメガネを押し上げ言った。

「ところでえるな、今日は一体何を拾って来たんだ？　等身大のフィギュアか何かな？　そんなのに興味があるとは知らんかったぞ」

「何言ってるのよ。これはお父さんが作ったロボットでしょ」

「ん？　父さんが作ったロボット？」

「それにしても正直驚いたよ。まさかお父さんがこんなの作れるなんて。本当、見直したって言ってもいいわね。まあ、顔とかデザインとか、とくに性格とか問題がない訳じゃないけど、それでも大したもんよ。動いて喋しやべって掃除もできるロボットなんか作っちゃうなんて」

「おい、えるな」

　くっちゃべるえるなに、作造さんはきっぱりと言った。

「父さんはこんなの知らんぞ」

「え？」

　えるなが口をぱくぱくさせた。

「だって、お父さんの作業室で見つけたのよ」

「そんなことを言われても知らんもんは知らんのだ。第一これは本当にロボットなのか？　アニメのコスプレをしたお前のボーイフレンドか何かじゃないのか」

「そんなんじゃないわよ！！！！！」

　力いっぱいえるなは否定した。

「ボーイフレンドなんていないし、もし作るとしたってこんな奴やつじゃないわ！」

　叩たたき付けるように叫んでから、横たわってるワルガキッドを指さした。

「正しよう真しん正しよう銘めいにこれはロボットなの！　お父さんロボット作って発明クラブの人を驚かすって言ってたじゃない。だからてっきり」

「確かに、ロボットを作って発明クラブのみんなを驚かしたぞ。お前も見るか？」

　作さく造ぞうさんは得意げにポケットから何かを取り出した。

　一見したところ、それはお茶の缶かんだった。

　だけど、よく見ると目と手足がくっついていた。

　でもやっぱりお茶缶にしか見えなかった。

「さあ、しっかりと見ていろよ」

　作造さんはお茶缶ロボを地面に置いて、スイッチを入れた。

　お茶缶ロボットはがちょ[image: ～][image: ～][image: ～]んって音をたてて立ち上がった。そして、てくてくと歩き出した。

「どうだ！」

　誇らしげに言うけれど………。

「どうだって言われても、あのお茶缶、歩くことしか出来ないの？」

「おいおい、お茶缶とはひどいぞ。あれは筒つつ型二に足そく歩ほ行こうメカだ。しかもあの体の収納能力は大したものだぞ。お茶っ葉が一袋入ってしまう程なのだからな」

「やっぱりお茶缶じゃない」

　えるなの言葉もちっとも気にならないようだ。

「ほら、見ろ。あの歩きっぷりを。アシモと比べてもヒケを取ってないだろう」

　うっとりした顔で筒型二足歩行メカを見つめる作造さんだけど、悲劇が起こった。軽トラが通り過ぎていったのだ。

　お茶缶ロボットは、見事にぺっちゃんこになってしまった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、私の渾こん身しんの作品があああああああ」

　頭を抱えてのけぞってる作造さんに「はあ」とため息を吐はき出してから、えるなは考え込む。

「そうよ。冷静になって考えればお父さんにそんなすごいロボットが作れる訳ないもんね」

　リヤカーの荷台に目を向ける。

　ワルガキッドは相変わらず荷台に横たわっていた。

[image: ]

「それじゃ、こいつ一体誰に作られたの？　ど[image: ～][image: ～]してお父さんの作業室に転がってたの？」

　解けない謎なぞを真剣に考え込むえるな。

　だけど、考えても答えは出ないってことでさっさと考えるのを止やめた。

「まあいっか。ワルオが起きたら本人に聞けばいい訳だし。それよりお父さん。すき焼きなんて無理だからね。電気代払わなくちゃなんないんだから。今日はせいぜいメンチカツコロッケよ」

「ええ、せめてエビフライくらい付けてくれよ」

「ダメ。エビは高いから買うのは特売日だけ。ほら、早くもらった修理費渡してよ。お父さんに持たせとくとどうせすぐ妙みようなガラクタ買って来ちゃうんだから」

　親子の会話が弾はずむ中、忘れ去られたリヤカーの荷台でワルガキッドは小さな声で呟つぶやいた。

「ちくしょ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、オレ様はワルガキッド様なんだぞ！！！」

　彼がどんな悪夢を見ているかは、謎だった。
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　ワルガキッドは、スクラップの山の上を歩いていた。

　と、突とつ如じよ目の前のスクラップが持ち上がる。姿を現したのは多脚メカ。メタルクラブだ。

　巨大な爪つめがワルガキッド目指して振り下ろされる。その一撃を間かん一いつ髪ぱつで避けたワルガキッドは、軽く鼻を鳴らした。

「フン、メタルクラブごときが、オレ様にケンカ売るなんて１００億万年早いんだよ！」

　左腕を持ち上げる。手首が収納されプラズマブラスターの銃じゆう口こうに変化する。

「くたばれ！！！！」

　内蔵のトリガーを引く。しかし、銃口からプラズマ弾は発射されない。その代わりに現れたのは棒ぼうの先にぴらぴらと布がくっついたもの。いわゆるはたきと呼ばれるものだ。

　棚の上のホコリやなんかは払えるけれど、これで敵を粉ふん砕さいするのは不可能だ。

「何だよ！！！」

　ワルガキッドははたきを引っこ抜いて投げ捨てた。

「だったらこっちだぜ！」

　右手を握り締める。バチバチとエネルギーがほとばしる。それは一本の剣へと姿を………………。

　変えなかった。

　ワルガキッドの右手に現れたのは、どう見ても掃除機の先っぽだ。

　当然こんなものじゃ敵をすっぱ斬きることなんか出来ない。大根だって切れないだろう。

「だあああああああああ、ど[image: ～][image: ～][image: ～]なってんだ」

　頭を抱えるワルガキッドに、巨大な爪つめが迫る。

　ガッツン！！！

　大きく弾はじき飛ばされたワルガキッドは、そのまま地面に叩たたきつけられた。

　と回転し、そのままがしゃんと落っこちた。

「あたたたたたたたたたたたたたた」

　打ちつけたヘルメットを押さえながら起き上がるワルガキッド。辺りは灰色の世界だった。

「ここは、どこだ？」

　呟つぶやくワルガキッドの聴覚センサーに、その音声が届く。

「くっくっくっく、情けないな。キッドよ」

「ゴックアックのじじい！」

　身構えるワルガキッドの背後に壁のようなものが現れた。そこから現れた金属の触手がワルガキッドの体を縛しばり付ける。

「くっ」

　そのまま横に倒れるワルガキッドの前に、ゴックアック博士が姿を現せた。

「もはやお前に類たぐいまれなるパワーも、そして武器も必要ないようじゃな」

「どういうことだ？」

「お前はこれから生まれ変わるのじゃ」

　ゴックアックが両手を持ち上げた。背後から無数の金属アームが現れる。アームの先についているのはドリルや電子メスなどの改造道具だ。

「高性能犯罪ロボではなく、情けないお手伝いロボットにな」

　ワルガキッドの胸部ハッチが開かれる。現れた精密機械にドリルが迫る。

「止やめろおおおおおおおおおおおおおおお！！！」







　ワルガキッドは目を覚ました。

　ごちゃごちゃと機材の置かれた部屋の中に自分はいた。

「おや、起きてしまったのか？」

　視覚レンズに飛び込んできたのは、メガネをかけたおじさん。えるなの父親の、日につ本ぽん橋ばし作さく造ぞうさんだ。

　キランと光るメガネに思わず驚いて体をよじらせるワルガキッドだったけれど………その体が動かない。

「！！！！！！」

　手足をしっかりとビニールテープで縛られてたのだ。さらに、胸の部分のハッチが左右にぱっかりと開かれている。精密機械の集合体である内部が丸出しにされていた。

「心配しなくてもいい。ただちょっと君の構造が見たかっただけでね。ふむふむ、すごい技術だなこれは。何がなんだか分からんぞ」

「止めろ！！！　放せ！！！」

　必死に手足を動かすけど、パワーレベル１の体はビニールテープを引きちぎる力すらないのだ。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]む、なるほど、そうくるか[image: ～][image: ～][image: ～]」

　分かったような分からないようなコメントを口にしながら、作造さんはじっくりと観察する。

　それから、ワルガキッドに顔を向けた。

　ドライバーとスパナをそれぞれ手に持ちながら、妙みようにギラギラする瞳で言った。

「君、ちょこっとだけ分解してみてもいいかな？」

「や[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]め[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ろ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

「なあに、心配はいらん。ちゃんともとに戻すから。えっと、ネジはここだな。よいこらしょっと」

　ワルガキッドの内部機器にドライバーをつきたてようとした次の瞬間、扉が勢いよく開いた。強い光とともに一人の少女が姿を現す。

　えるなだ。

「お父さん！　何やってんのよ！」

「いや、それはだな。何て言うか、今後の発明の参考にしようとちょっと内部構造を見てただけで」

「下手へたなことしないでよ。もとに戻んなくなったら大変じゃない。そんなことよりもう朝ご飯だよ。さっさと食べてお店開けないと」

「しょ[image: ～][image: ～]がないな[image: ～][image: ～][image: ～]もう」

　ぶつぶつ言いながら作さく造ぞうさんは出て行く。

「さてと」

　ワルガキッドを縛しばり付けてたビニールテープがえるなによって解かれた。自由になった手で慌あわてて胸部ハッチを閉じたワルガキッドは、思わずほっと息を吐はき出した。

「よかった。もう少しでおっさんに分解されてしまうとこだったぜ」

　えるなに顔を向けると、アゴをツンと上に上げ言った。

「ありがとうなんて言わねえからな。えるな。オレ様は自力でだって何とか出来たんだ。もうちょっとお前が来るのが遅かったらぶっ飛ばしてたとこだったぜ。おっさんも命拾いしたもんだな」

　そう言うワルガキッドの向こうずねがえるなに思い切り蹴け飛とばされた。

「いった[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　足を抱えて飛び跳はねるワルガキッドに、えるなは目を吊つり上げて言った。

「ひとの父親のことをおっさん呼ばわりしないの！」

　やれやれって首を振る。

「本当、口が悪いったらありゃしないわ。作った人の顔が見たいわね」

　それから、ワルガキッドに言う。

「さ、あんたも来なさいよ」

「あ？」

「あ？　じゃないわよ。いろいろと聞きたいことがあるのよ」

　えるなに引っ張られて、ワルガキッドは研究室を後にした。
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　六畳じようの居間のちゃぶ台に、朝食が並べられた。ご飯にみそ汁に漬つけ物ものにししゃもっていう質しつ素そなものだ。

　作さく造ぞうさんはすでに席について箸はしを握り締めている。

「それじゃ、食べよ」

　えるなと作造父さんが両手を合わせた。

「いただきます」

　朝食が始まった。口一杯にご飯をほおばってもぐもぐしながら、えるながワルガキッドに顔を向けた。

「なんかアタシ達だけ食べてて悪いわね。だけどしょうがないよ。あんたロボットでご飯なんか食べれないんでしょ」

　むっとした顔になったワルガキッドが、近くの炊すい飯はん器きを開けると中に手を突っ込んだ。巨大なボールみたいな握り飯を作るとがつがつと食べ始める。

「あんたロボットのくせにご飯なんか食べれるの？」

　目を大きくするえるなに、ワルガキッドは得意気に言った。

「食物をエネルギー還元する分ぶん解かい炉ろぐらい持ってんだ。まあ、あんまりにも微び々びたるもんだからたいして使い物にゃならんが」

　特大の握り飯をほおばり終えたワルガキッドに、えるなが言った。

「で、本題に入るんだけどさ」

　ワルガキッドの鼻先に箸はしをつきたて尋たずねる。

「あんた何者な訳？　てっきりお父さんが作ったもんだとばっかし思ってたけどそうじゃないみたいだし」

「くっくっくっく」

　ワルガキッドが笑い声を漏もらした。このときを待ってましたと言わんばかりの様子だ。

「やっとオレ様の話をちゃんと聞く気になったようだな」

　ワルガキッドは立ち上がると、ちゃぶ台に片足を載のせて拳こぶしを振り上げた。

「聞いて驚け！　オレ様はな、24世紀に作られた超高性能の犯罪ロ………」

　そこで、ワルガキッドは言葉を止めた。

（待てよ。ここでオレ様が犯罪ロボなんてことを言ったら、オレ様にとってあまり都合がよくないことになるんじゃないだろうか？）

　ワルガキッドの電子頭脳が、珍しく先のことを考えた。

（うっかり警察なんぞ呼ばれたら厄やつ介かいだな。パワーレベル１の今の状態じゃ、この時代の警察相手にも苦戦しそうだし。まあ、そんときはどっかに逃げちまえばいいだけか。いいや、待て待て）

　強く首を横に振る。

（オレ様の制御装置のことを忘れてたぞ。オレ様がここに飛ばされたってことはあの制御装置もこの辺りに来てるはずだ。あれを探し出してパワーレベルをもとに戻さなきゃ何も出来やしねえ。それにその後はちゃんとぶっ壊こわしとかなくちゃな。うっかりこの時代の人間につけられちまった日にゃあとんでもないことになっちまう）

　ワルガキッドの電子頭脳が、一つの答えをはじき出した。

（制御装置を見つけるまではここで待たい機きしておいた方がいいぞ。適当にウソ八百を並べ立ててこいつらを騙だまくらかして）

　ちゃぶ台に載のせてた足を下ろしたワルガキッドは、しおらしくその場に正座した。

　そして、思いきり芝居がかった口調で言った。

「実は、オレ様は……………とある研究所で極秘開発された超高性能ロボットなんだ。人間の役に立つようにと作られたんだ。お手伝いさんロボットって奴やつかな」

「まあ、超高性能かどうかは別にしてもあんたが特別なロボットだってことは分かるわよ」

　空っぽになった炊すい飯はん器きを横目で見る。

「ご飯なんか食べるくらいなんだから。それで、どうしてそんな超高性能のロボットのあんたが家うちのプレハブ小屋に転がってたのよ」

「それはだな…………（あたかも考えているような間ま）………オレ様は逃げて来たのだ」

「逃げて来た？」

「そうだ。廃はい棄き処しよ分ぶんされそうになってな。慌あわてて逃げ出して来て隠れたのが………」

「家のプレハブ小屋だってこと」

「そ[image: ～][image: ～][image: ～]だ」

　こっくりと、ワルガキッドは頷うなずいた。

「それじゃ、夢の山で出て来たヘンテコなメカは、あんたを捕まえに来た追っ手って訳」

「おお！　そのとおりだ」

　実は全然考えてなかったけれど、えるなの言ったことでつじつまが合いそうだったから適当に頷いた。

「あのメカはオレ様をぶち壊すためにやって来たんだ」

「だけど、あのときあんた国連警察がどうのこうのって」

「え、そんなこと言ったか」

　ワルガキッドはそらっとぼけた。

「そりゃお前の聞き間違いじゃね[image: ～][image: ～]か。それかオレ様の電子頭脳の調子がちょっと悪かったかだ。たまにあるんだよ、訳の分かんないことを口走ることって。ネジが抜けたかな？」

　そんなこと呟つぶやきながらヘルメットをこんこんと叩たたくワルガキッド。

「とまあ、そんな訳だから。悪いがしばらくここでかくまっちゃくれないだろうか？」

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　眉まゆ根ねを顰ひそめながらえるなが唸うなった。

「な[image: ～][image: ～][image: ～]んか、まだ少し胡う散さん臭くさいとこがあるのよね」

　ジトってした目でワルガキッドのことを眺めるえるな。

「あんたを捕まえに来た追っ手のメカがどうして夢の山にいたのか分かんないし」

「そりゃ[image: ～][image: ～][image: ～]お前、道に迷ったんじゃないのか？」

「それに、あんた人間の役に立つお手伝ロボットとして作られたんでしょ？　だったらどうして掃除もろくに出来ないのよ」

「それはだな、オレ様がお手伝いするのは掃除とかそういったものじゃなくてな……………（しつこく考えているような間ま）……肩叩たたきなんだ」

「肩叩き？」

「そうだ、オレ様は超高性能の肩叩きロボットとして作られたんだ。世界中の人間を肩こりから救うためにオレ様は作られたのだ」

「その下手へたなロボットアニメの悪役みたいなデザインは？」

「それは趣味だ。オレ様を作った科学者がロボットアニメが大好きだったのだ」

「夢の山で見せた数々の兵器はなんなのよ。肩叩きロボットにあんなもん必要ないでしょ？」

「そりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]（ものすごく考えているような間）そうだよ、改造されたんだよ」

「改造？」

「そうそう、最初はオレ様は普通のロボットだったんだよ。それなのに悪い科学者に改造されてあんな物ぶつ騒そうな武器をつけられちまったんだよ」

「その悪い科学者ってのは、あんたを作った人じゃないの？」

「そうだぞ」

「それじゃあ何？　最初は世界中の人間を肩こりから救ってやろうと作ったあんたを、途中で気が変わって犯罪用に改造したって訳。おかしくない？　そんな悪い科学者だったら最初っから世界中の人間の肩こりの心配なんかしないんじゃないの」

「それは…………だな」

　電子頭脳をフル回転させる。

「つまり、何て言うか…………そこには複雑な事情が………………（苦しく考えているような間）………転んだんだ！」

「あ？」

「だから、オレ様を作った科学者が風呂場で転んで頭を打ったんだ。その結果超極悪なマッドサイエンティストになってしまったのだ。だからオレ様は逃げ出して来たのだ」

「さっき廃はい棄き処しよ分ぶんになりそうだから逃げて来たって」

「だから、オレ様が悪いことをするのをかたくなに断ったから廃はい棄き処しよ分ぶんをされそうになったのだ」

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、なるほどね。つまりあんたの言ってることを総合してまとめると……」

　えるなが淡々と言葉を並べた。

「ロボットアニメ好きの科学者が世界中の肩こりに苦しむ人を助けようとあんたを作ったんだけど、風呂場で転んで頭を打ってとんでもなく悪い科学者になってしまってあんたを犯罪用に改造した。犯罪するのを断ったあんたは廃棄処分にされそうになって逃げ出して来た。そ[image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～][image: ～]ことなの」

「おう、大体そんなだ」

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、わっけ分かんない話よね」

　まだまだ胡う散さん臭くさそうな顔で考え込んでからえるなは作さく造ぞうさんに顔を向けた。

「お父さんどう思う？」

　作造さんは泣いていた。箸はしを握り締めた拳こぶしがぷるぷると震えている。

「ちょっと、お父さん。ど[image: ～][image: ～]しちゃったんだってば」

「ゆ、ゆるせんぞ！！！！」

　茶ちや碗わん片手に、作造さんは立ち上がった。

「自らの作り出したロボットを犯罪行為に使用するなぞ科学者の風かざ上かみにも置けん奴やつ！！！　同じ科学者として許せん!!」

「いつ、科学者になったのよ」

　呆あきれた息をえるなが吐はき出す。

「ワルオ君。話は分かった。そういうことならばこの日につ本ぽん橋ばし作造。君の力になろうではないか。こんな狭く汚きたない所でよければいくらでもいるがいい」

「ああ、狭くて汚い所だけどいくらでもいてやるぜ」

（へ、ちょろいもんだぜ）

　心の中でへってするワルガキッドに、空っぽの炊すい飯はん器きが押しつけられる。

「さ、もう話は終わったんならこれ台所に持ってって洗ってよ」

「オレ様がか！」

「あったり前でしょ。うちに置いて欲しかったらしっかり働くこと。働かざる者食うべからず。分かった！　ほら、これもこれもこれも」

　食べ終わった茶ちや碗わんなんかもどんどん追加される。

「ほら、さっさと動く。仕事はまだまだたくさんあるんだからね」

　大量の食器を抱えながら、ワルガキッドは奥歯を嚙かみ締めた。

　ぶち切れそうになる堪かん忍にん回路を必死に宥なだめる。

（制御装置が見つかるまでの辛しん抱ぼうだ。見つかってフルパワーに戻ったら……）

　ワルガキッドは口の端っこでニヤって笑った。それは悪い悪い奴やつが悪い悪いことをたくらむときに浮かべる悪い悪い笑みだった。

（こんな店ぶっ壊こわして更さら地ちにして出て行ってやるぜ）




　　　　　３




　電気釜がまを洗った。ついでに食器も洗った。２枚割ってえるなにものすごく怒られた。

　それから、ワルガキッドは店の掃除を言いつけられた。昨日きのうと同じようにモップを押しつけられて。

　そして、今でもモップを握っていた。

　たっぷりと水のついたモップで、店のフローリング床をごしごしと擦こする。パワーレベル１の体だ。力いっぱい擦らないと汚よごれも落ちちゃくれない。

　必死になってごしごしと擦りながら、ワルガキッドはぼやいた。

「制御装置が見つかるまでの辛しん抱ぼうと言っても、これはかなり負担を伴う作業だな」

　一言付け加える。

「オレ様の電子頭脳に」

　世間一般でいうストレスって奴だ。

　さらに、電子頭脳に負担をかける人物が姿を現す。えるなだ。

「ちゃんとやってる？　ほらほら、そこ汚れが落ちてないじゃない。お店が汚きたないとお客さんが来る気なくしちゃうんだからしっかりやってよね。うちに置いて欲しいんだったら肩叩たたきだけって訳にはいかないんだからね」

　ワルガキッドは思った。

（こいつの目の前でモップを振り回して店の商品を叩たたき壊したらさぞかし気持ちがいいんだろうな）

　だが、そんなことをしたら間かん髪ぱつ入れずにえるなにぶっ飛ばされるだろう。そして店を追い出されるはずだ。そんなことになったら制御装置を手に入れるっていう目的が果たせなくなってしまう。

　それ以前に、パワーレベル１の力で家電製品を叩き壊すことが出来るかどうかも疑問だ。

「わ[image: ～][image: ～]ったよ。わ[image: ～][image: ～][image: ～]った。ちゃんとやるよ」

　ぶっきらぼうにそう言うと、ワルガキッドはごしごしとモップに力を込めた。

「ちゃんとやんのよ」

　えるなはそう言うと奥に引っ込んで行く。

「制御装置が見つかるまでだ。制御装置が見つかるまでだ。制御装置が見つかるまでだからな」

　呪じゆ文もんのようにそう繰り返しているワルガキッドの耳に、奥の方からえるなの声が聞こえてきた。

「ねえ、お父さん。庭にへんな腕時計時が落っこちてたんだけどさ。これお父さんが作ったガラクタじゃないの？」

「へんな腕時計だって！！！！！」

　ワルガキッドは思わず声を上げた。モップを投げ捨てると猛もうスピードで家の中に飛び込む。もちろんパワーレベル１だからそんなたいしたことないのだけれども、今のワルガキッドにしては限界のスピードだ。

　居間に飛び込んだワルガキッドの視覚レンズに、えるなが手にぶら下げたその装置が映る。

　ごつい腕時計といった感じのその装置は紛まぎれもない、ワルガキッドの制御装置だ。

　現在における自分の立場も忘れて、ワルガキッドはえるなに飛びかかっていた。

「そいつをよこせ！！！！！！！」

　両手を振り上げ、えるなに襲い掛かるワルガキッドだったけれど………

「何すんのよ！！！！」

　えるなの強烈な右ストレートがワルガキッドをぶっ飛ばした。ワルガキッドは華か麗れいに吹っ飛ぶと壁に叩たたきつけられる。がしゃんという音が響いた。ジョイントの一つくらい外れてても不思議はない音だ。

「あたたたたたたた」

　全身をかけめぐる痛覚信号にもだえながら、さすがのワルガキッドも自分の行動を反省する。

　立ち上がったワルガキッドは、必死になって猫ねこなで声を作るとえるなに言った。

「悪かったよ。だけどそれはオレ様のなんだ。返してくれないか？」

　右手を出すけれど…………。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、これあんたのなんだ？」

　えるなは物珍しそうに腕時計を見つめた。

「それにしても変わった腕時計ね。こんなの見たことないわ」

　欲しいと思われると困るから、ワルガキッドは早口にまくしたてた。

「そんなすごいもんじゃないんだ。安物も安物の腕時計で、余分な機能なんて一つもついちゃいないんだ。本当だぞ。オレ様はウソは言ってないからな」

　全力で否定するワルガキッドをいぶかしげに見つめて、えるなが言った。

「それにしては必死だったじゃないのよ？」

「いや、それはだな。それは安物の腕時計で余分な機能なんかもなんもついちゃいないもんだが、オレ様にとっては大切なもので、何て言うかそのだな」

　必死に考えてから、ワルガキッドは叫んだ。

「思い出の品なんだ！！！」

「どんな？」

　そう聞き返されても困ってしまう。

「それは…………いいじゃねえか、そんなことは。人の思い出話を聞くなんて趣味が悪いぞ！」

　逆ギレしてから、ワルガキッドは慌あわてて声を和やわらげた。

「悪かった。大きな声を出したりして。それよりそいつを返してくれよ。な、頼むよ」

「そりゃ[image: ～][image: ～][image: ～]ま[image: ～][image: ～][image: ～]、アタシだってあんたの物取り上げようなんて思わないわよ。どんな思い出かしんないけど大切なものだって言うなら返したげるわ」

「やった！！！！」

　手を伸ばすワルガキッドだけど、えるなは制御装置を背中の後ろに隠した。

「ただし、さっきの態度は大問題ね。アタシに飛び掛かったっていう。そのペナルティは受けてもらわなきゃね」

　少し考えてから、えるなは言った。

「目標があった方が励みになるだろうし、こうしよ」

　ワルガキッドに指をつきつける。

「あんたが、炊すい事じ洗せん濯たく掃除を一通りできるようになったら返したげるわ」

「そんな」

「何よ。文句あるっての！」

　えるながワルガキッドを睨にらみつける。けっこう鋭い目つきのえるなの睨みは、なかなかの迫力だ。

「う……………」

　気迫に負けて言葉を詰まらせるワルガキッドに、えるなは勝ち誇ったように言った。

「それじゃ、がんばってね。いつになるか分かったもんじゃないけど」

　笑いながらえるなは部屋を出て行った。

「すまんね。ワルオ君。娘むすめがムリなことを言って」

　申し訳なさそうに作さく造ぞうさんが言った。

「まあ、きっと君をからかって楽しんでいるだけだから、あの腕時計は夜には返してくれると」

「上等じゃねえかよ」

　ワルガキッドはとがった犬けん歯しをガチガチと鳴らした。

「炊事洗濯掃除だな。マスターしてやろうじゃねえか！！！」

　力いっぱい宣言してから、作造さんを睨みつけた。

「さあ、オレ様に炊事と洗濯を教えろ！！！」

「ううむ、そりゃ教えてやりたいのはやまやまなんだがな………、炊事洗濯はえるなに任せっぱなしで私は得意じゃないんだよ」

　申し訳なさそうに首を振ってから、作さく造ぞうさんはポコンと手を叩たたいた。

「そうだ、おトネおばあちゃんが花はな嫁よめ修行塾じゆくを開いてるんだっけな。そこなら教えてもらえるかも」

「本当か！！！　それはどこだ？　どこに行けばいいんだ！！！」

　肩を揺さぶられながら、作造さんは言った。

「分かった分かった。地図を書いてやるよ。だけど教えてもらえるかどうかは分からんぞ。それに、炊すい事じ洗せん濯たくと言っても奥が深いからなあ。すぐにマスター出来るってもんじゃ」

　作造さんの話なんて聞いちゃいなかった。拳こぶしを握り締めワルガキッドは宣言してた。

「見てろよ。えるな！！！　炊事洗濯なんざちょちょいのちょいでマスターしてやるぜ！　今日中にだ」
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　そして……………………。

　ちょっとした日に本ほん家か屋おくの座敷に、ワルガキッドは正座していた。

　えらく立派な座敷だ。床とこの間まには立派な生け花が置かれている。かけじくも高級そうだ。

　しばらくすると、一人の老婆がやってくる。とは言っても背筋はしゃきっと伸びて矍かく鑠しやくとしたオーラが漂ただよっている。

　大おお江え戸ど市日につ本ほん橋ばし町にある旧家のおトネばあさんだ。茶さ道どうの家元なんかもやっている。さらに花嫁教室なんぞも開いているなかなか元気なばあさんなのだ。

「日本橋さんから電話では聞いてたが、お前さんか？　家事を習いたいと言うのは」

「そうだぜ、ばあさん」

　そんなこと言うワルガキッドの頭がポカリと叩たたかれた。おトネばあさんが持ってた竹の長刀なぎなたでだ。

「あたたたたたた」

　頭を抱えるワルガキッドにおトネばあさんは強い口調で言った。

「家事を覚える前に言葉使いを勉強してくることじゃな！」

　そう言い残して出て行こうとするおトネばあさん。

　ワルガキッドはかなり頭にきた。出来ることなら生け花を引っこ抜いてかけじくに落書きしてさっさと飛び出したかった。

　だけどそんなことも出来ない。制御装置がかかっているのだ。

（制御装置を手に入れるまでは、オレ様はどんなことにも耐えてみせる！！！）

　そう決意を固めると、ワルガキッドはおトネばあさんの前に膝ひざをついた。

「すまなかった。言葉使いは気をつける。だから頼む！　俺おれに家事を教えてくれ！！！！」

　ワルガキッドのしっかりとした目つきに、おトネばあさんが口を開いた。

「家事道の道は厳けわしいぞ。お主ぬしに耐えられるか？」

「耐えてみせるぜ。絶対に」

「そうか」

　やれやれと息を吐はき出したおトネばあさんは、静かに言った。

「それではさっそく始めるとしよう。すぐにこれに着替えなさい」

　おトネばあさんが差し出したのは、昔ながらの割かつ烹ぽう着ぎだった。

　もちろん拒否権なんてものは存在しなかった。

　そして、ワルガキッドの修行が始まった。




[image: ]




「まずは雑ぞう巾きんがげ！」

　竹の長刀なぎなたを抱えおトネばあさんが声を張り上げる。

「スミからスミまできちんと拭ふくのだぞ」

　屋敷の長い廊ろう下かを、ワルガキッドは雑巾がけをしていた。右に左に行ったり来たり。

「こらこら、そんなゆっくりやっていては日が暮れてしまうぞ。さあ、早く」

　やけくそのようにスピードアップしたワルガキッドの右足が左足に引っかかってしまう。そのままもんどり打って転がってしまう。

　どんがらしゃんしゃんしゃん。

　ジョイント二つは確実に外れたって音が響いた。

「いで[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」







「天気のいい日に布ふ団とんを干ほすのは基本だ。しっかりと叩たたくのだぞ」

　広大な庭に設置された物干し場。そこに、布団が干される。きらびやかな彩色の施された布団だ。かなり大きく重そうだ。

　ワルガキッドは布団叩きでパンパンと布団を叩く。

「こらこら、そんなものじゃ布団の中まで入り込んだホコリを払えないぞ。もっと強く！」

　おトネばあさんにそう言われ、ワルガキッドはさらに力を込めて布団を叩いた。

　そしたら布団叩きがワルガキッドの手からすっぽ抜けて飛んでいってしまった。

「ああああ」

　悲劇はそれだけじゃすまなかった。布団叩きを持ってない手で布団を叩こうとしたもんだからバランスを崩くずして頭から布団に突っ込んでしまう。

　どぐわっしゃ！！！！

　物干し台が倒れて、ワルガキッドは重い重い布ふ団とんの下敷きになってしまった。

「ぐるじい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」







「料理の基本は味み噌そ汁しるから。味噌を入れた後は煮立たせてはならんぞ」

　巨大な鍋なべの中で味噌汁が湯気を立てている。ワルガキッドはおたま片手に見守っていた。

　味噌汁が沸ふつ騰とうを始めた。ここですぐにガスレンジを止めればいいのだけれども、ワルガキッドはまだよくガスレンジのしくみを知らなかった。

「ああああ、あああああ」

　あせったワルガキッドは味噌汁の大鍋を火からどかそうと抱え上げた。だけどちょっと重すぎた。

　どんがらんしゃんびしゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！

　大鍋がひっくり返って、あたりに味噌汁が飛び散った。

「あぢ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」







「…………なあ、ワルオとやら」

　味噌汁まみれになってるワルガキッドに、おトネばあさんが声をかける。

「どうもお前さんには家事の才能はないようだ。悪いことは言わない。諦あきらめたらどうだ？」

「冗じよう談だんじゃねえぜ!!」

　豆とう腐ふを頰ほおにはりつけたまま、ワルガキッドは叫んだ。

「絶対にマスターしてみせるんだ！　絶対の絶対だ！！！！」

「そうか、そこまで意志は固いか」

　おトネばあさんがシワを動かして笑った。

「分かった。そこまで言うのならば手加減はしない。さあ、次にいくぞ」
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「お父さん。ご飯だよ！！！」

　店の方に声を飛ばすと、作さく造ぞうさんがえっちらおっちらとやって来た。

「お客さん来た？　午前中？」

「おお、来た来た。乾電池が３本も売れたぞ」

　得意気に言う作造さんに、えるなは息を吐はき出す。

「休日の午前中に乾電池３本だけか。これは本当に前途が危ういわよね」

　ちゃぶ台の横でご飯をよそりながら呟つぶやく。

「しかもご飯食べるロボットっていう困った居い候そうろうが増えた訳だし」

　そこで、えるなは何かを思い出すときょろきょろと首を横に振った。

「あれ？　ワルオは？」

「あ、そういえば言ってなかったな。ワルオ君ならおトネおばあちゃんところに行ったぞ。花嫁修行しに」

「え？」

　何を言ってるんだって顔でえるなは作さく造ぞうさんを見た。

「ちょっとお父さん。それは新種のジョークか何か？　だとしたらちっとも笑えないわ」

「ジョークなんかじゃないさ」

　お行ぎよう儀ぎも悪くご飯をもそもそ食べながら、作造さんは続けた。

「ワルオ君が炊すい事じ洗せん濯たく掃除を一通り習いたいって言うからな、あそこなら教えてもらえると思って紹介したんだ。一応電話しといたが体験期間ということでお金はいらんと言ってたし。この間無料であそこの冷蔵庫修理しといたのがよかったのかもな」

　イワシをかじりながら付け加える。

「今日一日で炊事洗濯掃除をマスターしてみせるってすごい気迫だったぞ」

「ばっかじゃないの」

　えるなが吐はき出した。

「いくら花嫁塾に通ったってたった一日でマスター出来るはずがないのに」

「それだけ、あの腕時計が大切なんじゃないのか？」

　穏やかに、作造さんは言った。

「なあ、えるな。ワルオ君が帰って来たら返してやったらどうなんだ？　炊事洗濯掃除は徐々に覚えていくということで」

「冗じよう談だんは止やめてよ。あいつアタシに襲い掛かったのよ。どんな電子頭脳してるかしんないけどとんでもないことなのよ。ちゃんとペナルティーってのは与えないと駄だ目めでしょ」

　えるなは、ぱくぱくとご飯を食べ始める。

「おトネおばあちゃんの花嫁修行の厳しさは有名だから、きっとすぐに逃げ帰って来ると思うけど、まったく、せっかく午後は配達の手伝い頼もうと思ってたのにアテが外れちゃったわ」

「しかし、えるな」

「何？」

　ギロって睨にらみつけられて、作造さんは言葉を吞のみ込んだ。

　えるながこんな顔したときは声をかけない方が無ぶ難なんだってことを14年におよぶ親子生活の中でしっかりと学習してたからだ。

「ニュースニュース」

　気を取り直すようにテレビに顔を向ける。

「なになに、電気店に強ごう盗とう？　電気製品を根こそぎ奪っていくって。怖いなあ、うち大丈夫かなあ？　とくにうちは私の発明品があるからなあ。狙ねらわれる可能性は高いぞ」
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　大おお江え戸ど市の住宅街を、家電製品を載のせたリヤカーを引っ張りながらえるなは歩いていた。

　リヤカーには扇風機が載のっけられていた。修理を頼まれていたものを届けに行くところなのだ。

　冷蔵庫や大型テレビ、洗せん濯たく機きといった大型家電製品を運ぶ場合は作さく造ぞうさんが軽トラを運転するのだけど、これぐらいのものでなおかつ場所が近所だったらリヤカーを使うようにしている。

　理由は単純だ。ガソリン代がかからないからだ。

「すいませ[image: ～][image: ～]ん。日につ本ぽん橋ばし電気店ですけど、修理を頼まれてた扇せん風ぷう機きを届けに来ました」

　最後の扇風機を届け終えたえるなは、大きく息を吐はき出した。

「ふう、これで終わりね」

　えるなはう[image: ～][image: ～][image: ～]んって伸びをした。

　太陽がだいぶ西に傾いている。もうすぐ夕方だ。

「花の14歳さいの乙女おとめが休日にリヤカー引っ張って家電製品を配達して回ってるなんて、ほんと、何だかやってられなくなるよね」

　やれやれと首を振るえるな。

「ま、愚ぐ痴ちを言ったって始まんないんだけど。さ、帰ろ帰ろ」

　空からっぽになって大分軽くなったリヤカーを引っ張って、歩き出すえるなは、目の前にやって来た十字路でふと足を止めた。

「ここからならおトネおばあちゃん家ち近かったっけ」

　しばし考える。

「ま、ど[image: ～][image: ～]せワルオの奴やつは逃げ帰ってるだろうけど、一応お詫わびに行っといた方がいいわね」

　うんうんと頷うなずくと、えるなはその十字路を曲がった。

　しばらく一本道を進み、その先を右に入る。少しばかし人ひと気けのない道を進んだ先にそのお屋敷はあった。

　邪じや魔まにならないようにリヤカーを置くと、えるなは大きな門の前に立った。

「すいませ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！！！」

　声を張り上げるけれど返事はない。

「誰かいませんか？」

　ちょっと中を覗のぞき込んだえるなに声がかけられる。

「おや、日本橋電気店のえるなちゃんじゃないか？」

　顔を動かすと、少し離れた所におトネばあさんが立っているのが見えた。

「あ、どうもこんにちは」

　ぺっこりと頭を下げてから、えるなは早口に言った。

「本当にすみませんでした。お父さんが変なことをお願いしちゃって。びっくりしちゃったでしょ。どうしようもない悪ガキで。何か失礼なことしませんでしたか？」

「確かに、驚きましたな」

　おトネばあさんが静かに言った。

「雑ぞう巾きんがけをさせれば障しよう子じ戸どに突っ込み、布ふ団とん叩たたきをさせれば物もの干ほし台を倒し、味み噌そ汁しるを作らせれば鍋なべをひっくりかえし、洗せん濯たくをさせれば水をあふれさせて………」

　話を聞きながら、えるなはずんずんと暗くなった。

（あ[image: ～][image: ～][image: ～]、やっぱりワルオの奴やつとんでもないことばっかやらかして。ど[image: ～][image: ～]すんのよ弁べん償しようしろなんて言われたら。言われるわよねフツー。だけど今月はもうすでに赤字って状況だし、テレビの一台でも売れてくれなきゃ払えないわよ。ど[image: ～][image: ～]しよ…………）

　真剣にあれこれ計算しているえるなに、おトネばあさんはにっかりと笑って言った。

「だけどまあ、情熱だけはたいしたものだ。感心感心」

「え？」

「ついて来なさい」

　歩き出すおトネばあさんの後ろを、えるなはついて行った。

　中庭までやって来たおトネばあさんは、軽く指差す。

「ほれ、あそこだ」

　指差される方向に、えるなは顔を向けた。

　ワルオがいた。洗濯されたばかりの洗濯物を干していた。しわくちゃだったりよれよれだったりしてとてもちゃんとした洗濯物干しが出来ているとは言えないけれど、それでも一いつ生しよう懸けん命めいやっていた。

「とてつもなく不器用だけど、決して諦あきらめることなくやり続ける。どんなに失敗しても何度も何度もな。なかなか教え甲が斐いのある生徒だわい」

「あいつ………………」

　えるなは静かに目を細めた。

「ま、さすがに今日一日で家事を完璧にさせるなんてムリな話だが、気き長ながに根気よく教えていこうかの」

　ほっほっほとおトネばあさんが笑った。

　ワルガキッドはというと、一応全すべての洗濯物を干しえて満足気に微笑ほほえんでいた。それからカゴを持って歩き出す。干ほしたシーツの端っこがカゴの端っこにひっかかってるってことにも気がつかず。

「あ！　危な！」

　えるなが叫ぶのも間に合わず、シーツが引っ張られる。強力な洗せん濯たくバサミでとめられてたものだから物もの干ほし台と一緒にだ。

　ゴツ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ン！！！！

　金属の物干し台の支柱を顔面に食らって、ワルガキッドはぶっ倒れた。

　パワーレベル１の状況では、供給エネルギーのブレーカーも簡単に落ちてしまう。だから電子頭脳も少しの衝しよう撃げきでブラックアウトしてしまう。

　結論、ワルガキッドは気絶した。
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　ブラックアウトしてた電子頭脳がゆっくり再起動した。

「ううう」

　むっくりと起き上がると、時はすっかり夕方だった。ごとごとと音を立てて動くリヤカーに、ワルガキッドは乗せられていた。

「起きた？　ワルオ」

　リヤカーを引っ張ってたえるなが足を止める。

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～]、まさか配達の後であんたを乗っけてくる羽は目めになるなんて思ってなかったわよ」

「おい、えるな。どうしてオレ様がお前の引っ張るリヤカーなんぞに乗せられてんだ？」

「アタシがおトネおばあちゃんところに行ったのよ。あんたが何か迷めい惑わくなことしてないのか心配になって。そしたら物干しの支柱に頭ぶつけて気絶するあんたと出くわしたの。もう遅いしほっとく訳にもいかないでしょ。仕方なくリヤカーに乗っけて運んで来たって訳。分かった？　分かったらさっさとリヤカーから降りて。今度はアタシが楽させてもらうから」

「あ、ああ」

　慌あわててリヤカーから飛び降りるワルガキッド。その代わりに今度はえるながリヤカーの後ろに腰を下ろした。

「さ、帰るわよ」

「分かってるよ」

　リヤカーを持ち上げ、ゆっくりと歩き出すワルガキッド。

「それにしても、あんたダメダメだったそうね。おばあちゃんに聞いたわよ。障しよう子じ戸どはぶち壊こわすわ物干しは倒すは鍋なべはひっくり返すは洗せん濯たく機きは洪こう水ずいさせるわ」

「う…………………」

　事実だから何も言い返せない。

「だけど、おトネおばあちゃんは楽しそうだったわ。久しぶりにへこたれたりしない生徒が来たって。お金はいいからまたいつでも来なさいって言ってたわよ」

「…………バカにするなよ」

　押し殺した声でワルガキッドは言った。

「確かに今日のところはうまくいかなかったかもしれんが、明日こそは炊すい事じ洗せん濯たく掃除をマスターしてやるからな。例の物をいつでも返せるように準備しとけよ」

「そんなぎゃーぎゃー言わなくたって返したげるわよ」

　リヤカーの後ろで、えるなは言った。

「家に帰ったら」

「え？」

　ワルガキッドが思わず足を止めた。

「今何て言った？」

「家に帰ったら返してあげるって言ったのよ。あの腕時計」

「本当か？」

「本当よ。そんなことでウソついたってしょうがないでしょ。それより足を止めないで。遅くなっちゃうから」

「ああ」

　俄が然ぜん張り切った様子で、ワルガキッドはリヤカーを引っ張り始めた。

「まあ、あんたもがんばってるみたいだし。特別だからね。ただ今度アタシに襲いかかるような真似まねしてみなさいよ。そのときは容よう赦しやしないからね」

「ああ、しないしない。あれさえ返してくれるんだったらオレ様は大人おとなしくしてるさ。絶対だぜ」

　だけど、唇くちびるの端っこには悪い奴やつが悪いことを考えるときに浮かべる悪い悪い笑みが浮かんでた。

（ただし、パワーレベル１を脱出するまでだがな。制御装置を取り戻してパワーレベルを元に戻したら、今度は貴様の番だ。フルパワーでぶっ飛ばしてやる）

　だけど、少し考える。

（だがまあ、素直に返してくれるって言ったからな。少しくらいは仏ほとけ心ごころを出してやってもいいかもしれんぞ）

「喜べ！　えるな」

　唐とう突とつにワルガキッドは言った。

「全力の予定だったが特別に80パーセントぐらいにしてやるぞ。命拾いしたな」

「なに訳の分かんないこと言ってんのよ」

　ぴしゃりと叩たたきつける。

「ほら、急いだ急いだ。夕ご飯のしたくしなきゃいけないんだからね。もちろんあんたにも手伝ってもらうわよ」

「分かってる分かってる」

　リヤカーを引っ張ってワルガキッドは足を進めた。途中で道路工事が行われている部分を迂う回かいして進む。角かどを曲がればもう日につ本ぽん橋ばし電気店が見える。

　と、えるなは気がついた。電気店の前に一台の軽トラックが止まってることに。その荷台には家電製品がうず高く積まれている。

「こんな時間に仕入れかしら？」

　えるなが首をかしげる中、電気店から二人組の男が出て来た。男達は手に抱えてたプラズマテレビを荷台に載のせるとトラックの運転席に乗り込んだ。そして発進させる。

「商品を引き取りに来たのかしら？　ってことはプラズマテレビが売れたってこと！！！」

　やったってえるなが華はなやいだ声を上げた。

「ワルオ！　今夜はトンカツにするわよ！」

　大喜びでリヤカーから飛び降りて店内に飛び込む。

「ただい……………」

　ま………は出なかった。

　店内の様子に、思わず言葉が止まってしまったのだ。

　店内はガランとしていた。収納の限界に挑戦してんじゃないかってくらいにぎちぎちと陳ちん列れつされた家電製品達がキレイさっぱり消えている。アルミで出来た棚しか残っていない。

　そして、レジの後ろには作さく造ぞうさんが転がっていた。ロープでぐるぐる巻きにされてさらに猿さるぐつわなんかもはめられている。

「お父さん！」

　慌あわてて駆かけ寄ったえるなは作造さんのロープをほどき猿ぐつわをはずす。

「大変だえるな！　強ごう盗とうにやられた！　ニュースでやってた電気屋ばかり狙ねらってるって強盗犯だ！」

　作造さんが叫んだ。

「しかも、あいつらこともあろうに………こともあろうに！！！」

　悔くやしそうに声を絞しぼり出しながら、作造さんが指差す。

　そこには棚が一つあった。

　すっからかんになった店内の中、その棚だけは商品が並んでいた。

　電動耳かき機だのソーラー発電時計だの自動ページめくり機だの……。

　ズバリ、作造さんの発明品コーナーだ。

「私の発明品だけすっぱりと残して行きやがって！　一体何を考えてるのだ！！！」

　的まと外れなところに激怒してる作造さんはきっぱりと無視して、えるなは叫んだ。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　このままじゃうちは破産よ破産！　何としてでも商品を取り戻さないと！！！　お父さんは警察に電話して！　ほら、ワルオ！」

　まだ状況をよく理解できずポカンとしてるワルガキッドの手を引っ張って外へと出るえるな。

「さ、ワルオ。さっきの軽トラックよ。追いかけて！」

「おいおい、無む茶ちや言うなよ」

　ワルガキッドが肩をすくめて見せた。

「今のオレ様にそんなことが出来る訳ないだろ」

「どうしてよ、昨日きのうはあんなにすごかったじゃないの」

「それは、あいつのエネルギーを吸収することが出来たからだよ。そ[image: ～][image: ～]じゃなきゃオレ様は何も出来ねえんだよ。情けない話だがな」

「それじゃ何？　つまり充じゆう電でん出来ればいいってこと？」

「そこらへんのコンセントからお手軽充電って訳にはいかないんだぜ。何て言うか、規格が違うからな。そりゃ少しはパワーは出るが充電を止めた瞬間にもとに戻っちまう」

「それじゃすごく長いコードを持って来て…………ああ、そんなんじゃダメか。え[image: ～][image: ～]っと」

　あれこれと考えるえるなに、ワルガキッドが言った。

「どうにもなんないことを考えるのは止やめようぜ。それより例の物をさっさと返してくれよなあ」

　手を差し出すワルガキッドだったけれど………。

「バカ！　あんたの腕時計も一緒に盗ぬすまれたのよ！」

「あんだって！！！！」

　ワルガキッドが大声を出した。

「レジの下の箱の中に入れといたのよ。それごと盗まれたの！」

「冗談じゃねえぞ！！おい、早く追いかけるぞ！」

「だからどうやって」

「持ち運びが出来るような発電機ないか？　それがあったらきっと」

「そんなのあるわけ…………あ！！！」

　えるなが叫んだ。

「さっきの工事現場よ！　確かあそこに発電機があったわ！」

「そいつだ！！！！」

　ワルガキッドが走り出した。角かどを曲がった先の工事現場に飛び込む。

「君、危あぶないから入っちゃダメだよ！」

　工事現場のおじさんがそんなこと言うのをきっぱりと無視して、そこに置かれた発電機を見下ろした。

「こいつだな」

　腰に手を伸ばすと、そこからプラグつきのコードを引っ張り出した。それを発電機の接続部分につきさす。

『外部エネルギー装置と接続を確認。パワーレベル１より５に上昇』

　電子音が胸の部分から聞こえてくる。

「パワーレベル５か。プラズマブラスターもエネルギーソードも使えやしないが車を追いかけるくらいは何とかなるな」

　そのまま走り出すけど、すぐにプラグが抜けてしまう。

『接続端たん子しが外れました。パワーレベル１にダウン』

　へにゃ[image: ～][image: ～][image: ～]って感じで地面に這はいつくばるワルガキッドに、おっつけ駆かけつけて来たえるなが呆あきれた息を吐はき出す。

「あんたの電子頭脳は先を考えるってことを知らないのね。ほら、これ使いなさいよ」

　えるなが引っ張って来てたのはリヤカーだ。

「これに発電機を載のっければコードが外れることなく追いかけられるでしょ」

「それだ！！！」

　ワルガキッドは再びプラグを発電機に差し込んだ。そして発電機を持ち上げるとリヤカーに載せる。

　えるなは工事現場のおじさん達に顔を向けると力一杯頭を下げ言った。

「すみません。緊急事態なのでしばらくお借りします！！！」

　あまりの迫力に、おじさん達も思わず言葉を失ってしまう。

　それからえるなはリヤカーに飛び乗った。発電機にしがみついてしっかりと前方を見み据すえる。

「さ、ワルオ。ぶっ飛ばしちゃって！」

「お前も一緒に行くのか？」

　迷惑そうな顔をするワルガキッドの後頭部をぺしんと叩たたく。

「ちょっとくらいパワーアップしたからっていい気にならないで。あんたじゃ道が分かんないでしょ！　つべこべ言わずアタシの言うとおり走りなさい！」

「わ[image: ～][image: ～][image: ～]ったよわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]った！」

　リヤカーの牽けん引いんバーをワルガキッドが握り締めた。

「振り落とされるんじゃね[image: ～][image: ～][image: ～]ぞ！！！」

　ワルガキッドは猛もうスピードで走り出した。

　ぎゅい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んって音が聞こえてきそうな勢いでリヤカーがすっ飛んで行く。

　リヤカーが見えなくなってからしばらくが経過した。

「どうする？　工事」

「どうするって、どうしようもないだろ」

　工事現場のおじさん達が、やれやれと息を吐はき出した。
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　スポーツカーも真まっ青さおの勢いでリヤカーが突っ走って行く。

「次！　右！」

　えるなの指示に従って道を曲がる。リヤカーのタイヤから煙が上がるんじゃないかってほどにきわどい角度でだ。

「あいつら逃げるつもりなら絶対に国道に出るはずよ。ここらから国道に出ようと思ったらこの道しかないわ。急げば追いつけるはずよ！」

「まっかせろ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！」

　ワルガキッドが突っ走る。すれ違う人がくるくると回転してしまうんじゃないかって速度でリヤカーがぶっ飛ばされて行く。

「いたわ！！！！」

　えるなが叫んだ。前方に信号待ちをしている一台の軽トラが見えた。荷台に電化製品が積まれている。間違いない、強ごう盗とうの乗った軽トラックだ。

　信号が青になった。軽トラックは右折すると太い道路を走り出す。

「国道に入られたわ！　マズイわね。速度が上がるわ!!」

「関係ねえ。あれぐらい追いついてみせるぜ！！！！」

　軽トラの後を追って、ワルガキッドの引っ張るリヤカーも国道へと飛び出した。







「ちょろいもんだったぜ」

　軽トラックの助手席で、男が呟つぶやいた。

「だいたいあの手の小さな電気屋ってのは客もそんなにいないのが普通だからな。しょぼくれた店の親父おやじだけ何とかしちまえば後は荷物を運び出しちまうだけさ。近所の連中に目撃されたってせいぜい店をたたむことにしたから荷物でも運び出してるのだろうぐらいにしか思われないし。楽な仕事だぜ」

「そうっすね」

　運転席の若造が頷うなずく。

「で、兄貴、今回はどれくらいになりやす？」

「ま[image: ～][image: ～][image: ～]、裏のブローカーに売っぱらうから多少は叩たたかれるが、それで全部まとめれば二百万くらいにはなるだろ」

「暫しばらくは遊んで暮らせやすね」

「そうだな」

　男はにんまりと微笑ほほえんだ。

「ま、あの店はこのせいで本当に潰つぶれちまうかもしれんが、運が悪いと思って諦あきらめてもらうしかないな」

「そうっすね」

　ケタケタと笑ってから、若わか造ぞうがふと気がついて尋たずねる。

「ところで兄貴、その膝ひざに抱えてる缶かん、なんなんすか？」

「ああこれか。さっきの電気屋のレジの下にあってな。何か金かね目めのもんでも入ってるかと思って持ってきたんだ。ちょっくら開けてみるか」

　男が缶の蓋ふたを開けた。

「何だよ。ガラクタばっかじゃね[image: ～][image: ～]か。プラグとかコードとかそんなもんばかり………ん？」

　その物体を、男は摘つまみ上げた。

「腕時計か。たいしたもんじゃないし、金になりそうじゃねえな」

　窓を開けて投げ捨てようとしたけれど、ふと思いとどまる。

「ま、せっかくの戦せん利り品ひんだ。しばらく使うとするか……」

　男がその腕時計を自分の右腕につけようとしたそのときだった。

「あ、兄貴！！！」

　若造が叫んだ。

「ど[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]した、いきなり大声を出しやがって！！！」

「そ、その、後ろからすごい勢いで………」

「パトカーか！」

「リヤカーです」

「あ？」

「リヤカーがすごい勢いで……」

「お前一体何を言ってんだよ。リヤカーなんかがこんなとこを走ってる訳が……」

　男が鼻で笑った直後だった。

「ちょっとあんたら！！！！」

　外からそんな声が聞こえてきた。慌あわてて首を動かした男は、信じられないものを目まの当たりにした。

　リヤカーに乗る少女の姿だ。そのリヤカーはアニメの悪キャラのようなコスプレをした少年が引っ張っている。普通じゃ考えられないスピードだ。

　思わず口をポカンと開けてしまっている男に、少女の声が届く。

「ちょっと！　うちに強ごう盗とうに入るなんてど[image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～]つもりよ！　入るんなら駅前の大きな電気屋にしなさいよ！　あんたらうちの経済状態を知らないでしょ！　それを盗ぬすまれたら店が潰れるの決定なのよ!!　返しなさいよ!!」

[image: ]

「あ、兄貴、一体どうします？」

　不安そうに若者が尋たずねる。

「あ、ああ」

　冷静になって男は考えた。

　リヤカーを引っ張って時速70キロの速度で走る軽トラックに追いつく。これはとんでもないことだ。普通じゃありえないことだろう。

　だけど、所しよ詮せんはリヤカーだ。

　しかも乗っているのも警察って訳じゃない。電気屋の娘むすめらしい普通の娘だ。さほど恐れる相手じゃない。

「飛ばせ」

「え？」

「いいから飛ばせ！　ぶっちぎっちまえばいんだよ」

「そ、そうっすね！」

　若造がアクセルを踏みつけた。軽トラックがぐんと加速した。







「あいつら[image: ～][image: ～]、素直に商品を返すつもりはないよ[image: ～][image: ～]ね！！！！」

　えるなは悔くやしそうに奥歯を嚙かみ締めた。

「こうなったら容よう赦しやしないわよ。ワルオ！　今度は運転席の隣りにくっつきなさいよ!!」

　リヤカーの荷台から、えるなは金属バットを引っ張り出した。

「これでぶっ叩たたいやるんだから。うふふふふふ」

　何やら妙みような笑みまで浮かべてしまっている。

（こいつ、危あぶない奴やつだな……）

　なんて思うワルガキッドだけど、そんなことは口にしない。金属バットで後頭部を叩かれるのはイヤだからだ。

　それに、制御装置が盗ぬすまれてしまった今、目の前のトラックを止めるってのはワルガキッドにしたって最重要課題なのだ。

「分かったぜ!!」

　ワルガキッドはさらに足を早く動かした。今度は運転席側の窓の隣りへとやってくる。

「さあ、止まんなさいよ！」

　金属バットをかまえて、えるなは凄すごんだ。

「止まんないと容赦しないからね！」

　運転席の若わか造ぞうがアクセルを踏みつける。軽トラックがさらに速度を上げるけどワルガキッドだって負けちゃいない。さらに速度を上げてぴったりと隣りというポジションを逃さない。

「ど[image: ～][image: ～]しても止まんないって言うならこうよ！！！」

　えるなが金属バットを振り上げた。

「ひいいいいいい！！！」

　運転席の若わか造ぞうが思わず泣きそうな顔をする。

　だけど、せっかく振り上げたバットが下ろされることはなかった。

　徐々に、リヤカーの速度が落ちていってしまったのだ。

「ちょっとワルオ！！！　何してんのよ！！！」

「オ、オレ様のせ[image: ～][image: ～]じゃね[image: ～][image: ～]よ！！！」

　必死に両足を動かしながら、ワルガキッドが言う。

「発電機の具合が悪いんだよ！」

　もうリヤカーは荷台の後ろの方の部分まで下がってきてしまっている。

「ダメだ！　えるな。オレ様もう限界だぜ」

「情けないわね！　いいからもうちょっとがんばって！」

　そう叫ぶと、えるなはとんでもない行動に出た。軽トラックの荷台に乗り移ったのだ。

「じゃ[image: ～][image: ～]ね、ワルオ。後はアタシがやるから！！！」

「やるからっておい！！！！」

　限界だった。

『外部エネルギー供給装置に異常発生。出力低下。パワーレベル３にダウン』

　ぐんとリヤカーの速度が遅くなった。軽トラックとの距離も離されてしまう。

「もとに戻ったらさっさと追いつくのよ！」

　そう声を飛ばしてから、えるなは軽トラックの荷台を前へと進み出した。そして、運転席のすぐ後ろの所までやって来る。

「ちょと、止まりなさいよ！！！」

　荷台と運転席とを繫つなぐ窓を、両拳こぶしでガンガンと叩たたいた。

「兄貴！　どうします！」

「どうしますって、どうしようもないだろ～が。あんなの乗っけてたら怪あやしまれちまうに決まってる」

　渋しぶい顔をして男が言った。

「どこか脇道に入ってから人ひと気けのないとこで止めろ！　俺おれが引きずり下ろしてやる！！！」

「分かりやした！！！！」

　軽トラックが脇道に入る。そして少し進んだ先の草むらで止まった。

「お嬢じようちゃんよ！」

　軽トラックを降りた男が、荷台のえるなに手を伸ばす。だけどえるなだって負けちゃいない。持ってきたバットを荷台の上で振り回す。

　男も若わか造ぞうもこれでは手が出せない。ううと苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしているときだった。

「ちょっと！！！」

　えるながある物に気がつき叫んだ。

「何持ってんのよ！」

「何って、この腕時計がど[image: ～][image: ～]かしたのか？」

　手の中に持っていた物体を、男がぶらぶらとぶら下げた。

　えるなの顔色が変わった。

「ちょっとそれ返しなさいよ！　今すぐに！」

「ほほう、そんな大切なもんなのか？　こいつは？」

　男はにんまりと笑ってから言った。

「取引と行こうじゃね[image: ～][image: ～]か。こいつを返して欲しければさっさとそこから降りるんだな。お嬢ちゃんよ。壊こわしちまったっていいんだぜ」
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「お[image: ～][image: ～][image: ～]い、えるな！！！」

　リヤカーを引っ張りながら駆かけつけて来たワルガキッドが見たものは、草むらをごそごそと探し回るえるなの姿だった。

「やっと発電機の調子が戻ってくれたぜ。さあ、追いかけようぜ。コソドロの奴やつらはどこ行ったんだ？」

「もう遅いわ。少し前に軽トラに乗って逃げてちゃったわよ」

　はあと息を吐はき出す。

「今からじゃもう追いつけないでしょ[image: ～][image: ～]ね」

「何だよ。トラックに乗り込んだくせにお前何もしなかったのかよ！！！」

　ワルガキッドがえるなを非難した。

「バット振り回すなりなんなりして抵抗出来なかったのか？」

「もちろんやったわよ。警察が来るまでがんばるつもりだったわ。ただ………ね、ちょっと弱みを握られちゃってね」

「弱みだって？」

「そ、あんたの腕時計よ」

　えるなはとつとつと説明した。

「アタシが荷台に乗ったままじゃさすがに人ひと目めについて困ると思ったんでしょうね。ここで軽トラを止めてアタシのこと引っ張り下ろそうとしたのよ。もちろん素直に下ろされてたまるもんですかって、バット片手に応戦したわ。だけどね、そんときに気がついたのよ」

「何にだよ？」

「老ふけた方の犯人が、手にあんたの腕時計を握り締めてることをよ」

　ぴらぴらってえるなは振った。

「アタシ、思わず声出しちゃったのよね。返しなさいって。失敗だったわよ。で、結局この腕時計を返して欲しければ荷台から降りて来いって言われて。降りないと壊こわすとも言われて。仕方なくね。そしたらあいつ草むらに投げ込んだのよ。あんたの腕時計。だから今探してるの」

　信じられないって顔つきでワルガキッドは呟つぶやいた。

「腕時計を取り返すために、他ほかの家電製品を諦あきらめたってことなのか？」

「しょ[image: ～][image: ～]がないじゃないのよ！」

　そっぽを向いたえるなは、わめきちらすように叫んだ。

「腕時計、思い出の品なんでしよ？　あんなにがんばってまで取り返したい品物なんでしょ？誤解しないでよ。別にあんたのこと気の毒だとか思った訳じゃないんだからね。ただここであいつらに壊されたりしたら、取り上げてたアタシも悪いみたいじゃないのよ。それがいやだっただけよ」

　そしてまた草むらに顔を突っ込んだ。

「待ってなさいよ。あんたの腕時計はアタシが絶対に見つけて返すから」

「………………」

　しばしの間の後、ワルガキッドはえるなに尋たずねた。

「なあ、えるな。コソドロ野や郎ろうが逃げてってからどれぐらいたつんだ？」

「もう５分はたっちゃってるわね」

「５分か………」

　アゴに手を当てて、ワルガキッドは考える。

「レベル５じゃ少し難しいな。このおんぼろ発電機がまたいつぶっ壊こわれるか分かったもんじゃねえし。何かないか？　もっと強烈なエネルギーを供給してくれそうな何か…………」

「ムリよ。こんなのっぱらの道に何があるってのよ」

　えるなが首を横に振る。

「あるとしたらあれぐらいなもんよ」

　上を指差した。

「だけどあんなもんどうしようもないけどね」

「…………………それだ！！！！」

　ワルガキッドが叫んだ。

「おい、えるな！　何とかなるかもしれないぜ！」

「え？」

「いいからちょっと待ってろって！　うまくいけばレベル７か８ぐらいにまでなるかもしんねえから」

　ワルガキッドは発電機に接続してあったコードを引っこ抜いた。

「よし、パワーが切れる前に急いで登っちまわないとな」

　こっくりと頷うなずくと、道脇にそびえ立つそいつによじ登り始めた。

　電線の鉄てつ塔とうだ。鈍にぶい銀色に輝く鉄骨を、ワルガキッドはひょいひょいと登って行く。

　そして、電線が接続されている部分までやって来た。

「よし、後はここにコードを巻きつければ、軽トラックを追いかけるぐらいにまではレベルアップ出来るかもしんねえな」

　腰のコードを引っ張ろうとするワルガキッドだったけれど、無情にもそこで限界が訪れた。

『残留エネルギー終了、パワーレベルダウン』

　とたんに全身から力が抜ける。鉄骨を握り締めていた拳こぶしもゆるんでしまう！！！

「くそったれが!!」

　最後の力を振り絞って、ワルガキッドは電線に手をかけた。

　強力なスパークがほとばしり、ワルガキッドは感電した。

「うぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！!!」

　そして落下する。地面にぐわっしゃと叩たたきつけられた。

「ワルオ！！！」

　えるなが慌あわてて駆かけ寄る。

「まったく、何やってんのよあんたは！！！」

　起こそうとするえるなの手にパシっという刺激が走る。ワルガキッドの体がかなり帯電をしている様子だ。

　そして、合成された機械音声がワルガキッドの体から響いた。

『エネルギー吸収成功。時間制限付きでパワーレベルＭＡＸ』

「おっしゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！」

　ワルガキッドが飛び上がった。これまでとはうって変わった体のキレだ。

「くっくっくっくっく、まさかＭＡＸまで跳はね上がってくれるとはな。これでもう怖いもんはねえぜ」

　ぎゅっと握り締めた拳こぶしからばちばちとエネルギーがほとばしる。

「さ、あのコソドロ野や郎ろう達をとっちめに行くとするか……」

　走り出そうとしたワルガキッドだけど、ふと足を止める。

「おい、えるな」

　振り返ったワルガキッドは、えるなに指をつきつけ威圧的に言い放った。

「誤解すんなよ。オレ様は別にお前に感謝してあいつらを追いかける訳じゃねえからな！！！このままじゃコケにされたままみたいで悔くやしいから追っかける訳なんだからな！　そこんとこ誤…………」

「つべこべ言うのは止やめてさっさと追いかけなさい！！！　ど[image: ～][image: ～]せまた時間が来たら切れちゃうんでしょ！！！」

　えるなが叫んだ。

「それから、絶対にうちの商品に傷つけないこと！　もし一つでも壊こわしたら……」

　えるなが金属バットを握り締めた。

　容よう赦しやしないからね！！！

　えるなの瞳がそんなことを語ってた。

　パワーレベルＭＡＸなのにもかかわらず、思わずワルガキッドはぶるると背中を震わせる。

「い、行ってくるぜ！！！　オレ様が帰って来るまでにお前はオレ様の制御装……じゃなくって時計を見つけとくんだぞ！」

　ワルガキッドは慌あわてたように走り出した。
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「それにしても、何だったんすかね？」

　ハンドルを握った若わか造ぞうが口を開く。

「ん？　何がだ？」

「何がなって、さっきのあれですよあれ」

　困こん惑わく気味に若造が言った。

「あの気の強い娘むすめの方もびっくりですけど、問題はリヤカーを引っ張ってた妙みような格好した方っすよ。リヤカーを引っ張ってトラックに追いつくなんてどう考えても人間技じゃないっすよ」

　若造は小声でささやいた。

「もしかして、あいつ人間じゃないのかも？　どっかのメーカーが開発したロボットとか」

　とたん、助手席の男が大口を開けて笑った。

「まったく、何を言うかと思ったらそんなバカなことを。あんなロボットがいる訳ないだろうが？」

「それじゃ、あのリヤカーのスピードは？」

「これだから観察力のない奴やつは困ったもんだな」

　男は鷹おう揚ように手をぴらぴらと振った。

「お前はあのリヤカーに載のっけられてたもんに気がつかなかったのか？」

「えっと、何か妙な機械が載ってましたけど」

「そうだよ、それが手品の正体さ」

　タバコに火をつけながら男は説明した。

「あの小こ僧ぞうがリヤカーを引っ張ってたんじゃない。すごい速さで走るリヤカーだったんだよ、あれは。きっと改造でもしてエンジンかモーターをくっつけたんだろ」

「なるほど」

「ほら、店ん中にもくだらない発明品が並べられてただろう。大おお方かたあの店の親父おやじが発明マニアか何かで、あのリヤカーも作ったんだろ」

「なあんだ、タネが分かってしまえば怖くも何ともないっすね」

　へらへらと若わか造ぞうは笑った。

「そ[image: ～][image: ～]っすよね。いくら何でも走ってる車に追いつける訳ないっすもんね。そんな人間いる訳ないっすよね……いる訳…………」

　そこで、若造の言葉が止まった。顔面がそのままの表情で固まっている。

「おい、ど[image: ～][image: ～]したんだよ？」

「と、となりとなり」

「ったく、まさかまたリヤカーが追いかけて来てるなんて言うんじゃないだろうな」

　開け放たれた窓から外を見ようと男が首を動かした直後だった。

「よお」

　窓のすぐ外にあったのは、先ほどリヤカーを引っ張っていた小僧の顔だ。その足は信じられないくらいの速度で動いている。

「そんな、バカな……」

　口にくわえていたタバコを、男は落とした。

「どうして、どうして追いつけるんだ？　バケモノか！」

「バケモノとはひどいじゃね[image: ～][image: ～]か」

　小こ僧ぞう、ワルガキッドは鼻でフンと笑った。

「オレ様はバケモノなんかじゃねえ。超高性能犯罪用メカ、ワルガキッド様だ！　覚おぼえておけ！」

　そう宣言してから、ワルガキッドは目を細めた。

「さあ、さっきの追いかけっこの仕切りなおしといこ[image: ～][image: ～]じゃね[image: ～][image: ～]か」

　ワルガキッドは右の拳こぶしを握り締めた。エネルギーがほとばしり一本の剣と化す。必殺の武器、エネルギーソードだ。

　さらに、その腕をすばやく振りまわす。次の瞬間、助手席側の扉が音を立てて落っこちた。見事に切り離されてしまったのだ。

「こうなりたくなかったら、オレ様から逃げきることだな」

　ニヤリと笑うワルガキッドに、男は絶叫した。

「ぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

「うわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　一緒に叫んだ若わか造ぞうがアクセルを思い切り踏みつける。ぐんと軽トラックの車体が前へと出るけれど、ワルガキッドを引き離すことは出来ない。

「へいへい、ど[image: ～][image: ～]したど[image: ～][image: ～]したそんなもんなのかよ」

　ぴっちり隣りを並走しながら、ワルガキッドが言う。

「そんなもんじゃオレ様から逃げることは出来ねえぜ！！！」

「兄貴、どうしましょ、もうこれ以上スピードは………」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]い、こうなったら………」

　男は少し考えてから、すばやく若造に耳打ちした。

「え？　だけどそんな」

「いいからやれって！！！」

　それから、男はワルガキッドに顔を向けると上ずった声を張り上げた。

「おい、犯罪用メカだか何だか知らないがいい気になるんじゃないぞ。人間様が本気になればお前なんかな」

「なんか何だよ？」

「お前なんかな、お前なんかな………」

　たっぷりもったいをつけてから、男は叫んだ。

「こうだぜ！」

　次の瞬間、ワルガキッドの姿が消えた。助手席の隣りには大型トラックの側面が一杯に広がる。

　軽トラで大型トラックに追い越しをかけたのだ。しかも車幅すれすれに。

「へへ、今ごろあのバケモノメカはトラックの後ろにぶつかっておしゃかになってるぜきっと」

「やりましたね。兄貴！」

　なんて喜ぶ二人だったけど…………。

「姑こ息そくなこと考えるじゃね[image: ～][image: ～][image: ～]かよ」

　今度は運転席側から聞こえてくるその声に、二人そろって全身を硬直させる。

「だが無む駄だだったな。あんなもん避よけるくらい朝あさ飯めし前だぜ」

「ひゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！！」

　若わか造ぞうが叫んだ。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　男も叫んだ。

　恐怖のあまり若造がハンドルを大きくきった。軽トラックは大きくカーブしてガードレールに突っ込んで行く。

　ガードレールを突き破ったら、その先にあるのは地じ獄ごくのような斜面だ。

「しまった！！！　調子に乗りすぎちまったぜ！！！」

　ワルガキッドが舌打ちをした。

　このままガードレールを突き破ったら、軽トラは大変なことになってしまうだろう。乗っている二人だって無事じゃすまないはずだ。

　正直、二人が病院行きになろうと天国行きになろうと、軽トラがスクラップになろうとそんなことはワルガキッドにとってはどうだっていいことだった。

　ただ問題が一つだけあった。

　軽トラックの荷台に積まれたたくさんの家電製品の存在だ。

『絶対にうちの商品に傷つけないこと！　もし一つでも壊こわしたら……』

　えるなの台詞せりふが頭をよぎる。しかも金属バットを振り回してるイメージ画像つきでだ。

「えっりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！」

　ワルガキッドはガードレールに突っ込んで行く軽トラの前へと踊り出た。

　パワーレベルＭＡＸのワルガキッドなら突っ込んで来る軽トラックを止めることはそれほど難しいことではなかった………のだけれど………。

『充じゆう塡てんエネルギー残りわずか。パワーレベルダウン開始』

　そんな合成音声が聞こえてくる。

「な[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！！！」

　大声を上げるワルガキッドだったけれど、逃げようとはしなかった。全力を軽トラにぶつけスピードを殺す。

　軽トラが止まった。ガードレールギリギリの所でだ。

「何とか………止まったな」

　大きく息を吐はき出したワルガキッドは、よろよろと後ずさった。

　そこで、石ころを踏みつけたのは不運としか言いようがなかった。

　パワーレベル１まで下がってるワルガキッドにその石を踏み砕くだくなんてことは不可能で、なおかつ石を踏みつけてくずれたバランスを修正するなんてことも不可能で、そのまま後ろに転んでしまうことも仕方のないことで………。

　ガードレールに後頭部をぶつけて、ワルガキッドの電子頭脳のブレーカーはあっさりと落ちた。
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　ごとごとという振動で、ワルガキッドは再起動した。

「………」

　最初に視覚レンズに映ったのは、一面に広がる星空だった。

　むっくりと起き上がると、自分はリヤカーの荷台の上にいた。発電機の隣りのスペースに押し込まれるようにしてはまっていた。

「起きた？」

　ワルガキッドが起き上がったのに気がついたえるながリヤカーを止めて大きく息を吐き出した。

「本当、一日に何回あんたを運ばせれば気がすむのよ」

　肩こったわって首をこきこきと動かすえるなに、ワルガキッドが尋たずねる。

「おい、えるな。これは一体どういうことなんだ？　どうしてオレ様がまたリヤカーの上に」

「ど[image: ～][image: ～][image: ～]したもこ[image: ～][image: ～]したもないでしょ[image: ～][image: ～][image: ～]が。救急車に乗せられそうになってたのをアタシが助け出したのよ。感謝してよね。そうじゃなかったら今ごろ大騒ぎになってたはずよ」

　付け加えるようにえるなは説明した。

「そうそう、強ごう盗とう犯はんなら捕まったわよ。壊こわれた軽トラの中で放心状態だったんだって。あんたのことも言ったらしいけど、まあ、誰も信じないだろうから心配しなくてもいいわ。家電製品もちゃんと家に届けてくれるっていうし、これで万ばん々ばん歳ざいよ。まあ、発電機のことは謝りに行かなくちゃいけないけどね」

　それから、えるなは言った。

「それから、一応ありがとうって言っとくわ。あんたのおかげで日につ本ぽん橋ばし電気店は店じまいしなくてすみそうよ」

「ふん、別にお前ん家ちのためにやったんじゃね[image: ～][image: ～]よ」

　ぶっきらぼうにワルガキッドは言った。

「さっきも言ったように、コケにされたままで悔くやしいからおっかけたんだよ。それだけさ」

「その物言いには相変わらずむかつくけど、今回ばかしは許したげる。あんたはそんだけのことしたんだもんね。きっとお父さんも大喜びするよ」

「フン、そうだろそうだろ」

　ちょっと得意げにワルガキッドは鼻を鳴らした。

「ま、今日のところは家まで引っ張ってってあげるからあんたはそこで休んでなさいよ」

　えるなはそう言うとリヤカーを引っ張り出した。

　荷台でふんぞり返って座りながら、ワルガキッドは何だかものすごくいい気分だった。ずっとバカにされてたえるなに誉ほめられたせいだろう。

　幸せな気分になったワルガキッドは、ちょっと優しくなったりもする。

（そ[image: ～][image: ～][image: ～]だな。もとの体にもどったらこいつを80パーセントの力でぶっ飛ばそうと思ってたが、50パーセントくらいにしといてもいいかもしれんな。何てたって今回は制御装置を取り戻してくれた訳だし…………あ！！！）

　重要なことを思い出し、ワルガキッドは慌あわてて声を飛ばした。

「そうだえるな！　大事なことを忘れてた！　制御装置………じゃなくって、腕時計だ。オレ様の腕時計。見つかったのか？」

「心配しなくてもちゃんと見つかったわ。あんたが飛び出してったすぐ後に。ちゃんと返すよ」

　えるながリヤカーを止める。

（へっへっへっへっへ、バカな奴やつめ）

　この後ごにおよんで、ワルガキッドはまた悪い奴が悪いときに浮かべる悪い悪い笑みを浮かべたりしてた。

（オレ様がそいつを手に入れたらどうなるかも知らずに見つけ出しやがって。制御装置さえあればオレ様は本来のパワーを取り戻すことが出来るんだ。用事がすんだらさっさとぶっ壊こわしてこの時代で悪の限りをつくしてやる！）

　エサを待つ犬ばりの表情のワルガキッドに、えるなは顔を向け言った。

「ただ、返す前にちょっと聞きたいことがあるんだけど」

（まさか、あれがただの腕時計じゃないってことに気がつきやがったのか？）

　そんな危機感を覚おぼえるワルガキッドだったけれど、そういうことじゃないようだった。

「腕時計見つけてあんたを追いかけるときにさ、なくしちゃいけないと思ってポケットにしまおうと思ったのよ、あの腕時計。だけどちょうどポケットに穴が開いちゃっててさ。リヤカーの荷台に放り込んどいても良かったけどごんごん当たって傷つけたら悪いと思ってね。それで………」

　えるなが右手首を覆おおってた長なが袖そでをめくった。

　ワルガキッドは思わずあんぐりと口を開けた。

　えるなの手首に巻かれる銀色の物体、紛れもなくそれはワルガキッドの制御装置だったのだ。

　啞あ然ぜんとしてしまってるワルガキッドに、えるなが言う。

「それで、つけたはいいんだけどさ。これ、外そうとしてもど[image: ～][image: ～]やっても外せないのよ」

　ベルト部分に指をかけて引っ張ったりする。

「やっぱダメね。で、これどうやって外すの？」

　ワルガキッドに質問するけれど………何も答えられない。

『それを外すには特殊な解除コードを打ち込まなくちゃならないんだ。それを知ってるのはオレ様を作ったゴックアックって博士だけだから、外すことは出来ないぜ』

　なんて説明する気にもなれない。

『実はそれはオレ様の制御装置なんだ。それをつけた人間にもしものことがあったらオレ様のエネルギー炉が完全停止しちまうんだ』

　という説明だってする気にならない。

『つまり、それをつけたってことはお前がオレ様の主あるじになるってことなんだ。そいつを操作すればオレ様に苦痛を与えて何でも言うことをきかせることが出来るんだぜ』

　言える訳がないのだ。

『自由気ままに悪の限りを尽くす計画』は、開始されることなく崩くずれ去った。

「そんなバカなあああああああああああああああああ！！！」

　そう叫んだワルガキッドは、ぱったりと倒れた。あまりにショックな出来事に、電子頭脳のブレーカーが落っこちてしまったのだ。

「も[image: ～][image: ～][image: ～]、あんたってどうしてそうぽんぽんぽんぽん気絶出来んのかしら？」

　やれやれと息を吐はき出してからえるなは仕方なくリヤカーを引っ張り出した。

「商品が無事に戻ってきた訳だし、今日はお祝いにトンカツでも買って帰ろうかな」

　そんなことを呟つぶやきながら。





第二話　おわり
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　にしき川は、大おお江え戸ど市を流れる川だ。市の美観計画の一環として数年前から整備が進んでいるこの川のほとりには、芝しば生ふが広がっていた。

　そんな芝生の片隅に、それはあった。

　メタリックカラーの金属で出来た奇き妙みような物体だ。前面部分は犬の顔のようなデザインになっている。どうやら乗り物のようだ。

　だけれども、その色彩やデザインをみるに普通の乗り物とはかけ離れている。まるでまるでＳＦアニメに出てくる未来の乗り物だ。

　そして、信じられないことにそれは事実だった。

　朝日が照りつける中、その乗り物の片側のハッチが上に開く。出て来たのは若い女の人だ。　きらきらと光こう沢たくを放つ丈たけの長いワンピースを着ている。パジャマのようだ。

　小脇には宇宙生物のようなぬいぐるみを抱えていた。未来っぽけど悪趣味だ。

「ふわ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、やっぱりパトカーの中で眠ねむるのって大変ですね。いくらスーパーフラットシートで横になれるっていっても何だか息がつまっちゃいますよ」

　ボリュームのある胸元のポケットから大きなメガネを取り出すと、女の人はがちょんとそれを装着した。

　クリアになった視界の中、川べりに座り込む大きな背中が見えた。

　何だか哀あい愁しゆうとか憂うれいとか、そういった単語を連想させる背中だった。

「も[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、おじさんってば。ま[image: ～][image: ～]った落ち込んでるんだから。本当、困っちゃう」

　女の人はやれやれと息を吐はき出すと、その背中に向かって歩み寄る。

　そして、声をかけた。

「おはよ[image: ～][image: ～][image: ～]ございます。おじさん」

　返事はなかった。ただ何やらぶつぶつと呟つぶやいているのが聞こえてくる。

　女の人が耳を澄ますと、こんな言葉が聞こえてきた。

「これは夢だ。きっとそうだ。そうに違いないんだ。本官はアパートのベッドの中にいるんだ」

「ま[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]だそんなこと言ってるんですかあ」

　呆あきれたように息を吐き出した。

「いい加減に認めたらどうですか？」

　強く、言い放つ。

「わたし達、21世紀にタイムスリップして来ちゃったんだって」

　24世紀、オーエドシティーポリス、ロボット犯罪取締課、クワガタ警部は、ゆっくりと振り返った。

「しかしガネッコ。いくら何でもありえないんじゃないか？　タイムスリップなんて。まるでＳＦ映画の中の出来事だ。この間テレビでもえらい学者が言ってたが、たとえどんなに科学が進歩してもタイムマシンだけは作ることは出来ないだろうって」

「そんなこと言ったって超えちゃったんだからしょうがないじゃないですか。えらい学者が何言ってたって関係ありませんよ」

　ガネッコは唇くちびるを尖とがらして言った。それから、頰ほおに人差し指を当てて考える。

「わたしが思うにきっとあのときの光ですね。あれが原因で時を超えちゃったんですよ」

「あのときの光か………」

　クワガタ警部がいかつい顔を歪ゆがませた。ただ目を細めただけなんだけれども、ただでさえいかつい顔してるから何だか苦く悶もんのような表情になってしまう。

「国連警察軍がゴックアックのアジトを強襲すると聞いて、すっかり頭に血が上った本官は現場に向かった」

「そ[image: ～][image: ～]です。たまたまおじさんにお弁当を届けに来てたわたしを道連れにしてです」

　ガネッコがきっちりと付け加える。

「ワルガキッドだけはこの手で逮たい捕ほしたい。そう思った本官は、軍の攻撃の隙かん間げきを縫ぬってアジトに飛び込んだ」

「そ[image: ～][image: ～]です。危あぶないから帰りましょうって何度も言うわたしを無理やり道連れにしてです」

　やっぱりガネッコは付け加えた。

「そして、このミニパトから降りようとしたそのとき、強烈な光がほとばしって……………気がついたらここに来ていた。あの瞬間に何かが起こり、その結果として４００年近くも過去に飛ばされて来てしまったということなのか」

「そ[image: ～][image: ～]です。交通課勤務で寿ことぶき退社するまで危ないことはしないでやってこうって思って適当に交通違反を取り締まりながらのんびりと悠ゆう々ゆう自じ適てきな毎日を送っていたこのわたしを道連れにしてです」

「…………はあ」

　クワガタ警部が大きな息を吐はき出すとがっくりと頭をたれた。

「ま[image: ～][image: ～]ま[image: ～][image: ～][image: ～]、そんな落ち込まないで下さいよ」

　ガネッコがクワガタ警部の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「さっきのも冗じよう談だんですよ。別にわたしそんなに根にもったりしてませんって。ほら、不幸中の幸いって言うか何て言うか、わたし達って他ほかに身内らしい身内いないじゃないですか。おじさんも独身だしわたしも彼氏いない歴20年更こう新しん中だし、泣く程に心配するような人はいないと思うんですよ。そう考えると気が楽になりませんか？」

　さらにガネッコが続けた。

「それに、こんな体験したくたって出来るもんじゃありませんよ。タイムスリップですよタイムスリップ。24世紀に戻ったらきっと大騒ぎになりますよ。テレビ局とかの取材がばんばん入って、おじさんもわたしも警察なんかやってる場合じゃないですよ。そ[image: ～][image: ～]だ、あたしそのチャンスを逃さないでテレビタレントになっちゃおっかな？」

「帰れればいいがな」

　皮肉っぽくクワガタ警部が言う。

「ずっとこの時代にいる可能性だってあるんだぞ」

「そのときはそのとき。この時代で元気よく生きていけばいいじゃないですか？」

　ガネッコは明るく言い放った。

「おじさんだって警察のお仕事を続けたかったらこの時代の警察官になったらどうなんですか？」

　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ。

　ガネッコの左手首にはめられた腕時計が小さな電子音を立てた。

「いっけな[image: ～][image: ～][image: ～]い。もうこんな時間。急がないと遅刻しちゃう[image: ～][image: ～]」

　パトカーに飛び込むとハッチを閉じる。しばらくの後、出て来たガネッコはもう未来っぽいパジャマ姿じゃなかった。ちゃんと21世紀の服を着ていた。

「ど[image: ～][image: ～]ですか？　一昨日おとといこの時代のリサイクルショップでレーザーペンと交換した奴やつですよ。似合いますか？」

　くるんと回って見せるガネッコに、クワガタ警部が尋たずねた。

「お前、そんな格好して一体どこに？」

「昨日きのうの夜に話したのにもう忘れちゃってるんですか？　わたし今日からこの時代のお店で働くんですよ」

「何だって？」

「この時代に来てからもう一週間たっちゃったんですよ。いつまでものんびりしてられませんよ。非常用のオゾン食ももうすぐ終わりそうだし。ちゃんと働かないとご飯食べられません。お腹なかが空すいて死んじゃいますよ」

　パトカーの中から折たたみ式のキックボードを取り出す。超小型モーターが設置されていてどんな坂道でもすいすいと登ってくれるすぐれものだ。

「それじゃあ、いってきま[image: ～][image: ～][image: ～]す！！！」

　にこやか[image: ～][image: ～][image: ～]に手を振って、ガネッコはキックボードを発進させる。河か川せん敷じきの土手を乗り越えてガネッコの姿は消えていった。

「どうしてあんなにも気楽でいられるのかが分からん。あれが若さって奴やつなのかも………そうだな。確かにガネッコの言うとおりかもしれん」

　こっくりと、クワガタ警部は頷うなずいた。

「いつまでも落ち込んでいたところでどうしようもないな。やはりこの時代で出来ることを探すとしよう。やはり警察だな。よし、この時代の警官にしてもらうとしよう」

　恐るべき短たん絡らく思考で、だけど確固たる信念を胸に、クワガタ警部は立ち上がった。

「それではさっそく町にでも行ってみるとするか」

　川べりを後にして町を目指すクワガタ警部。その表情が突然こわばった。

　突然目の前に一台のロボットが現れたからだ。

「おい、そこのロボット。登録識しき別べつ番号は何だ？」

　クワガタ警部の職務質問に、ロボットは答えなかった。それどころか、ピーガーと音を立てながらこちらに歩み寄ってくる。

　大きさは牛乳パックほどの大きさしかないけれど、油ゆ断だんは禁物だ。かつてこれよりももっと小さなロボットに警察署を爆破された経験があるのだ。

「動くな！」

　ロボット犯罪取締課の血が騒いだクワガタ警部は、反射的に腰の電磁リボルバーを引き抜いた。そしてやって来るロボットに向ける。

　だけどロボットは止まらなかった。

　ロボットによっては音声認識率にばらつきがある。そう思ったクワガタ警部はもう一度声を飛ばした。今度は先ほどよりも強く、そしてハッキリと。

「動くな！」

　だけどロボットは止まらない。ゆっくりだが確実にクワガタ警部との距離を縮めている。

「これが最後の警告だ。すみやかに行動を止めロボット登録番号を示すこと」

　クワガタ警部の最後通告にも、ロボットは動じなかった。

「え[image: ～][image: ～][image: ～]い、仕方ない！」

　電磁リボルバーの引き金が引かれた。イナズマ状の弾丸がロボットに着弾すると同時に激しくスパークする。

　ぷすぷすと煙を立てて、ロボットはぱたんと倒れた。

「お前には黙秘権がある！」

　あくまで銃じゆうを向けながら、クワガタ警部は歩み寄った。

「ロボット弁護士を雇いたくばその旨むねを申し出ること。なおこれより、お前が喋しやべる言葉は全すべてロボット裁判においての証拠となる。さらに…………」

　熱血してるクワガタ警部の肩がぽんぽんと叩たたかれる。

「何だ？　今大切なところなのに！」

　振り返ったクワガタ警部は、あっと声を上げる。

　そこに立っていたのはお巡まわりさんだった。もちろん21世紀のだ。

「これは失礼いたしました！」

　クワガタ警部は慌あわててその場で敬礼をした。

　お巡りさんは壊こわれたロボットを見下ろし、尋たずねた。

「これ、君がやったの？」

「はい、そうであります！　怪あやしいそぶりをしておりましたので職務質問をしようとしたところ、きっぱりと拒否をされました。さらに、本官に対する敵意行動も見られたため、やむおえず発砲いたしました」

　迅じん速そくな手際を賞賛されるんじゃないか？　もしかしたらこれがきっかけであっさりとこの時代の警察官になれたりして………。

　そんな虫のいいことを考えるクワガタ警部だったけど、世の中そんな甘あまくなかった。

「君もしょうがないひとだね。子供の玩具おもちやを壊こわしちゃうなんて。ほら、かわいそうに泣いちゃってるじゃないか」

　お巡りさんが指差した先には、泣きじゃくるお子様がいた。

「え？　玩具」

　ポカンとした顔でクワガタ警部が呟つぶやく。

「ま、とりあえず署しよで話を聞こうか？」

　にこやかに、だけど有う無むを言わせぬ口調でそう言うと、お巡りさんはクワガタ警部の肩に手を置いた。
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　所変わって大おお江え戸ど市本ほん町の住宅街にある日につ本ぽん橋ばし電気店。

「ちょっとワルオ！」

　えるなのとげとげとした声が響く。

「何だようっせえな」

　台所から顔を出したのはワルガキッドだ。だけどその格好に犯罪ロボットの面影はない。割かつ烹ぽう着ぎを着用して頭には手ぬぐいなんかを巻いていた。しかも手にもってるのは雑ぞう巾きんとバケツだ。

　21世紀にやって来てから早一週間。相変わらず毎日こき使われているワルガキッドなのだ。

「言っとくが台所の雑巾がけはちゃんとやってるからな！　終わるまではまだ時間かかるからな！　それに台所の雑巾がけの後は窓を拭ふくように頼まれてるからな。それが終わったら庭の草取りをしろとも言われてるからな。他ほかに頼みたいことがあるならもう少し後にしてくれよ」

「違うわよ。アタシが聞きたいのはこれのことよ！」

　えるなは手にもっていたそれをずいっとワルガキッドの鼻はな面づらに突きつけた。

「ど[image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～]ことよ、これ？」

「ど[image: ～][image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～][image: ～]ことって…………風ふ呂ろの洗剤がどうかしたのか？」

「問題は中身よ。どうして空っぽになってるのよ。昨日きのう開けたばっかなのに」

「だってお前が風呂はピカピカにしろって言っただろ」

「言ったわよ。だけど誰が洗剤をだばだば使えって言ったの？　力いっぱいブラシで擦こすればキレイになるのに」

「だったら最初から洗剤はあんまり使うなって言えよ」

「言わなくたってそれぐらい分かるでしょ。うちが貧乏だってこと考えれば節約しようかなって思うのが普通よ。それ以前にいくらぴかぴかにしたいからって洗剤を一本丸々使うなんてありえないわよ。非常識よ」

　そこで、えるなは左右に首を振った。

「ま、しょうがないか。あんた相手に非常識を説明したってしょうがないわね。あんたの存在自体が非常識の塊かたまりなんだから」

「うるせ[image: ～][image: ～][image: ～]な」

　ぶっきらぼうにワルガキッドは言った。

「次から気をつけるよ[image: ～][image: ～]にするよ」

「絶対だからね。今度こんなことしたらそんときは容よう赦しやしないからね」

　ワルガキッドにぴしゃりと言いつけてから、えるなはつけ加えた。

「あと、庭の草むしりが終わったら布ふ団とん干ほしお願いね。アタシはお父さんの修理の仕事手伝って裏の倉庫にいるから、何かあったらそっちに来ること。なまけないよーに」

　念を押すように言うと、えるなは去って行った。

「……………勘かん弁べんしてほしいよなホント」

　雑ぞう巾きんを片手に、ワルガキッドはため息を吐はき出した。

「出来ることならさっさとこんなとこ逃げ出したいとこだけど…………」

　ワルガキッドははらはらと落らく涙るいした。

「制御装置をつけたえるなをほっとく訳にもいかんしな。下手へたにいじってジャミング電波でも出された日には地獄だぜ。第一にパワーレベル１のままでうろついたって何も出来やしない」

（いっそ、えるなに話しちまおうか）

　そんなことをワルガキッドは考えた。

（お前が腕につけてるそいつは実は腕時計なんてもんじゃなくオレ様の制御装置だって。下手へたにいじくりまわすとオレ様の頭が痛くなるジャミング電波が出たりするからなるべく触らないようにしろよって。それからパワーレベルを上げてくれって頼んで……）

　だけど首を強く振る。

「ダメだな。はいそうですかって素直にレベルを上げてくれるとは思えねえし。あれがオレ様の制御装置だって知ったら最後、鬼おにの首でも取ったようにジャミング電波発生ボタンを押すはずだ。ゴックアックのじじいがそうしたように」

　ワルガキッドの頭に記憶がフラッシュバックする。

『お、テレビのリモコンに手が届かないぞ。キッドに取ってもらうとするか。ポチっとな』

『お、ゴミ箱に投げたゴミが入らなかったわい。しょ[image: ～][image: ～]がない。キッドに拾わせるとするか。ポチっとな』

『背中がかゆいぞ。キッドに搔かかせるかいの、ポチっとな』

　そのたびに、ギュンギュンと痛む頭を押さえながらワルガキッドは駆かけつけ、テレビのリモコンを取ったりゴミを拾ってゴミ箱に入れたり背中を搔いたりしてたのだ。

「あれは、つらい日々だったな」

　ワルガキッドは唇くちびるを嚙かみ締めた。

　しばし、過去の（時間軸的にははるか未来のことだけれど）つらく苦しい思い出を嚙み締めてから、ワルガキッドは頷うなずいた。

「とにかく、えるなに制御装置のことを話すのは止やめよう。外せないことをぬかせば何の変へん哲てつもない腕時計ってことでずっと誤解していてもらうとするか。装置の機能に気がつかなければオレ様が苦しめられることもない。ゆっくり考えるとしよう。制御装置をえるなの手からとり外す方法を」

「ちょっとワルオ」

　いきなり声がかけられたもんだから、ワルガキッドはおおいに驚いて飛び跳はねた。

「な、何だよえるな。い、いきなり出てくんじゃね[image: ～][image: ～]よ。びっくりするじゃね～か」

「いきなりじゃないわよ。何度も呼んだけど返事がないから来たんじゃない」

　そう言ってから、不思議そうにえるなが尋たずねた。

「で、制御装置だの腕時計だの呟つぶやいてたけど、何のこと？　もしかしてこれのこと？」

　持ち上げる右手首には、ワルガキッドの制御装置がしっかりと巻きついている。

「違う！」

　不自然なくらい力いっぱいワルガキッドは否定した。それからやっぱり不自然に笑い飛ばす。

「な、何言ってんだよ。そんな何の変哲もない腕時計が制御装置なはずがないだろ？　第一何を制御するってんだよ。意味分からないな[image: ～][image: ～]、オレ様。分からなすぎて動力炉がオーバーヒートしてお茶が沸わかせそうだぜ」

「分かんないのはあんたの電子頭脳の方よ」

　呆あきれたようにそう言ってから、改めて腕時計に目を向けるえるな。

「それにしても、これ。ほんとど[image: ～][image: ～]やって外すのかしらね。もう一週間もつけっぱなしよ」

　また腕時計をぐいぐい引っ張ったりし出すえるなを、ワルガキッドは慌あわてて止めた。

「バカ、止やめろって！　うっかりボタン押したら大変じゃないか？」

「え？　ボタン？」

「いや、何でもなくって、つまり、そのただの腕時計は何の変へん哲てつもないただの腕時計なんだが一応オレ様の思い出の品であってな。あんまり乱暴に扱わないで欲しいってことだ。別に急いで返してくれとも言わんし、忘れたころにぽろっと外れるさ」

「ま[image: ～][image: ～][image: ～]、別にきついとか蒸むれるとか重いとか邪じや魔まとかそ[image: ～][image: ～]ゆ[image: ～][image: ～]のはないからいいんだけどね。分かったわ。それじゃもうしばらくアタシが使わせてもらっとくわよ」

「ああ、そうしてくれそうしてくれ」

「少なくとも時間だけはきっちり正確なのよね。この時計」

　そんなことを呟つぶやきながら台所を出て行く。

「ふう、何とか誤ご魔ま化かしたか。オレ様の制御装置だってことは絶対に秘密にしなきゃなんねえからな」

　ワルガキッドがそう呟いた直後………

「そうそう、言い忘れたわ！」

　なんて感じに再びえるなが顔を出すもんだから、ワルガキッドはまた飛び上がって驚いた。

「さっきから何なのよ。あんたって意外と小心者なのね。笑っちゃうわ」

　宣言どおりにバカにしたように笑ってから、えるなは用件を口にした。

「アタシとお父さん修理で身動き取れないから、布ふ団とん干ほしまで終わったら買い物に行って来てくれない？　お昼のカップラーメンを買って来て欲しいんだけど」
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　カゴの中の商品を、一つずつバーコード読み取り機の前を通していく。その度にぴっぴと鳴る音が何だか心地いい。

　全すべてを通した後でレジに表示される金額を、女性は口にした。

「はい、全部で２３５６ツーカになります」

「え？　ツーカ？」

　不思議そうな顔をするお客を前に、女性は慌あわてて言い直した。

「すみません。円です。２３５６円です！」

　五千円札を渡されてレジをうつ。出てきた金額のおつりをお客さんに手渡す。

「どうも、ありがとうございました」

　深く頭を下げてお客さんを見送ってから、女性は大きく息を吐はき出した。

「いけない、いけない。ツーカってのは24世紀のお金の単位でしたね。21世紀は円ですよね。間違えないようにしなくちゃ」

　何度も何度も繰り返してる女性が誰なのかは説明するまでもないだろう。

　未来からうっかりやって来てしまったミニパトのお姉さん。ガネッコさんだ。

　そろそろ非常食もなくなってきたし何とかしないとと思いながら、21世紀の町をぶらぶらと歩いてたときにアルバイト募集の張り紙を見つけた。

　試しに面接を受けたら通ってしまったのだ。

「やあ、金かね子こくん。調子はどうかな？」

　人の良さそうなおじさんがやって来る。このニコニコスーパーの店長だ。

「あ、店長」

　ガネッコが頭を下げる。それから言った。

「あの、わたしの名前は金子じゃなくって、ガネッ」

　最後まで言い終わる前に、店長が喋しやべり出してしまう。

「なかなかがんばっているようじゃないか？　みんな誉ほめてたよ。はきはきと元気のいい子だって」

「あははは、そ[image: ～][image: ～][image: ～]ですか」

　頭の後ろに手をやってガネッコは照れくさそうに笑った。だけど思い出したように真ま顔がおになる。

「あの、しつこいようですけど私の名前は金子じゃなくって」

「いや[image: ～][image: ～]、いい人が入ってくれて助かってるよ。その調子でがんばってくれたまえ。それじゃな、金子くん」

　店長は行ってしまった。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]あ、結局金子のままかあ」

　やれやれとガネッコは息を吐はき出した。ついでに胸のプレートを見る。もちろん書かれてるのは金子って文字だ。

「まいっか。何度も聞いてたら何だか慣れてきちゃったし」

　持ち前の能天気さでガネッコは気にしないことにした。

「カネッコカネッコ、わたしの名前はカネッコカネッコ金子ちゃん」

　もう二度と同じ歌は歌えないだろうっていう即席ソングを口ずさんでいると、レジにカゴが置かれる。子供連れのお母さんだ。

「いらっしゃいませ」

　ガネッコが商品の計算をする中、子供が母親の服を引っ張って言った。

「ね[image: ～][image: ～]ね[image: ～][image: ～]ママ。変な格好した人が入って来たよ！　きっと未来警察ポリスマンの新しい敵だよ！　早くポリスマンを呼ばないと！」

「何言ってるの？」

　子供が指差す方向に顔を向けたお母さんは思わず声を漏もらした。

「あら、本当。近くでロケでもやってるのかしら？」

「ね[image: ～][image: ～][image: ～]ママ、見に行ってもいい？」

「ダメよ。もう家に帰らないといけないから。大丈夫よ。きっとすぐにテレビで見れるから」

　支払いを済ませて、親子は店を出て行った。

「怪人？…」

　ガネッコが顔を動かすけれど、残念ながらそれらしき人物は見当たらなかった。棚の陰に隠れてしまったらしい。

「おっと、お客さんをじろじろ見るなって言われてたんだ。気をつけなくっちゃ」

　そう呟つぶやいてから、考える。

「未来警察ポリスマンか」

　ちょっとした興味を覚えたガネッコは、辺りをきょろきょろと見渡し人ひと目めがないのを確認した。それからレジのすぐ前にあるちょっとした本のコーナーに手を伸ばす。お目当ては子供向けのキャラクター雑誌だ。

「あ、やっぱり載のってた」

　表紙に未来警察ポリスマンって単語があるのを確認してから、本を開く。

　そこにあったのは未来っぽい仮面のヒーローだ。

「なるほど、これがポリスマンなのか。えっと、未来からタイムスリップして来た警察官がポリスマンとなって戦う。敵は同じくタイムスリップして来た未来犯罪者達…………か」

　ガネッコは頷うなずいた。

「これ、おじさんに見せたら元気出るかも。まあだからってポリスマンになるって言われても困っちゃうけどな。未来犯罪者なんて来るはずないし」

　そんなことをガネッコが呟いていると、どさっと買い物カゴがレジ台に置かれた。たくさんのカップラーメンが入ってる。

「あ、すみません」

　ガネッコは慌あわてて本を隠すと深く頭を下げた。

（いけないいけない。お仕事中に本なんか読んでちゃいけないわね。クビになっちゃったら大変だもの）

　自分に言い聞かせながら、顔を上げたガネッコは、思わず凍こおりついた。

　レジの前にいたのは、奇き妙みような格好をした少年だった。全身を黒をベースにしたプレートのような物で覆おおっている。コウモリをモチーフにして作られたようなヘルメットも実に悪者チックだ。

　この格好を見た人が特とく撮さつ物ものの悪者キャラだと思うのも普通のことだろう。

　だけどガネッコは違ってた。24世紀の未来からやって来たガネッコは、その少年をよく知ってたからだ。ニュース映像とかでよく見てた。

「ワル！！！！」

[image: ]

　思わずその名前を叫びそうになって、慌あわてて口を手で押さえた。

（いけないいけない。名前なんか叫んじゃったらわたしが未来の人間だってばれちゃうわ！）

「おい、何してんだよ。早くレジやってくれよ」

「は、はい。分かりました」

　震える手で、ガネッコはレジをすませる。

「全部で１５２５ツーカに………」

（あ～、わたしってばまた何てこと口走ちゃってんのよ！　あ[image: ～][image: ～]バカバカ、これでわたしが未来人だってばれちゃうわ！！！）

　激しく自己嫌悪して自分の頭をぽかすかと叩たたくガネッコ。

（ああ、きっと噂うわさのプラズマブラスターってのでわたしは撃たれちゃうんだわ。もしくはエネルギーソードってので真っ二つにされちゃうのかも………いえ、それともなぶり殺しに！）

　そんなことを考えて、はらはらと涙を流すガネッコだったけどれど。

「ほらよ、２０００ツーカだ」

　千円札が２枚突き出された。

　どうやらガネッコのことを撃ったり切ったりなぶったりするつもりはないようだ。

「さっさとしてくれよ」

「は、はい」

　札を受け取っておつりを渡す。

「ったく、ノロノロしやがって」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、ワルガキッドは買ったカップラーメンをビニール袋に入れるとそれをぶら下げて歩き出す。

「ね[image: ～][image: ～]ね[image: ～][image: ～]、何その格好？」

「どっかで撮影やってるの？」

　近寄ってくる子供達にしっかりとガンを飛ばしながら、ワルガキッドは店を出て行った。

「助かったわ」

　ガネッコはふうと息を吐はき出した。

「だけど、まさかワルガキッドまでタイムスリップして来てたなんて………」

　そう呟いてから、ガネッコは立ち上がった。

「そうだ、こうしちゃいられませんね。一応わたしも24世紀の警官ですもん」

　すくっと立ち上がったガネッコは、ちょうど近くの商品棚の整理をしていた店長に声を飛ばした。

「すみません！　緊急事態のため、わたし、オーエドポリス交通課所属、ガネッコ・クワガタ巡査は本来の職務に戻ります！」

　びしって敬礼をすると、ガネッコはスーパーを飛び出した。

「金かね子こくん、一体何を言ってたんだろ[image: ～][image: ～]な？」

　店長が困こん惑わく気味にクビをひねった。
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「帰ったぞ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　日につ本ぽん橋ばし電気店へワルガキッドは戻って来た。

「ご苦労様」

　えるなが顔を出す。

「そろそろお昼にしよって思ってたの。ちゃんと買って来た？」

「ほらよ」

　ワルガキッドが突き出した袋を、えるなは覗のぞき込んだ。

「何よ、みんなわかめラーメンじゃない。もっといろんなの買って来てくれりゃいいのに」

　ぶつぶつと文句を言うけれど、それでも爆発するほどの不満はないようだ。

「そうそう、忘れてた。お釣つり」

「別に盗ぬすもうなんざ思っちゃいねえよ」

　ワルガキッドがえるなにつり銭を手渡した。

「ほらよ。言っとくがちょろまかしたりなんざしてねえからな。全部で１５２５ツーカだから、おつりは４７５ツーカ。間違いないだろ？」

「…………………」

　えるなが目をぱちくりとさせる。

「何だよ。おかしくないだろ？」

　そう言うワルガキッドだけれども、ちょっと不安になったりする。

「ちょっと待ってろ」

　ワルガキッドはえるなに背を向けると、指を折って計算した。

「ええっと、２０００から１５２５を引くとあれがああなってこれがこうなって十のくらいがこうであ[image: ～][image: ～]で」

　とても電子頭脳を使っているとは思えないくらいたっぷりと時間をかけて（広告の裏側なんかも使ってなんとかして）計算を終えてから、ワルガキッドは自信満々に言った。

「ほら、やっぱり４７５ツーカじゃね[image: ～][image: ～]か。お前の計算の方が間違ってんだよ。バッカじゃね～のか？　こんな計算を間違えやがって」

　バカにしたように言うワルガキッドだけど……。

「バカはどっちよ。こんな計算にそんなにも時間かけて」

　間かん髪ぱつ入れずにえるなが言い放った。

「別に計算が間違ってたからアタシは変な顔したんじゃないんだからね。あんたがおかしなこと言うから。何よ、ツーカって」

「何って、金の単位だろ？」

「あのねえ、お金の単位は円なの。ツーカなんてのじゃないの。どこか別の国のお金の単位じゃないの？」

「あ………」

　さすがのワルガキッドが気がついた。21世紀と24世紀ではお金の単位が変わっているってことに。

　もちろん正直に言えるはずはない。そんなことをしたらこれまでついてきたウソがばれてしまう。

「そ[image: ～][image: ～]だそ[image: ～][image: ～]だ。エンだ。エン。いや[image: ～][image: ～]、オレ様としたことが何を勘かん違いしてたんだろ[image: ～][image: ～]な。何だよツーカって。本当、オレ様の電子頭脳ってばときどき訳分かんないことを言うんだから困ったもんだぜ」

　笑って誤ご魔ま化かすワルガキッドを、えるなはひややかに見つめた。

「ウイルスにでも侵食されてんじゃないの？　しかもものすごくタチの悪い奴やつに。うつさないでよ。アタシまでバカになっちゃうから」

　それだけ言って、奥へと引っ込んで行く。

「ちくしょう、オレ様がバカだって言いたいのかよ」

　ぎちぎちと牙きばを嚙かみ締めるワルガキッドだったけど、少し反省もする。

「オレ様が未来から来たってことは言わない方がいいだろうからな。これからはもう少し気をつけるようにしよう。しかし金の単位が変わってたとはな。知らなかったぜ」

　そこで、「ん？」って顔をした。

「待てよ、確かスーパーのレジの女、ツーカって使ってたよな。そ[image: ～][image: ～][image: ～]だよ。使ってたよ」

　しばし深刻な顔で考える。

「まさかあの女も24世紀から来た……………なんてこたねえよな」

　軽く笑うワルガキッドに、奥の方から声が届く。

「ワルオ。カップラーメンあんたも食べる？」

「おう、オレ様も食うぜ！」

　お金の単位のことなんか忘れて、ワルガキッドは家の奥へと向かった。
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　さらさらと流れる小川を、クワガタ警部は見つめていた。

　その背中には哀あい愁しゆうがずっしりと背負われている。いや、もはや哀愁を通り越して悲壮感にすらなっている。

　結局、警察に連れてかれたクワガタ警部は、子供の玩具おもちやを壊こわしたってことでこっぴどく叱しかられたのだ。さらにその言動や服装、身分証明書のないことから、不法滞在の外国人とまで思われてしまう始末だ。意を決して未来から来たことを打ち明けてみたとたん、今度は病院へ連れて行かれそうになってしまう。

　何とか逃げ出してはこれたものの、クワガタ警部の心はもうどうしようもないくらいへこんでしまってた。

（ああ、本官はこれから一体どうすればいいのだ……………）

　はああああああと、何度目か分からないため息を吐はき出したときだった。

「おっじさ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！！！！」

　聞き慣れた声が聞こえてくる。

　肩越しに振り返ると、河か川せん敷じきの土ど手てを駆かけ下りてくる姪めいっ子の姿があった。

「おっじさ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！！！！」

　あまりにも急いで駆け下りて来たものだから、ガネッコの足がもつれてしまう。

「あ！！！」

　ごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろ！

　景気よく、ガネッコは土手を転げ落ちて来た。それでも大たいしてダメージを受けた様子もなく立ち上がるとクワガタ警部めがけて走って来る。

「大変です！　おじさん！」

　ずれたメガネ顔を、クワガタ警部につきつけた。

「未来警察ポリスマンです！　ポリスマンなんです！」

「…………………」

　クワガタ警部はぎょろっとした目をぱちくりさせた。

　そして同情するかのような視線をガネッコに向ける。

「そうか、そうだよな。気き丈じようには振る舞っているようでもお前も大変だったんだな」

「はい？」

「だけど空想の世界に逃げ込むのはどうかと思うぞ」

「ちょっとおじさん！」

「さ、本官と一緒に川のせせらぎでも見ようじゃないか。気分が和なごむぞ」

「おじさん！！！」

　叩たたきつけんばかりの声で、ガネッコは言った。

「そんな還かん暦れきを迎えたおじいちゃんみたいなこと言ってる場合じゃないんですよ！　未来警察ポリスマンなんですよ！」

「だから、一体何なのだ未来警察ポリスマンってのは」

「あ、そっか。こんなこと言っても分かるはずないか。わたしも落ち着かなくちゃ。わたしも」

　す[image: ～][image: ～]は[image: ～][image: ～][image: ～]す[image: ～][image: ～][image: ～]は[image: ～][image: ～][image: ～]とガネッコは深呼吸をした。服の汚よごれも払ってずれたメガネももとに戻した。

　それから、改めて説明を始めた。

「わたし、見ちゃったんです！」

「誰をだ？」

　大たいして興味なさそうに呟つぶやくクワガタ警部に、ガネッコは力一杯に叫んだ。

「ワルガキッドです！！！」

「………………」

　クワガタ警部は、しばしポカンとした表情を見せた。

　きっかり３秒後、大口を開けて叫んだ。

「ぬわんだと！！！！」

　ガネッコの肩を摑つかんで前後左右に揺さぶる。

「おい、それはどういうことだ？　一体どこでどんな風に見たんだ！　どうして奴やつがここに！！！」

「スーパーのレジうちのバイトをしてたらワルガキッドが来たんです。あいつもわたし達と同じようにタイムスリップして21世紀に飛ばされて来ちゃったんですよきっと！」

「な、なんということだ！！！」

　クワガタ警部はよろよろとよろめいた。

「奴やつに暴れられたらこの時代の警察では止めようがないぞ」

「そ[image: ～][image: ～]ですよね。24世紀の警察でだって捕まえられなかったんですから」

　ギロって音が出るくらいの勢いで睨にらまれてガネッコは慌あわてて口をつぐんだ。

「それで、奴は一体何をした？　店をぶち壊こわしていったのか？　それとも商品を根こそぎ奪っていったのか？」

「いえ、それがごくごく普通に買い物していきました。インスタントラーメンを」

「………………インスタントラーメンを買っていっただと！　おかしいぞ、奴はロボットだ。飯なんぞ食べなくても平気なはずだが。そうか、分かったぞ」

　確信をこめて頷うなずく。

「ゴックアックも一緒だな。インスタント食品はゴックアックのために違いない。きっとこの時代でも何かをたくらんでいるはずだ。何としてでも阻そ止ししなければ」

　拳こぶしを固めて、クワガタ警部は力強く言った。

「はい、おじさんがそう言うと思って、こっそりワルガキッドの後をつけておきました。潜せん伏ぷく先をつきとめてます」

「でかしたぞ！　ガネッコ！　そうと決まれば時間がない。さっそく行くぞ！！！　ミニパトを出せ！」

「あ、それはムリですよ」

　ガネッコが首を横に振る。

「ポチちゃん１号はちょっと故障中です。修理には３時間くらいかかっちゃいます」

「どうしてもっと早くに修理しておかなかったんだ！」

「仕方ないじゃないですか！　面倒臭かったんですから」

　堂々とガネッコは言った。

「ええい、仕方あるまい」

　クワガタ警部がミニパトに駆かけ寄った。後部の収納庫を開くと中を覗のぞき込む。

「電磁ネットバズーカにショックガンか。交通課のミニパトだから装備は乏とぼしいがまあないよりはましだ」

　取り出した武器を担かつぎ上げる。最後にポケットから取り出した電子アイつきサングラスを装着する。

「さあ、ガネッコ。お前も早く制服に着替えるんだ！」

「えええ、わたしも行くんですか？」

　思いきり不満の声を上げる。

「わたしお留守番でいいですよ。ポチちゃん１号の修理をしてますから」

「何を言っているんだ。お前も栄はえあるオーエドポリスの警察官だろうが！　いいや、それだけではないぞ。本官達は24世紀の警察組織の代表と言っても過言ではないのだ！」

「分かりました。分かりましたって。だけどこの服じゃダメです？」

　おずおずと懇こん願がんするような瞳を向けるガネッコだったけれども………。

「ダメだ！！！」

　却きやつ下かされた。
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　そして……………。

「ガネッコ。本当にあそこなのか？」

　クワガタ警部が、小声でガネッコに尋たずねる。

「はい、間違いありません」

　こっくりと頷うなずく。

　ここは大おお江え戸ど市本ほん町の住宅街。ブロック塀べいの陰から日につ本ぽん橋ばし電気店をこっそりと見ているのだ。

「ううむ、なんともいかがわしい場所ではないか。そこはかとなく敵のアジトと言った香りがするぞ」

「そうですか？　わたしにはこの時代の小さな電気屋さんにしか見えないですけど」

「きっとあそこにゴックアックとワルガキッドは何か悪巧だくみをしているに違いない。地球征服とかそういったとんでもないことを」

　勝手に想像して、クワガタ警部は勝手に鼻息を荒くした。

「よし、ガネッコ。目立たないよう注意しながら入り口付近まで近づくぞ」

「目立たないように………ですか」

　はあってガネッコが息を吐はき出す。

「それはもうムリだと思います」

　そっと周りに目を向けると、子供達がいた。近所のお子様達だ。気のせいなんかじゃなく先ほどよりもその数を増やしている。

「ね[image: ～][image: ～][image: ～]ね[image: ～][image: ～][image: ～]、それ何のコスプレなの？」

「ポリスマンに出てくる未来警察の制服に似てるよね」

「かっくい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「これ本物なの？　ちゃんとびびびびってビームか何か出るの？」

　一人の子供がクワガタ警部の腰のホルスターから電磁リボルバーを引っ張り出して遊び始める。

「こ、こら。それは玩具おもちやじゃないんだぞ！」

　慌あわてて、クワガタ警部が電磁リボルバーを取り上げた。

「こ[image: ～][image: ～]なるんじゃないかと思ってましたよ」

　制服を子供達に引っ張られながらガネッコが呟つぶやく。ぴらぴらのミニスカートをめくろうとしてた男の子の手をぴしゃりと叩たたいた。

「Ｈな男の子は女の子に嫌われちゃうよ」

「ね[image: ～][image: ～]ね[image: ～][image: ～]、おじさん達ってワルオお兄ちゃんの友達なんでしょ」

　鼻水をたらした男の子が、そんなことを言ってきた。

「ワルオ兄ちゃん？」

「うん、電気屋さんにいる悪者みたいな格好した人」

「ガネッコ」

「おそらく、ワルガキッドのことだと思われます」

　ガネッコが頷うなずく。

「あ[image: ～][image: ～]、君」

　クワガタ警部はしゃがみこむと、無理して作った猫ねこなで声で尋たずねる。

「その悪者みたいな格好した人のことなんだが、いつからあそこにいるか知ってるかな？」

「う[image: ～][image: ～][image: ～]んとね、最初に見たのはこの前の日曜日だよ」

「おじさん！」

「ああ、本官らが来たときと時間が一致するぞ。間違いない、奴やつも時間を超えてこの世界に来たんだ」

　こっくりと頷いてから、クワガタ警部はさらに質問をした。

「一緒に老人はいなかったか？　こう何と言うか、とてつもなく悪いことを考えそうな」

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、そんな人は一緒じゃなかったなあ」

「そ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]だね。知らないよ」

　子供達は首を横に振る。

「おじさん。つまりゴックアックは時間を超えて来ていないのかも？」

「いや、まだ結論を出すのは早い。あの店の地下に隠れて極秘に研究を行っている可能性もあるからな。スーパーにカップラーメンを買いに来たのがいい例だ。ワルガキッドが自分の意志でそんなことをするとは思えんし、きっと誰かの命令だったに違いない。奴やつを操れると言ったらやはり製作者であるゴックアックしかいないだろう」

　確信を込めて頷いてから、再び子供に顔を向ける。

「それで、今もその悪者みたいな格好をした男はあの店の中にいるのかい？」

「ううん。ワルオ兄ちゃんならお出かけしたよ」

「リヤカーを引っ張ってたよ」

「冷蔵庫とテレビが載のってたよ」

「冷蔵庫とテレビが載ったリヤカーを引っ張ってた………ですか」

　ガネッコが少し考えて呟つぶやいた。

「電気屋さんの配達か何かですかね？」

「バカ！」

　クワガタ警部の叱しつ責せきが飛ぶ。

「あのワルガキッドがそんなことをするはずがないだろう。きっとそれは配達に見せかけた極ごく秘ひ作戦行動なのだ。きっと何か特殊な装置を運んだに違いない。大いなる野望のために」

「ワルオ兄ちゃんに用事があるんだったら探して呼んできてあげよっか。みんなで探せばきっと早いよ」

「うんうん、いこ～いこ[image: ～][image: ～]」

　走り出そうとする子供達に、クワガタ警部が大きな声を張り上げた。

「こ、こら！！！　そんなことをしてはいかん！！！」

　突然怒ど鳴なられてびっくりして固まってしまう子供達に、クワガタ警部は真剣な顔で言った。

「いいか、君達。詳くわしい話は言えないが、その悪者みたいな格好をした男は、格好だけではなく本当に悪者なのだよ。しかもただの悪者じゃない。とてつもなく危険で恐ろしい悪者なんだ。だからもしこれから見かけたとしてもすぐに逃げること。危あぶないからね」

「ワルオ兄ちゃんが悪者？」

「すっごく危険で恐ろしい？」

　子供達が一いつ斉せいに笑い出した。

「おじちゃん何言ってるの？」

「そ[image: ～][image: ～][image: ～]そ[image: ～][image: ～][image: ～]、ワルオ兄ちゃんが危ないなんて」

「ちっとも危なくないよ」

「おっかし[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]の[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「とにかく見つけてくるね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「じゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　子供達が走り出す。

「こら[image: ～][image: ～][image: ～]、余計なことはするんじゃない！！！！」

　またクワガタ警部が怒鳴ったけれど、子供達はさっさと行ってしまった。

「いかんぞ。あの子供達がワルガキッドに本官達のことを話す前に、ゴックアックだけでも確保してしまわねば。なあ、ガネッコ」

「そ[image: ～][image: ～]ですね。だけど、ちょっと気になりませんか？　あの子供達の言葉。ワルガキッドが危なくないって、どうしてあそこまで言いきれるんでしょうかね」

「さあな。たまたまワルガキッドがこの辺りでは暴れていないということだけだろう。極秘作戦のために目立つことを避けているのだろうな。それより行くぞガネッコ。時間がないぞ！」

　クワガタ警部が電磁ブラスターをかまえて走り出す。行く先は日につ本ぽん橋ばし電気店だ。

「ああ、待って下さいよ[image: ～][image: ～]」

　ガネッコも、小型のショックガンを片手にクワガタ警部を追いかける。

「おりゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　開いた自動ドアから店内に飛び込むと、クワガタ警部は電磁リボルバーをかまえ叫んだ。

「ゴックアック！　ロボット犯罪取締法、第16条15項により、犯罪用ロボットを製造しそれを使役し犯罪行為を行った罪により逮たい捕ほする！」

「だそうです！」

　ガネッコも叫んだ。

　だけど、誰も返事してくれる人はいなかった。店内には人の姿がない。

「留守……なのかな？」

　ガネッコが呟つぶやいた直後、店の奥からぱたぱたという足音が聞こえてくる。

「はいはいはいはい、ちょっと待ってて下さいね[image: ～][image: ～][image: ～]」

　のれんをくぐって出て来たのは、一人の女の子だった。十四、五歳さいだろう。気の強そうな鋭い目つきをしている。

「動くな！」

　電磁リボルバーを向けたまま、クワガタ警部はサングラス脇のスイッチを押した。ピコピコといった電子音を響かせてから、人間という文字が投影される。

「どうやらゴックアックの作ったメカではないようだな」

　クワガタ警部のサングラスは小型のスキャン機能を持っているのだ。

「おい、ゴックアックはどこだ？」

「は？」

　女の子がきょとんとした。

「何を言ってるんですか？」

「隠すな！　もう調べはついているのだ。大人おとなしくゴックアックの居場所を言え！」

「なんなのよ！！！！」

　女の子が爆発した。

「いきなり店に入って来て訳の分かんないことをまくしたてて。失礼にも程があるわよ！　何よ、新あら手てのいやがらせか何か？　言っとくけど立ち退のきなんかしませんからね！！！　新しい場所で店開く余よ裕ゆうなんてないんだから！！！」

「あの、おじさんおじさん」

　ガネッコがクワガタ警部のそでを引っ張る。

「この女の子はこの時代の人間じゃないでしょうか？」

「何？　ということは……………ゴックアックに脅おどされて」

「はい、その可能性があるかと」

「そうか」

　クワガタ警部が電磁リボルバーを下ろす。

「すまない。君を疑ってしまって。だがもう安心していいぞ。本官達が来たからにはもう奴やつらの好きにはさせん。さあ、ゴックアックはどこにいる？」

「だから[image: ～][image: ～][image: ～]、ゴックアックなんて知らないんだってば」

　うんざりとした口調で、女の子は言った。

「そんなはずはないだろう。近所の子供達の証言からワルガキッドがここに潜せん伏ぷくしていることは間違いないのだからな」

「ワルガキッド？」

　女の子が目を大きくした。

「何？　それじゃおじさん達って、ワルオのこと追いかけてる悪い科学者の手て下したか何か？」

「悪い科学者の手下？」

　今度はクワガタ警部がきょとんとする番だ。

「君、一体何を？」

「え、だってワルオの奴がそんなこと言ってたから。自分はどこかの研究所から廃はい棄き処しよ分ぶんになる寸前に逃げ出して来たって」

「おじさん。ワルガキッドはここの住人にウソをついているのではないかと」

　小声で囁ささやくガネッコに、クワガタ警部も同意する。

「ありえるな。身を隠すために自らの正体を秘密にしているのだろう」

「ここは全すべてを説明しこの女の子に協力してもらうのは」

「そうだな。それしかあるまい」

　こっくりと頷うなずいたクワガタ警部は、女の子に顔を向けると敬礼をした。

「大変失礼をいたしました。本官はへージロー・クワガタ。オーエドポリスロボット犯罪取締課に勤務するものです。隣りにいるのは本官の姪めいであり同じオーエドポリスの巡じゆん査さであります！」

　暑苦しいテンションで、クワガタ警部は続けた。

「本官らは４００年もの未来、24世紀より時空を超えてやって来たのであります！」
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「ど[image: ～][image: ～][image: ～]ぞ」

　クワガタ警部とガネッコの前に、えるなはお茶を差し出した。

　ここは日につ本ぽん橋ばし電気店のお座敷だ。二人には一応座ざ布ぶ団とんに座ってもらってるのだ。

「さてと」

　向かい側に腰を下ろしたえるなは、ものすごく疑わしい目を二人に向け尋たずねた。

「えっと、アタシの記憶力がダメダメじゃなかったら、さっき時空を超えたとか何とか聞こえたように気がするんですけど」

「確かにその通りです。24世紀より時空を超えてこの時代へやって来たのであります」

「ものすっごく信じられないことなんですけど、これは本当のことなんです」

　ガネッコも熱い瞳で言う。

「24世紀から来たね[image: ～][image: ～][image: ～]。まあ、確かにものすごく未来っぽい格好ではあるけれど」

　えるなは二人の格好を遠慮なくじろじろと見た。

「で、ワルオに何か用事なんですか？」

「ワルオ？　ワルガキッドはそう名乗っているのですな？」

「え？　いや別にアタシが勝手につけて呼んでるだけだけど」

「わかりました。すべてをお話いたしましょう」

　コホンと咳せき払いしてから、クワガタ警部は話し出した。

「奴やつ、ワルガキッドは、犯罪用に作られたロボットです。作ったのは科学者のゴックアック博士。国際指名手配もされている極ごく悪人です。ワルガキッドは24世紀のオーエドシティーで犯罪を繰り返していました」

　軽く深呼吸する。

「ある日、エレキプランツを襲撃したワルガキッドを本官が追い詰めました。攻防は熾し烈れつを極めましたがあと一歩というところで奴に逃げられてしまいました」

「あと一歩？　いつもみたいにあっさりやられちゃったんじゃないのかな？」

　小さく呟つぶやくガネッコの頭をゴツンと殴なぐりつけたクワガタ警部は、何事もなかったかのように話を続ける。

「そのとき、オーエドポリス所長から連絡が入りました。ワルガキッドとゴックアック博士の秘密基地の場所が分かり、国連警察軍が総攻撃をかけようとしていると。奴との攻防で自分のパトカーを破損していた本官は、たまたまやって来たこのガネッコのミニパトに乗り秘密基地へと向かったのです」

「わたしは行きたくなかったんですけどね」

「秘密基地ではすでに国連警察軍によって総攻撃が始まっていました。ワルガキッドだけは本官自ら逮たい捕ほしたい。そう思った本官は秘密基地内部にミニパトで突入したのです」

「わたしは本当に行きたくなかったんですけどね」

「その直後でした。秘密基地中央部から強い光がほとばしり…………意識が薄れました。そして気がつくと」

「この時代にタイムスリップして来ちゃったんです。ちょうど一週間前のことですよ。まあ、一週間前って言っても今現在の時間軸じくで考えると、何百年も未来の話なんですけどね」

　ガネッコが細こまかく説明する。

「一週間前ね。うちのプレハブ小屋でワルオを見つけたのもちょうど一週間前だったわ」

　腕を組んで、えるなは唸うなった。

「普通じゃないロボットだとは思ってたけど、まさか未来からタイムスリップして来てたなんてね。信じられないような出来事って本当にあるんだ」

「信じてくれるんですか？」

「ま[image: ～][image: ～][image: ～]ね。ワルオの説明も噓うそっぽいとは思ってたし。それに今の技術じゃあんなロボット作れないでしょ。悪あく態たいついて大おお飯めし食らいのロボットなんて」

　やれやれと息を吐はき出してから、えるなが尋たずねた。

「さっきワルオがとんでもない犯罪ロボとか言ってたけど…………」

「そのとおりです。ざっと見積もっても懲ちよう役えき３００年はくだらないでしょう」

「本当に？　だってあいつ、ダメダメよ」

　信じられないって顔つきでえるなは言った。

「そりゃ、ときどきものすごく強くなることはあるわ。だけど、それ以外はもうダメダメよ。小型テレビ一つ運ぶだけでひ[image: ～][image: ～]ひ[image: ～][image: ～]言ってるような」

「それはおそらく、ここに潜せん伏ぷくしたいがための演技なのでしょう」

「演技ねえ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　首を傾げる。

「そんな演技出来るような頭があるとは思えないけど」

「とにかく、このままワルガキッドを野放しにすることは出来ません！」

　クワガタ警部がまたぐわっと顔を近づけたもんだから、えるなは思わず体をのけぞらせる。

「つまり、逮たい捕ほするってこと？」

「そういうことです」

「だけど、未来に帰る方法も分かんないんでしょ？　ワルオ捕まえてどうすんの？」

「確かに、奴やつをぶちこめるような刑けい務む所しよはこの時代にはないでしょう。捕まえた後はすみやかに機能を停止させるしか」

「壊こわすってこと？」

「それしかないでしょうな」

「ふ[image: ～][image: ～][image: ～]ん、壊しちゃうね」

　難しい顔でえるなは考え込んだ。

「ところで、ワルガキッドはいつ戻って来るので？」

「遠い配達頼んだから、もう三、四十分は戻ってこないと思うけど」

「ここで待ち伏せさせてもらってもいいが、やはりワルガキッド相手には装備が心もとないか。とは言ってもこの時代の武器を調達したところで、ワルガキッドに通用する可能性も低いし。何かないだろうか」

　考え込むクワガタ警部に、ガネッコが声をかける。

「おじさんおじさん。わたしのポチちゃん１号ですけど、パワードアーマー機能がついてますよ。暴走車と対抗できるようにって交通課長がつけてくれたんです」

「お前はど[image: ～][image: ～]してそういうことを早く言わないんだ！！！　分かってたらそいつで来たのに」

「だって、おじさんが修理を待てないってせかすから」

　ガネッコが唇くちびるを尖とがらせた。

「よし、ただちに川原に戻って修理を済ますのだ。それから再びここに……待てよ」

　クワガタ警部が考える。

「こんなところで戦ったら周りへの被害が甚じん大だいになってしまうな。あの川原も人ひと気けがない訳ではないし。この辺りで人ひと目めがなく多少大きな音を立てても大丈夫な場所はあるかい？」

「そーね、粗そ大だいゴミ捨て場くらいかしらね。あそこだったらほとんど人来ないし」

「えるな君!!」

　クワガタ警部が真剣な表情で言った。

「君に頼みがある！　ワルガキッドが戻って来たら、その粗そ大だいゴミ捨て場に行くように何か用事を言いつけてくれないか？　まだ潜せん伏ぷくを続けたい奴やつのことだ。君の頼みを断ることはないだろう。頼む！」

「え、だけど、壊こわしちゃうわけでしょ。さすがにちょっと気の毒って言うか何て言うか」

「えるな君。奴に同情なぞしてはいけない。あくまで潜せん伏ぷくしたいがために君には本性を見せていないにすぎないのだから。奴やつが本ほん性しようを現したらこの辺りを瓦が礫れきの山に変えてしまうだろう」

　クワガタ警部が身を乗り出すと、威圧的に言い放った。

「この時代の平和のために、あの極ごく悪あくロボットを野放しにしておくことは出来ない！　協力してくれるね！！！」

[image: ]
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　リヤカーを引っ張って、ワルガキッドは大おお江え戸ど市の中を歩き回っていた。

　荷台には、テレビが一台積まれている。

「う[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん、確かこの辺りのはずなんだがな[image: ～][image: ～][image: ～]」

　リヤカーを止めると、手にしていた地図を見やった。えるなに書いてもらった地図だ。

　だけど彼女の性格を如によ実じつに現したような地図で、細かい道なぞは省かれている。ぶっちゃけおおざっぱなのだ。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう、分かんねえぞ！」

　電子頭脳がイライラして、ワルガキッドは地図に八つ当たりした。

　気がついたら地図がびりびりに破れてしまっていた。こんなんじゃ目的地が分かる訳がない。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]もう！！！」

　ワルガキッドはさっさと現実逃とう避ひした。

「止やめた止めた。こんなことやってられっかよ」

　リヤカーをその場に残すと、ワルガキッドは近くにあった小さな公園のベンチに寝っころがった。

「もともとオレ様はこんなつまんない仕事をするために作られたロボットじゃね[image: ～][image: ～]んだよ。もっとこう血わき肉躍おどるようなバイオレンスな犯罪をするために作られたんだ。まあ、血も肉もないけどよ」

　そんなことをぶつぶつと呟つぶやく。

「とにかく、配達なんてもう知ったこっちゃないぜ」

　そう言うワルガキッドの頭に、配達に出かける前にえるなに言われた言葉が浮かび上がる。

『ワルオ。本当は不安で不安で仕方ないけど、あんたしかいないから頼むわ。ちゃんと配達してくんのよ。うちみたいな小さな電気屋は信用がなくなったら潰つぶれるしかないんだからね。いい、しっかりやんのよ』

「知ったこったかよ。電気屋がど[image: ～][image: ～]なろうと」

　だけど、そこで思い直す。

「しかし待てよ、もし電気屋が潰れちまったら…………」

　ワルガキッドは思わず想像してしまった。店が潰れ、路ろ頭とうに迷ったえるなと作さく造ぞうさんの姿をだ。

　吹きすさぶ吹雪ふぶきの中、ひもじさに倒れる二人。そして……………。

「ダメだな。そんなことになったらオレ様まで機能停止しちまうじゃね[image: ～][image: ～]か。制御装置はあいつの腕にはまってんだから」

　やれやれと息を吐はき出す。

「しょ[image: ～][image: ～]がねな。破れた紙切れ集めて並べて何とか地図を復元してみっか。あいつがひもじさでくたばらねえように」

　よいこらしょと起き上がるワルガキッドの聴覚センサーに、何やら子供達の声が聞こえてくる。

「あ？」

　ワルガキッドが首を動かすと、公園のすみのほうにいるお子様達に気がついた。いつもワルガキッドのことをからかってる近所のお子様集団よりは大きい。小学四、五年といったとこだろう。

　大柄な少年が何かを片手で持ち高くかかげていた。小柄でメガネをかけた少年がそれを取り戻そうとぴょんぴょんと飛び跳はねている。周りにいる二人の少年はそれを見てニヤニヤと笑ってた。

「さすが21世紀だな。レトロなからかいかたしてやがるぜ」

　そんなこと呟つぶやいてから、さっさとリヤカーに戻ろうとしてるワルガキッドに、その声は届いた。

「返してよ！　ボクのロボット！」

「ロボット？」

　もう一度見る。今度は視覚レンズを調整して少しでも遠くを見られるようにして。いわゆる目を凝こらすというやつだ。まあ、パワーレベル１だからさほど変わらないのだけれども。

　大柄な少年が持ち上げているのは、プラモデルか何かのロボットだった。

「返してよ！　大事な物なんだから！　返してよ！」

　小柄な少年が必死になって声を張り上げている。

「………………………」

　少しだけ考えてから、ワルガキッドは少年達へと向けてゆっくりと歩き出した。
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「返してよ返して！」

「ここまで手が届いたら返してやるよ。ほら、もっと高くジャンプしてみせろよ」

　ロボットを取り戻そうと必死になってジャンプするメガネ少年だけど、足がもつれて倒れてしまう。

　そんなメガネ少年を見て、大柄な少年と取り巻き達がせせら笑う。

　と、そのときだ。

「もう十分楽しい思いはしただろ。さっさとそいつを返してやんな」

　そんな声と一緒に、一人の人物がやって来た。

　ダークブラック色の悪者っぽいデザインのコスチューム。コウモリをかたどったようなデザインのヘルメット。

「な、なんだよお前！」

　大柄な少年が少し上ずった声を上げる。その人物の奇き妙みようすぎるほど奇妙な格好に驚いてしまったようだ。

「オレ様か？　オレ様は見てのとおりロボットだ」

「ロボットだって？」

　大柄な少年がへって顔で笑った。

「噓うそっぱちだよ。そんなのただのコスプレだろ？」

　取り巻きの少年らも、バカにしたような目を向けた。

「コスプレ………か」

　くくくくと口の奥で笑った。

「なら、これでどうだ？」

　いきなり胸のプレートに手をかけ開く。その奥に隠されているのは、複雑な電子機器や歯車の集合体だ。

「……………ほ、本物だ！」

　少年らが口をぱくぱくさせて後ずさる。

「もっともっと見たいってなら見せてやったっていいんだぜ」

　謎なぞのロボットが左手を持ち上げる。ウィーンガシャと音を立てて手首が銃じゆう口こうへと変化する。

　銃口が、少年らに突きつけられた。

「５、４、３、２」

　カウントダウンに従い、銃口の奥がうっすらと発光していく。今にもエネルギー弾が発射されそうな様子だ。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「助けて[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

「ロボットの反乱だ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　そんなこと叫んで、少年らは逃げて行った。

「臆おく病びようなガキンチョ達だぜ」

　ロボット、ワルガキッドがせせら笑った。

「ただ光ってるだけで何も出ないってことも知らずに」

　手首をもとに戻すと、投げ捨てられたロボットを拾い上げた。そしてそれをしゃがみこんでいるメガネ少年に突きつける。

「ほらよ」

「あ、ありがと」

　ロボットを受け取ってから、メガネ少年はきらきらとした瞳をワルガキッドに向けた。

「すごいロボットだ！！！」

「まあな」

　まんざらでもない顔でワルガキッドは頷うなずく。

「すごいな、ちゃんと動いてしかも喋しやべってる！！！」

　しっかりとワルガキッドを観察してから、メガネ少年は自分の手の中にあるロボットに目を落とした。

「ボクの作ったロボットじゃ、まだまだだね」

「そいつはお前が作ったのか？」

「うん、見てて」

　メガネ少年がロボットのスイッチを入れると地面に置いた。

「ロボ！　前進！」

　ロボットがゆっくり歩き出す。

「ロボ！　右へ曲がれ！　左へ曲がれ！　両手を上げろ！」

　メガネ少年の言うとおりに、ロボットは動く。

「へ[image: ～][image: ～][image: ～]、この時代のガキが作ったにしてはなかなかよく出来てるじゃね[image: ～][image: ～]か。えるなの親父おやじが作る妙みようなガラクタよりは百万倍もしっかりしてやがる」

　そこでワルガキッドは思い出した。

「おっと、いかんいかん。配達のことをすっかり忘れてたぜ。じゃあな。せいぜいそいつを大切にすんだぜ」

　その場を離れようとするワルガキッドだけれど、何かを思いついて少年に顔を向ける。

「なあ、一つ聞くがパズルって得意か？」

「え、ジグソーパズルならたまにやるけど」

「おい、お前、オレ様に感謝してるよな。大切なロボットを取り戻してやったんだからな。そりゃ感謝するよな」

「う、うん、すごく感謝してるけど」

　困こん惑わく気味に頷うなずくメガネ少年に、ワルガキッドはにんまりと笑って言った。

「よおし、それじゃちょっくら手伝ってもらうぞ。嫌いやとは言わせねえからな」
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　日につ本ぽん橋ばし電気店のレジカウンターの所で、えるなは台にアゴを載のせて憂ゆう鬱うつな表情を浮かべていた。

「アタシも厄やつ介かいなこと引き受けたもんよね」

　ため息を一つ吐はき出す。

「ワルオに何か用事を言いつけて粗そ大だいゴミ捨て場まで行かせる。そこには未来から来たっておっさんが何か準備して待ち構えてる。ワルオを機能停止させるために…………それが難しいようなら破壊するのも辞さない、ねえ」

　そこでえるなは眉まゆと眉の間にタテジワを走らせた。

「にしても、本当にワルオってそんなすごい犯罪ロボットな訳。そりゃ性格は悪いけどとてもそんな大だいそれたことが出来るような奴やつには思えないんだけどね」

　そうだそうだってえるなは頷いた。

「そ[image: ～][image: ～][image: ～]よね。あのおっさんの言葉だけで判断するのもど[image: ～][image: ～]かと思うわよ。まあ、ワルオが何か極ごく悪あくなことやらかしたんならともかく……」

　そんなことをえるなが呟つぶやいてたときだった。店の自動ドアが開く。

「あ、いらっしゃいま……」

　慌あわてて声を飛ばしたえるなは、入ってきた人物に思わず言葉を吞のみ込む。

　入って来たのは、警察官だった。もちろん21世紀、この時代のだ。

　この間の強ごう盗とう事件の関係で何回か警察官は来てたけれど、その人ではないようだ。

「ど、どうも」

　えるなは一応頭を下げた。

「あの、この間の事件のことですか？」

「この間？　ああこの前強盗に入られた電気屋というのはここのことか。いや、そうじゃなくてね」

　警官は苦笑いすると単刀直入に切り出した。

「ここの従業員で、妙みような格好をしている人物がいないかい？　何て言うか、アニメの悪役のような格好をした」

　考えなくても分かる。そんな格好した人物はこの界かい隈わいではワルガキッド一人だけだ。

「従業員って呼べるかどうかは分かりませんがいるけど……」

「今はいるかい？」

「いえ、今はまだ配達に出ていていませんけど、あいつが何か？」

「そうか、いや、実はちょっと問題が起こってね。彼が子供を襲ったというんだ」

「え！　子供を襲った！」

「そんなに驚かなくてもいいよ。被害者の子供達が言ってるだけなんだから。実際は少しからかったぐらいだと思うよ。とは言っても一応調べない訳にはいかないからね、詳くわしい話を聞きに来たんだ。いないのならまた少しあとで来るよ」

　帰ろうとする警官を、えるなは呼び止めた。

「すみません！　その話詳しく教えてくれませんか？」

「子供の話だから呆あきれてしまうとは思うけど説明しようか」

　警官は苦笑いをして続けた。

「その子供達が言うに、その男はロボットだったって言うんだ。何かこう手首を銃じゆう口こうに変えて子供達に向かってビーム砲を発射させたってことなんだよ。笑ってしまうだろ」

　えるなは笑わなかった。笑える訳がない。ワルガキッドが本当にロボットで、銃口へと変えた手からエネルギー弾を発射出来るのをよっく知っていたからだ。

「それじゃあ失礼するよ。またあとで」

　警官が店を出て行く。

「子供に向かって…………ぶっぱなしたのね。あいつ」

　頭の中に、クワガタ警部の言葉が浮かび上がった。

『あいつは本ほん性しようを隠してるにすぎない。極ごく悪あくなのだから（以下略）』

「そんなに悪い奴やつじゃないって思ってたけど……………子供に襲いかかってあんなもんぶっぱなすようじゃもう疑いようはないわね」

　ちょうどそのとき、がらがらという音が店の外から聞こえてくる。通りすぎるリヤカーの影が見えた。ワルガキッドが帰って来たようだ。

　えるなは慌あわててカウンターの席に腰を下ろした。努めて平然とした顔を作る。

　自動ドアを通って入って来たワルガキッドに、えるなは声を飛ばした。

「お帰り。遅かったじゃない」

「最後の家に手間取っちまってな。まあだけどちゃんと全部配達して来たぜ。これで文句ないだろ」

「文句ないわ」

「じゃあ、オレ様は少し休ませてもらうぞ」

　奥へと引っ込もうとするワルガキッドに、えるなはわざとらしく声を張り上げた。

「そうそう、実はあんたにもう一つだけ仕事があったのよ」

「え？　まだあんのかよ」

「これが最後よ。これが終わったら好きなだけぐうたらしていいから。明日あしたは一日何もしなくてもいいわ」

　えるなのその言葉に、ワルガキッドは俄が然ぜん張り切った。

「本当か？　よし、やるぞ。で、オレ様は何をすればいい？」

「もう一度あそこに行って来てほしいの。ほら、最初に連れてった」

「粗そ大だいゴミ捨て場かよ」

　ワルガキッドが露ろ骨こつに顔をしかめた。

「何か拾って来いって言うなら無理だぞ。オレ様は家電製品なんぞ詳くわしくねえからな」

「大丈夫。今回は簡単だから。何でもいいからネジを拾って来て欲しいの。どんな大きさでもいいよ。適当に二、三本」

「ネジねえ。まあそれだったら大丈夫か。分かったよ。じゃ行ってくる」

　店を出て行こうとするワルガキッドを、えるなは思わず立ち上がって呼び止めた。

「ワルオ！」

「何だよ？」

「………………何でもないわ。気をつけてね」

「バーーカ、子供扱いすんじゃね[image: ～][image: ～]よ」

　捨てゼリフのような言葉を残して、ワルガキッドは店を出て行った。

「行ったわね」

　椅い子すに腰を下ろす。

「しょーがないのよ。子供を襲うような極ごく悪あくロボットなんだから。同じ24世紀の警察に任せといた方がいいのよ」

　手にした腕時計にふと目を向ける。

「これ、結局返せなかったな。どうしたものかしらね」

　考えても答えは出なかったから、えるなは考えるのを止やめた。レジ下の棚からノートを取り出して仕入れ表なんかを確認したりする。いつもは没頭出来るこの作業だけれども、今日はどうもうまくいかない。簡単な間違いをたくさんしてしまうほどだ。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]もう、ダメだわダメ！」

　叩たたきつけるようにノートを閉じたときだ。自動ドアが開いて、メガネをかけた一人の男の子が入ってくる。

　大人おとなしそうな男の子はきょろきょろと店内を見渡してから、えるなに顔を向けた。

「いらっしゃい」

　えるなは男の子に笑顔を向けた。

「何か欲しいものあるの？　ゲーム用の電池かな？」

「う、ううん。違うんです」

　男の子が首を横に振る。

「ボ、ボク。ワルガキッドさんに用事があって。他ほかにも作ったロボットがあるからそれを見せたいなって」

「ワルオに？」

　えるなが目を見開いた。

「それじゃ、ワルオが襲いかかったってのは……」

「え？」

　少年がメガネの奥の目をぱちくりとさせる。

「ごめん。アタシの勘かん違いみたい」

　謝ってから、えるなは言った。

「悪いけど、ワルオは今はいないわ」

「そうですか」

　落らく胆たんしたように男の子が息を吐はき出す。

「じゃあまた来ます」

　ぺっこりとお辞じ儀ぎをしてから背中を向ける男の子に、えるなは尋たずねた。

「だけど、君、ワルオとどこで知り合ったの？　見たところこの辺りの子じゃないよね」

「えっと、ボクは隣りのひばり町に住んでます。ワルガキッドさんとはさっき初めて会いました。ボクのこと助けてくれたんです」

「ワルオが助けた？」

「うん、ボクが作ったロボットを取り上げられてからわれてるとこにワルガキッドさんがやって来て、いじめっ子のこと追い払ってくれたんです」

「もしかして……もしかしてそのときにエネルギー弾なんかぶっ放して？」

「え？　そんなことしてないですよ。ワルガキッドさんは撃つまねをしただけです」

「そうだったの………」

　えるなが静かに頷うなずいた。

「そうだったのね」

　拳こぶしを握り締めると、えるなは自分の頭をゴツンと叩たたいた。

「アタシのバカ！」

　それから、男の子に顔を向けた。

「ありがと。君のおかげでお姉ねえちゃん目が覚めたよ」

「え？」

「やっぱり自分の直感を信じなくちゃね。あいつは確かに性しよう悪わるでどうしようもない奴やつだけれど、根っからの極ごく悪あく人じゃない。あ、人じゃないか。根っからの極悪ロボじゃない」

　確信を込めて頷く。

「さ、急がないと。もうあの憎まれ口が聞けなくなるのも寂しいからね」

　開いた自動ドアから、えるなは飛び出した。物置のリヤカーの隣りにあった自転車にまたがると全速力で漕こぎ出した。

「ワルオ！　アタシが行くまでスクラップになんかされんじゃないわよ！」
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「相変わらず陰気臭いとこだな」

　粗そ大だいゴミ置き場までやって来たワルガキッドは、そう呟つぶやいた。

「さっさとネジ拾って帰るとするか」

　地面を見下ろし歩き回る。

「しかしどんなネジでもいいなんて。一体何に使うつもりなんだ？」

　うろうろと歩き回っているときだった。

「来たか。ワルガキッドよ」

　そんな声に、ワルガキッドは首を動かした。

　少し離れた場所にある横たわった冷蔵庫の上。そこに立つ二つの人影があった。

　いかつい顔に堂々たる体たい軀くの男。もう一人は若い女の人。

　クワガタ警部とガネッコの二人だ。

　ワルガキッドが思わず目を見開く。

「クワガタのおっさん！！！」

　ごしごしと視覚レンズをこすってもう一度見る。しっかりと見える。どうやらレンズ故障などではなさそうだ。

「あああ！　お前知ってるぞ！　スーパーでレジやってた女だな！」

　ガネッコに向けて指差しワルガキッドが叫ぶ。

「そ[image: ～][image: ～][image: ～]だよ。ツーカなんて使うからおかしいと思ったんだよ」

　ワルガキッドが慌あわてたような表情を見せた。

「まさか、オーエドポリスの連中が24世紀からオレ様を捕まえるためにやって来やがったのか？」

「残念ながらそうではない」

　クワガタ警部が首を横に振ると、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で言った。

「21世紀に飛ばされて来たのは本官達だけだ」

「飛ばされて………」

　何かに気がつき、ワルガキッドは声を上げた。

「そうか、もしかしてあのときアジトにおっさんもいたのか？」

「いかにもそのとおりだ」

　クワガタ警部が頷うなずいた。

「お前だけは本官自ら捕まえたいとゴックアックのアジトに忍び込んだときに強い光がほとばしり、気がついたらこの時代にたどりついていたのだ」

「そうだったのか」

　同情するかのような視線を、ワルガキッドはクワガタ警部へと注いだ。

「おっさんもつくづく運がねんだな」

　それから、ぴらぴらって手を振ってみせる。

「悪いけど、おっさんと話してる時間ねえんだよね。さっさとネジを拾って帰らなくちゃいけないからな」

「まだ気がつかないのか？　それがお前をここへ来させるための口実だということに」

　ワルガキッドが目を大きくする。

「まさか、えるなに？」

「そう、お前が留守の間にえるな君には全すべてを話した。お前が24世紀からタイムスリップして来た極ごく悪あくの犯罪ロボだということもな。彼女にはお前一人をここに来させるために協力をしてもらったのだ」

「あいつ、いけしゃあしゃあとオレ様にウソつきやがって！！！」

　悔くやしがるワルガキッドに、クワガタ警部が叫ぶ。

「さあ、決着をつけようではないかワルガキッド！」

「おいおい、ちょっと待ってくれよ」

　ワルガキッドが慌あわてて声を出した。

「こんな大昔にまで来て追いかけっこもバカらしくないか？　それにゴックアックのじじいが一緒じゃねえからあれとってこいこれとってこいって命令されることもない。つまりオレ様が暴れまわることもねえってことだ」

　締めくくるように声を張り上げた。

「お互いに不運な身の上なんだ。追いかけっこなんざ止やめちまおうぜ。ほら、そんなことよりもこれからどうするかをじっくり考えた方が……」

「ワルガキッド、本官がそんな言葉を信用すると思っているのか！」

　クワガタ警部が怒ど鳴なった。

「貴様のような極ごく悪あくロボットを野放しにしておく訳にはいかん。24世紀の警察機構の代表として貴様を捕らえ機能を停止させる。そうか、きっとこれは運命なのだな。神はこのために本官をこの時代にとタイムスリップさせたのだな」

「おい、ちょとそりゃ思い込みが激しすぎるって奴やつだぞ」

「とにかく、覚かく悟ごするがいいワルガキッドよ！　おい、ガネッコ」

「は～い」

　ガネッコが手に持ってたボタンをポチっと押した。

　鉄の塊かたまりが、うらぶれた廃工場を突き破って飛び出してきた。全長５メートルはあろうというメカだ。

「これは、オーエドポリスが使ってる暴走自動車捕ほ獲かく用のミニパトロボじゃね[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]か！」

「こいつでお前との戦いに決着をつけてやる！」

　ロボットの胸部の操そう縦じゆう席せきにクワガタ警部が飛び込む。窮きゆう屈くつそうに体をねじ込ませる。

「さあ、ワルガキッド。どこからでもかかって来い！」

「かかって来いって言われても…………」

　軽く舌打ちする。

「パワーレベル１じゃど[image: ～][image: ～][image: ～]することも出来ねえんだよ」

　踵きびすを返して逃げ出そうとするワルガキッドだけど、ミニパトロボが行く手を阻はばむ。見かけによらず俊しゆん敏びんな動きのようだ。

「かかって来ないならこっちから行くぞ！！！」

　突進してくるミニパトロボに、軽く吹っ飛ばされるワルガキッド。そのままがしゃがしゃと音を立てて地面を転がる。

　激しい衝しよう撃げきで、ワルガキッドの電子頭脳はショート寸前になってしまう。

　振り上げられるミニパトロボの拳こぶしも、ぼんやりとしか見えていない。

「くらえ！！！！」

　鉄の巨大な拳が振り下ろされそうとしたときだ。

「待って！」

　飛び込んで来た何者かが両手を広げ立ちはだかった。

　ゆっくりと回復してくる視覚で、ワルガキッドはその後ろ姿を見た。

　そして、信じられないって顔で呟つぶやいた。

「えるな」

「よかった。まだスクラップにはされてないみたいね」

　そう言うえるなにミニパトロボに乗るクワガタ警部の声が響く。

「えるな君！　何をしているんだ！　危あぶないからそこをどきなさい！」

「いいえ！　どかないわ！」

　クワガタ警部にしっかりと目を向け、えるなは言った。

「ワルオを、このロボットを壊こわすのは保留にして！」

「な、何を言ってるんだえるな君。そんな極ごく悪あくロボットをかばうなぞ。そいつが24世紀でどんな犯罪をしてきたか知らないからそんなことが言えるのだ」

「ええ、確かに知らないわ。だけどアタシは一週間こいつをこき使って、そして今日になって一つの結論が出たの」

　えるなは続けた。

「確かにこいつはどうしようもない性しよう悪わるなロボットよ。口が悪くて大飯食らいで怠なまけ者で乱暴で。だけど決して破壊されるほどに極ごく悪あくなんかじゃないわ」

「バカなことを………」

　クワガタ警部が奥歯を嚙かみ締める。

「いいえ。それに言ってたでしょ。悪い博士の手先として作られたって。だったら本当に悪いのはその博士なんじゃないの！」

「あ、確かにそうですよね」

　ガネッコが頷うなずく。

「全すべてゴックアックの命令によるものだったのかもしれませんよ。だとしたら罪もぐんと軽くなるんじゃないんですか？　ほら、絶対服従回路なんかが組み込まれてたら断りようがないもの。ねえ、おじさん」

　クワガタ警部に声を向けるけれど……

「違う、そんな主人に絶対服従するようなそんなロボじゃない。そいつは根っからの犯罪ロボットだ。超極悪のロボットだ」

　呪じゆ文もんのように口の中で呟つぶやく。

「本官はオーエドシティーロボ犯取締課として、ワルガキッドを倒さねばならんのだ！」

　ミニパトロボが動いた。伸ばした右手でえるなを摑つかむとワルガキッドから引き離す。そして左手を振り上げた。

「くらえ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　だけど、拳こぶしが振り下ろされることはなかった。振り上げたまま、かちこちに固まってしまっている。

「エネルギー切れだ」

　操そう縦じゆう席せきで、クワガタ警部が力なく呟いた。

「あと一歩ってとこだったのにな……。命拾いしたな。ワルガキッド」

「おじさんってば」

　やれやれって顔でガネッコが首を振る。

「エネルギー切れでも手を振り下ろすくらいは出来たのに……」
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「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、怖かった」

　えるなが大きな声を出した。

「まさかあんなロボット出て来ちゃってるなんてね。ほんと、あんたのおかげで寿じゆ命みようが縮まったわよ」

「ふん、余計なことしやがって」

　ワルガキッドが鼻を鳴らした。

「こんな暴走自動車しか止められないようなミニパトメカになんざやられるオレ様じゃないんだよ」

「そう？　しっかりピンチに陥ってるように見えたけど」

「うるせ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]な」

　嚙かみつかんばかりの勢いでワルガキッドが吠ほえたときだ。その手が持ち上げられる。

　ガッチャンと音を立てて、電磁手て錠じようがワルガキッドにはめられた。

「何すんだよ！　おっさん！」

　電磁手錠を外そうと必死になって腕を動かすワルガキッドに、クワガタ警部が言う。

「見てのとおり。お前を逮たい捕ほしたのだ」

　むっつりとした顔でクワガタ警部が言った。

「機能停止を保留にしたといってお前を見逃す訳じゃあない。野放しにするにはお前は危険すぎるからな。24世紀に戻ってロボット裁判を行うまで本官が四し六ろく時じ中ちゆうお前の同行を見張ってやる」

　にんまりとクワガタ警部が笑みを浮かべた。

「24世紀に戻れる日まで仲良くしようじゃないか」

　そのときだった。

　突然、ワルガキッドの電子頭脳がキリキリと痛み出した。

「くっ」

　頭を押さえてひざまずく。

　ジャミング電磁波とは違う。この感触は他ほかでも味わったことがある。

（そうだ、こいつは、ゴックアックのじいさんの研究所にあの穴が開いたときの…………）

　異変はえるな達にも伝わっていた。何か堅かたい物を擦すり合わせるような音と、小刻みな振動。

「おじさん。なんなんですか？」

「分からん。分からんがこれは……」

　クワガタ警部が叫んだ。

「あのときと似ている。本官達がこの時代に飛ばされて来たあのときと……」

　次の瞬間、強烈な光がほとばしった。そして、何か硬いものががしゃがしゃと落っこちて来る音が響く。

　光がうすれたあと、粗そ大だいゴミにうずもれるように転がってたのは、ちょっとした大型バイク程の大きさのメカ達だ。蜂はちの形に似ている。

「何なんのよあれ？」

「さあ、なんなんですかね」

　首を傾げるえるなとガネッコとは対照的に、クワガタ警部が驚きの顔で叫んだ。

「メタビー！」

「何なんですかそれ？」

「国連警察軍の飛行兵器だ。ゴックアックの秘密研究所攻撃に投入されてるのは見たが、まさかこいつまでタイムスリップして来るなんて」

　メタビー達は金属の触覚を動かして辺りをさぐる。と、その触覚が全員そろってある方向で静止した。その先には大おお江え戸ど市が見えていた。

　視覚レンズが、赤く発光した。

「いかん、あいつら攻撃の対象を町に設定してしまったんだ！」

　クワガタ警部が叫ぶと、メタビー達の前に飛び出した。

「おい、間違いだ。あれはゴックアックの秘密研究所などではないぞ。諸君等には難しいと思うが、今は21世紀、つまり４００年近い時を超えてだな」

　一いつ生しよう懸けん命めい説明しようとするクワガタ警部だけれども、メタビーはそんなこと聞いてくれなかった。

　ジェットを噴ふん射しやさせ空へと飛び上がって行く。必死にしがみついたクワガタ警部だけど、ハエでも払いのけるかのように金属の腕でぺしって叩たたき落とされた。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]、おじさん。しっかりして下さい」

　慌あわててガネッコが駆かけ寄るけれど、クワガタ警部はしっかりと昏こん倒とうしてた。頭を強く打ってしまったようだ。

「バカなことしやがって。奴やつ等らにそんな高度なＡＩなんざついちゃいねえってのによ」

　ワルガキッドが呟つぶやいた。

「攻撃目標を破壊することしか頭にない連中なんだから」

「ちょっと待ってよ。それじゃ大江戸市はどうなんのよ？」

「ぶっ壊こわされるに決まってんだろ。お前ん家ちも含めてな………」

「そんな………」

　えるながよろめいた。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　ワルオ、あんた何とかしなさいよ。前みたいに充電すれば強くなるんでしょ」

「間に合わねえよ。奴等はもう飛んでっちまったんだからな」

「………………………！！！」

　走り出そうとするえるなを、ワルガキッドが呼び止めた。

「どうするつもりだ？」

「決まってんじゃない。あいつらが到着する前に町へ行って皆に逃げるように言わなくちゃ」

「24世紀からタイムスリップして来たロボットが襲いに来るから逃げろって言うのか？　誰も信じやしねえよ。巻き込まれるのがオチさ。命が惜しかったらここで大人おとなしくしてろ。３日もすればあいつらのバッテリーはきれる。だから……」

「冗じよう談だんじゃないわよ！」

　ワルガキッドをはたと睨にらみつけて、えるなはしっかりとした口調で言った。

「あそこはアタシが住んでる町なのよ。アタシが生まれて育った町なの。友達も一杯いるし、大切な大切な町なの。その町をほっといて自分だけ安全なとこにいるなんて出来る訳ないでしょ！！！！」

「……何がなんでも行くつもりか？」

「行くわよ！」

「そうか」

　ワルガキッドは空を見上げた。そして、瞳を閉じてほんの少しだけ考えた。

　それから、何かを決意した様子でえるなに顔を向ける。

「えるな。オレ様の腕時計はしてるな」

「してるに決まってるじゃない。外れないんだから」

「よし、それをこれからオレ様の言うとおりに操作するんだ」

「操作するって、これただの腕時計じゃ」

「横にボタンがついてるだろ。そいつを押しながらこう言うんだ。パネルオープンって。いいから早くしろ。町を救いたかったらな」

「分かったわよ。ひやかしだったら容よう赦しやしないからね」

　えるなは言われたとおりにボタンを押し、叫んだ。

「パネルオープン」

　次の瞬間、時計の文字盤が発光した。腕時計の上にパソコンのキーボードのような立体映像が映し出される。

「な、何なのよこれ」

「空間投影型のタッチパネルだ。その中にパワーレベルってのがあるだろ」

「あるわ。レベル１ってなってる」

「そいつを、マックスまで上げてくれ」

「どうやってよ」

「上の印のついたボタンを押しっぱなしにしてればいいんだよ。お前の指なら触さわれるようになってるから」

「分かったわよ。押しっぱなしね」

　人差し指で空間に映し出されたボタンを押した。表示が変わっていく。10を超えた数値は三文字のアルファベットへと変化する。

『パワーレベルＭＡＸ』

　ほぼ同時に、ワルガキッドの胸からその合成音が響く。

『パワーレベルが変更されました。パワーレベルＭＡＸ。ワルガキッド、フルパワーモードへと移行します』

　ワルガキッドの目が見開かれた。腕にはめられていた電磁手て錠じようが音を立てて弾はじけ飛ぶ。

「くっくっくっくっく、ようやく本当のオレ様が帰って来たって訳だな」

　握り締めた拳こぶしから、バチバチと音を立ててエネルギーがほとばしった。

「さ、蜂はち退治に行くぜ！」

　かかとのバーナーを噴射させ、ワルガキッドは飛び出した。
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　町を目指すメタビー達。大おお江え戸ど市が大きく見え始め、高度を少し下げたときだった。

　飛来したエネルギー弾に、数匹のメタビーが動力炉を撃ち抜かれ落下していく。

　突然の敵の襲来に、メタビー達は複合タイプの視覚レンズを動かした。

　敵はすぐに見つかった。眼下にある一本杉の天てつ辺ぺんに立つ一人の、いや一体のロボット。

　ワルガキッドだ。

「さあ、どうした？　国連警察軍の主力兵器なんだろお前ら。かかって来いよ」

　挑発するようにワルガキッドが言う。

　メタビー達の触覚が動いた。仲間同士で電波を飛ばしあい一瞬で攻撃編隊を作り出すのだ。

　一いつ斉せいにメタビーがワルガキッドに襲い掛かる。前後左右、また頭上から。どこにも逃げ場のない完全包囲の攻撃だ。

「つまんねえな」

　ワルガキッドが呟つぶやいた。

「そんな攻撃で、このワルガキッド様を仕し留とめられると思ってんのかよ」

　ワルガキッドが右手を突き出した。

　ワルガキッドの握り締めた拳こぶしからエネルギーソードが出現する。

「えりゃああ！！！」

　体を回転させながらワルガキッドがジャンプした。メタビー達が切り落とされていく。

　さらに左手のプラズマブラスターも休んではいない。連射されるエネルギー弾は確実にメタビーの動力炉を破壊した。

　そんなワルガキッドのもとに一匹のメタビーが現れる。他ほかの連中とは一味違う巨大な奴やつだ。

「女王バチのお出ましかよ」

　女王メタビーから無数の針が発射される。ニードルショットだ。針にはウイルス発生装置が内蔵されている。刺さったら神経伝達回路にダメージを与えられてしまうのだ。

　ワルガキッドは木から飛び降りると山の斜面を駆かけ逃げ回る。

　女王メタビーがそれを追いかける。木々を避けながら確実にワルガキッドを追い詰める。

　しかし、そんな女王メタビーのニードルショットが不意に止まる。弾切れのようだ。

「そいつを待ってたぜ！」

　エネルギーソード片手にワルガキッドが飛び掛かった。すぐにエネルギーニードルに切り替えワルガキッドに応戦しようとする女王メタビーだったけれど、ワルガキッドの方が一歩早かった。

　ワルガキッドのエネルギーソードが女王メタビーを真っ二つに切り裂さいた。

　女王メタビーは爆発、そして炎えん上じようした。

「まあ、こんなもんか」

　エネルギーソードを消したワルガキッドに、声が飛んでくる。

「ワルオ！！！」

　首を動かすと、自転車で山道を降りて来るえるなの姿があった。

「あんた一人じゃ心配だから一応町の人にも知らせようと思って来たんだけど………」

　自転車を降りたえるなが空を見渡し、そして首を横に振った。

「どうやらその必要はないみたい。みんなあんたがやっつけたみたいね」

「まあな。楽な仕事だったぜ」

　得意気にワルガキッドが言う。

「それにしても、この腕時計って何な訳？」

　尋ねるえるなに、ワルガキッドは言った。

「その腕時計はオレ様の制御装置なんだよ」

「制御装置？」

「ああ」

　いまいましそうに、ワルガキッドは説明した。

「オレ様を作ったゴックアックっていかれた科学者がオレ様の首輪としてそいつを作ったんだよ。さっきやったようにオレ様のパワーレベルを調節したりも出来るんだ。さらに、その腕時計をしている人間の生命反応が消えたとき、オレ様の動力炉も停止することになってる。一時停止なんてもんじゃない。完全停止だ。もう二度と動き出すことはない」

　自分の胸を親指で指して、ワルガキッドは言った。

「その腕時計を外す暗証番号はゴックアックのじじいしか知らない。つまり、その腕時計をつけている以上、認めたくはないがお前がオレ様の命を握ってるって訳だ」

　ワルガキッドはえるなに顔を近づけると、真剣な表情で言った。

「だから危あぶない真似まねはすんな！」

「…………分かったわよ」

　えるなが頷うなずいた。それから、少しだけそっぽを向いて呟つぶやいた。

「一応、お礼を言っとくわ。町を救ってくれてありがとって」

　それから、にんまりと微笑ほほえむ。

「そっか[image: ～][image: ～][image: ～]、これがあんたの制御装置だったって訳ね。どおりで大騒ぎしてた訳だ。他ほかにはどんな機能がついてんのかしら？」

　タッチパネルを出現させる。

「え[image: ～][image: ～][image: ～]っと、あら、何かしらねこのボタン」

「止やめろ！　やたらとボタンを押すな」

　慌あわててえるなに飛び掛かろうとするワルガキッドだけど、その足が素敵にもつれて倒れてしまう。

「あ、パワーレベルってのは１に戻しといたからね。日常生活にあんな物騒な力必要ないでしょ」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]る[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]な[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「さ[image: ～][image: ～]ってと、このお仕置きっての押してみよっと」

「止め…………」

「ぽちっとな」

　ワルガキッドの制止むなしく、えるなはボタンを押した。

　ジャミング電磁波が発生し、強烈な頭痛が走る。

「ぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！！！」

　頭を抱えて転げまわるワルガキッド。

「なるほどね[image: ～][image: ～][image: ～]」

　制御装置を見つめながら、えるなはうしししって笑った。

[image: ]

「こいつは便利かもね」

　それは、悪い奴やつが悪いことを思いついたときに浮かべる悪い悪い笑みに、ほんのちょっとだけ似てた。







　そんな様子を少し離れたところから見つめる二人組がいた。クワガタ警部とガネッコだ。ちなみに、その手には24世紀の集音マイクが握られている。えるな達の会話をしっかりと盗ぬすみ聞きしてたのだ。

「おじさん。ワルガキッドはえるなさんに預けといて大丈夫じゃないですか？　いわゆる保護観察処分って奴で」

　ガネッコの言葉に、クワガタ警部が目を見開く。

「何を言ってるんだガネッコ。それはあまりに危険で……」

「そ[image: ～][image: ～]ですか？　私は一番いい方法のように思えますよ」

　微笑ほほえみながら続けた。

「ほら、おじさんも聞いたでしょ。ワルガキッドの制御装置はえるなさんの手にある訳だし。えるなさんの身に何かあったらワルガキッドだって困る訳だから乱暴するなんてことはない。その逆に守らなくちゃいけない立場なんだから」

「しかしだな、ゴックアックに命令されて仕方なくやっていた可能性はあるとはいえ、奴はれっきとした犯罪ロボだぞ。一体何をやらかすか」

「大丈夫ですよ。きっとえるなさんならうまく対処してくれますよ。何だかそんな気がするんです。きっとね」

　メガネの奥の瞳を細める。

「それに、ワルガキッドにかまってるヒマないんですよ。これからはおじさんにもちゃんと働いてもらわなきゃなんないんですから。せめてアパート暮らし出来るぐらいにはなりたいですし」

「ううう」

　諦あきらめたように、クワガタ警部は息を吐はき出した。

　それから、ワルガキッドに向かって拳こぶしを握り締めた。

「ワルガキッドめ。24世紀へ戻る方法が見つかるまでだからな。そのときはお前を捕まえてロボット裁判にかけてロボット刑けい務む所しよにぶちこんでやるからな！」




[image: ]




　そして、翌日。




「ほら、しっかり働きなさいよ！」

　日につ本ぽん橋ばし電気店に、今日もえるなの声が響いた。

「ほらほら、そんなんじゃ汚よごれ落ちないでしょ。もっと力を込めて擦こする」

　もちろん、モップがけをさせられてるのはワルガキッドにほかならない。

「おい、いい加減にしろよ。えるな」

　さすがに頭にきたのかワルガキッドが立ち上がる。

「オレ様は昨日きのう、メタビー達をぶっ倒してこの町を助けてやったんだぜ。そんなオレ様に朝っぱらから家の大掃除させるこたねえだろ」

　ワルガキッドの口ごたえになんて、えるなには動じなかった。

「そのことに関しては昨日ありがとって言ったでしょ。男がいつまでも細かいこと言わないの。みっともないよ」

　さらに続ける。

「それに、タイムスリップの原因だってどうせあんたを作った悪い科学者って人が何かしたせいなんでしょ。そのせいでタイムスリップして来た悪いロボットをアンタがやっつけるってのは当然のことよ。義務って言ったっていいわ」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな」

「さっさとやる！　さもないと」

　えるなが右手を持ち上げて見せた。もちろんその手にはワルガキッドの制御装置がはめられている。スイッチ一つでワルガキッドはひどい目にあってしまうのだ。

「わ[image: ～][image: ～][image: ～]ったわ[image: ～][image: ～][image: ～]った」

　慌あわてたようにワルガキッドはモップがけを再開した。

「そうそう、しっかり頼むからね。クワガタのおじさんからあんたの保護観察を頼まれてんだから」

　腕組みしてえるなは言った。

「あんたが更生するようにビシビシやるからね！！！」

「こんなことなら、24世紀の方がマシだったのかも………」

　モップ片手に、ワルガキッドは特大のため息を吐はき出した。







　24世紀からタイムスリップして来た超犯罪ロボット。ワルガキッド。

　彼の21世紀生活は、まだまだ始まったばかりだった。








第三話　おわり















　　　あとがき







　お正月の新年会なんかに、

「本、書いたりしてるんだって？　どんなの書いてるんだ？」

　なんて親しん戚せきのおいちゃんに聞かれたりすると、

「え、ＳＦを書いてます」

　なんて格好つけて言い続けてもう数年。

　忍にん者じやの表紙の本が見つかって、

「ＳＦじゃないみたいだね」

　なんて言われても、

「たまには違うのも書くけれどＳＦが主なんです」

　なんて誤ご魔ま化かすのもそろそろ限界のような気がした。

　というわけで、今回はＳＦをすることになりました。

　とは言っても、科学知識なんてたいして持ち合わせていない僕が書く物なので果たしてＳＦと呼べる代しろ物ものなのかどうかは分かりません。

　だけどまあ、僕の親戚のおいちゃん方は少し未来っぽいロボットなんか出てたらＳＦだと信じてくれるので、これでいいと思ってます。（おいおい）

　何はともあれ、『コスモス』以来のＳＦものです。

　新タイプのイラストにマッチするよう少し真ま面じ目めに進めていこうと思ってます。




　ワルガキッドは21世紀で悪のかぎりをつくせるのか？

　えるなは少しくらいおしとやかになるのか？

　クワガタ警部はカルチャーショックを克服出来るのか？

　ガネッコはアルバイトを続けられるのか？




　一巻を読みながらこれから考えていこうと思ってます。

　それじゃ、そういうことで。





阿あ智ち太た郎ろう
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年、長野県で生まれた。いろいろあってサラリーマンもしてる。雨が降ると会社を休みたくなるクセがあり。本当に困ったもんだ。
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イラスト／ともぞ

広島県出身、埼玉県在住のネコ好きイラストレーター。『Astral』（著／今田隆文）で電撃デビュー。現在電撃コミック「ガオ！」で『SPEED GRAPHER』を連載中。
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